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[3] 奈良 • 平安時代の遺構と遺物
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2号土坑

2区5号住居

1 暗褐色土少最の Hr-FPを含む。

2 黒褐色土少益の Hr-FAプロック、多批の黒色粘質

プロックを含む。

2区5号住居 1号床下土坑

1 暗褐色土少益の Hr-FP・炭化物粒を含む。

2 暗褐色土少砧の Hr-FP• Hr-FAプロックを含む。

2区5号住居 2号床下土坑

l 暗褐色土少屈の Hr-FP・炭化物粒を含む。
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第150図 2区5号住居平面 ・断面図、出土遺物図

2区5号住居出土遺物観察表

No 
挿図 No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第150図 須恵器 + 15 口(141)高49残 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回 り回転。底部は回転糸切 り。高台は貼付
1 
PL -104 椀 1/4 底 (68) 高台一 ③灰白色 であるが剥落。

第150図 須恵器 + 19 口ー 晶 41残 ①砂粒 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切りか。高台は貼付。
2 
PL -104 椀 体～底部 底 58 裔台58 ぎみ ③黄橙色

第150図 灰釉陶器 床直 口 (155)裔 49 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はヘラナデで
3 PL -104 椀 1/5 底 (71)高台(72)③灰白色 不明。高台は貼付。施釉方法は刷毛塗 り、釉調は透明感の

ある緑色。光ヶ丘1号窯式期。

第150図 灰釉陶器 埋土 ロー 高 34残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。尚台は貼付。釉調は透明感のあ
4 PL -104 椀 体～底部1/4 底 （71)高台（73)③灰白色 る緑色をおびた灰色。施釉方法は漬け掛け。大原2号窯式期。

5 
第150図 土師器 埋土 口(189)尚48残 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。
PL -104 甕 口縁片 底ー ③褐色

193 



第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

2区6号住居 （第151図、 PL57• 105) 

位置 854-442 方位測定不可能。形状中世の

削平と攪乱のため、東壁・北壁周辺が確認できなかっ

た。面積測定不可能。壁高 36cm 重複なし。

床面床面は凹凸なく、平坦で整っている。掘り方

面を床面とする。床面は堅く締まっていた。住居

内1号土坑は床面からの掘り込みである。土坑上で

礫が検出され、土坑の埋土や周辺からは焼土粒や焼

土ブロックが検出された。壁溝確認できなかった。

柱穴確認できなかった。 貯蔵穴確認できなかっ

た。寵検出されなかった。遺物床直から須恵器

椀、羽釜、鍛造の鉄製品、鏃が出土した。実測可能

な遺物が4個体ある。所見 1号土坑は鍛冶工房関

連施設の可能性があるとの調査所見であるが、遺構

の残存状況が悪く、詳細を推測することは出来ない。

本住居の時期は、出土遺物より 10世紀第1四半期

に比定される。
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2区6号住居

1 暗褐色土少凪の Hr-FPを含む。

2 黒褐色土少贔の Hr-FPを含む。

2区6号住居 1号士坑

l 暗褐色土焼土粒、焼土プロック、炭化物粒を含む。

2 暗褐色土少最の焼土粒、少最の Hr-FPを含む。

0 1: 60 2m 

こロロ／i

0 4(1/2) 

第151図 2区6号住居平面・断面図、出土遺物図゚

1 : 3 10cm 
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[3] 奈良 •平安時代の遺構と遺物

2区6号住居出土遺物観察表

No 
挿図No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第151図 須恵器 床直 口一 蘭 36残 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り。高台は貼付。
l 
PL -105 椀 体～底部 底 64 高台 65 ぎみ ③浅黄色

2 
第151図 須恵器 床直 口(137)高 50 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り。高台は貼付。
PL -105 椀 1/3 底 (66) 高台(65)ぎみ ③黄橙色

3 
第151図 羽釜 床直 口(160)高l70残 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ整形。鍔は貼付。胴部外面下位、縦方向のヘラ削り。
PL -105 口～胴部1/5底一 鍔（206)③灰白色

No 
挿図No

遺物名 ①重②磁③メ
出土位置

特徴など
図版No 計測値 (cm)

第151図 鉄製品 ①80 g 床直 細身の鉄鏃の先端部から茎にかけての破片。茎部は僅かに断面長方形ぎみで、

4 PL -105 鍛造品 ②5 長71残幅10 刃部は柳刃形。稜はやや不明瞭。刃部の左側に傷があり、刃部と茎部の間には、
鏃 ③L （●） 厚05 植物質のものが巻き付けられている。長軸方向に僅かながら反っている。

①重量②磁着度③メタル度

2区7号住居 （第152~154図、 PL57• 105) 

位置 821-412 方位 N-79 ° - E 形状長軸

3.74m ・短軸3.14mで長軸を南北にもつ長方形で

ある。面積 9.63rrl壁高 51cm 董複 2区9号住

居と重複。 2区7号住居が、 2区9号住居を切って

構築する調査所見を得た。床面掘り方面から厚さ

15cmの埋め土を施して平坦な面を造る。住居中

じ

3
◎
 

t
 

色

A L-210.00m 

叫

｀
 
A' 

央やや北に大きな窪みがあるものの掘り方面はほ

ぽ平坦である。床面は凹凸なく、平坦で整ってい

る。壁溝確認できなかった。柱穴確認できなかっ

た。貯蔵穴住居の南東隅に設置。深さ 27cm・長

軸52cm・短軸50cmの楕円形を呈す。寵東壁の南

側に設置。燃焼部は幅26cm、奥行き 30cm。

-412 

C' 

ミ
C L-210.!0m 

2I 

c
 

2区7号住居

l 黒褐色土多量のHr-FPを含む。

2 黒褐色土多賊のHr-FAを含む。

3 黒褐色土多量のHr-FAプロックを含む。

締まりあり。（貼り床）

2区7号住居貯蔵穴

l 暗褐色土少量のHr-FP、炭化物粒を含む。

D L=210.10m 

L=209.90m 
B B' 

D
 

こ
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第152図 2区7号住居・掘り方 平面・断面図
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

翁構築材として用いられた加工痕のあるニツ岳石

が、一部設置した状態で残存している。遺物寵か

ら須恵器杯、床直から須恵器杯、椀、土師器甕、埋

土から須恵器杯、椀、土師器甕、羽釜、大甕、吊り

手金具か毛抜きの可能性のある鉄製鍛造品、鉄滓が

出土した。埋土から出土した須恵器椀（5)と杯・椀（7)

は、墨書土器である。7の体部外面の墨書は「R」

と判読できる可能性がある。実測可能な遺物が11

個体ある。所見諏訪ノ木V遺跡で検出された竪穴

住居中、 墨書土器が出土した住居は、本住居の他に

2区18号住居がある。本住居 ・2区18号住居とも石

原東遺跡Dl区遺物包含層から、 400m以上離れた

場所に位置する。本住居の時期は、出土遺物より

10世紀第1四半期に比定される。
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2区7号住居瑚

l 褐色土 少贔のHr-FPを含む。

2 灰褐色土多歯のHr-FPを含む。粘性、締まりあり 。

（寵を構築した粘土の崩落土か）

3 暗褐色土 多量のHr-FAを含む。締まりあり 。（掘り方埋寸・)
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第153図 2区7号住居寵平面・断面図、出士遺物図（1)
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[ 3] 奈良•平安時代の遺構と遺物
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第154図 2区7号住居出土遺物図 (2)

2区7号住居出土遺物観察表

No 
挿図No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第153図 須恵器 カマド 口(132)高4.4 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り。
1 PL -105 杯 1/3 底54 ③灰白色

2 
第153図 須恵器 床直 口135 高38 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り。
PL -105 杯 1/2 底64 ③灰白色

第153図 須恵器 +8 口(149)高56 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り。高台は貼付。
3 PL -105 椀 1/3 底 55 高台 56 ③灰白色 体部外面に墨痕。

第153図 須恵器 床直 口149 高55 ①細砂 ②遠元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り。高台は貼付。
4 PL -105 椀 ほぽ完形 底 58 高台(60)③灰白色

第153図 須恵器 +8 口一 高37残 ①細砂 ②遠元焔 ロクロ成形、 右回り回転。底部は回転糸切り。高台は貼付。
5 PL -105 椀 体～底部 底 66 高台 70 ③灰白色 体部内外面に墨書、 「口／口」。

第153図 須恵器 埋土 口(124)高33残 ①砂粒 ②酸化焔 ロクロ成形。
6 PL -105 杯 ・椀 口～体部1/5底一 古向ムロ ― ③褐色

第153図 須恵器 埋土 口(132)裔 32残 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形。体部外面正位に墨書、「口」 [R力］。
7 PL -105 杯・椀 口縁片 底ー 古回ム口 — ③灰白色

8 
第153図 土師器 床直 口(221)高59残 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削 り。 内面はヘラナ
PL -105 甕 口～頸部1/8底一 ③褐色 Tー9o 

第154図 篭構築材 カマド 長246 幅193 ニッ岳石 （石材） 4面加工面、1面自然面、1面破面の寵構築材。被熱痕のあ， 
PL -105 天井石 厚147 重52kg る面l面（下面）。

第154図 寵構築材 カマド 長20.5 幅159 ニッ岳石 （石材） 4面加工面、 1面自然面、 1面破面の籠構築材。被熱痕のあ
10 PL -105 天井石か 厚122 重36kg る面1面（下面）。

No 
挿図No

遺物名 ①重②磁③メ
出土位置

特徴など
図版No 計測値 (cm)

第154図 鉄製品 ①32 g 埋土 刀の吊り手金具状の鉄製品。毛抜きの可能性が高い。頭部を一担絞った上で、
11 PL -105 鍛造品 ②4 長39残幅12 径2mm以下の細い鉄輪を装着している。体部下端は欠落し破面となっている。

毛抜きか ③H(O) 厚0.6

①重益②磁着度③メタル度

2区8号住居 （第155・156図、 PL57• 105) 

位置 848-423 方位 N-73°-E 形状長軸

3.17m・短軸2.80mで長軸を南北にもつ方形である。

面積 8.27m壁高 26cm重複住居東壁周辺が攪

乱に切られる。床面掘り方面から厚さ13cmの埋

め土を施して平坦な面を造る。床面は凹凸なく、平

坦で整っている。掘り方面は住居中央が商く壁際

を深く掘り下げている。壁溝確認で きなかった。

柱穴確認できなかった。貯蔵穴住居の南東隅に

設置。深さ 11cm、長軸92cm、短軸51cmの楕円
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

形を呈す。寵東壁の中央やや南側に設置。燃焼部

は幅48cm、奥行き 80cm。煙道は幅45cm、奥行

き46cmで緩やかに立ち上がる。燃焼部の一部に焼

土壁が残存する。遺物貯蔵穴内から土師器杯、須

恵器杯の 2個体がほぼ完形の状態で出土した。寵か

ら須恵器蓋、埋土から土師器甕の底部が出土した。
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実測可能な遺物が3個体ある。

所見本住居の時期は、出土遺物より 8世紀第3~4

四半期に比定される。

A
-

旦 互

叫叫 下琴デ
A L=209.50m 1 'A'2  1 F L=209.50m 
. ・- - ・ 

ーニニニ三□―
!:L _L=209.50m. 旦~ G L=209.50m 

E
 △
 

o| P'.lI 
F-

G
-

C L=209.50m C
- ゜

1: 60 2m 

D L-209.50m 汀― HI 吋

2区8号住居

1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 黒褐色土

4 暗褐色土

2区8号住居

1 暗褐色土

2 暗褐色土

2区8号住居

l 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 灰褐色土

5 灰褐色土

6 灰褐色土

多籠の Hr-FPを含む。

多量の Hr-FP • Hr -FAを含む。

Hr-FAを含む。

Hr-FAを含む。

貯蔵穴

Hr-FPを含む。 H 

Hr-FP 、 Hr -FA プロック、黒色粘質プロックを含む。 一 • 1 '¥,1 ¥ I I 邑

?r-FPを含む。 1＼□I¥」／＼＿ーノ1 言

少撮の Hr-FP、Hr-FAを含む。 ． 一
少最の Hr-FP • Hr -FA・炭化物粒、焼土粒を含む。上L.L=209.30m ー1 上［ -I 
多贔の灰・焼土プロソクを含む。

::::̀冗r焼コニ：：：。側壁に焼土あり。 上ビ三こ：二：／三
（寵構築土） 。

7 灰褐色土多菌の Hr-FP • Hr -FAプロック・黒色粘質

プロックを含む。（掘り方埋土）

第155図 2区8号住居 ・掘り方・寵 平面 ・断面図

30 lm 
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[3] 奈良 • 平安時代の遺構と遺物
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第156図 2区8号住居出土遺物図

2区8号住居出士遺物観察表

No 
挿図No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第156図 土師器 貯蔵穴 口121 高33 ①砂粒 ②良好 口縁部上半が横ナデ。下半がナデ。底部は不定方向のヘラ
1 PL -105 杯 完形 底一 ③褐色 削りか。

2 
第156図 須恵器 カマド 口138 高33 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。摘みは貼付。天井部は回転ヘラ
PL -105 蓋 2/3 摘径30 ③灰色 削り 。内外面に自然釉。

第156図 須恵器 貯蔵穴 口118 商37 ①砂粒 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明、
3 PL -105 杯 完形 底72 ③灰色 ヘラ起こし技法か。

2区9号住居 （第157図、 PL58• 105) 

位置 823-412 方位測定不可能。形状住居の

大部分が調査区域外になるため、全形は確認できな

かった。面積測定不可能。壁高 32cm重複 2区

7号住居と重複。 2区9号住居が、2区7号住居に切

られる調査所見を得た。床面掘 り方面を床面とす

る。壁溝確認できなかった。柱穴確認できなかっ

¥ 82J 

A 調査区外 メ 叫，□ 上

た。貯蔵穴確認できなかった。寵確認できなかっ

た。遺物埋土から須恵器高杯、蓋、土師器甕、須

恵器杯底部が出土した。実測可能な遺物が2個体あ

る。所見本住居の時期は、出土遺物より 8世紀前

半に比定される。

三 三 l

A L=210.00m A
- □2 

゜
1: 60 2m 2区9号住居

1 黒褐色土多量の Hr-FP、少量の Hr-FAを含む。 ゜
1 : 3 10cm 

第157図 2区9号住居平面・断面、出土遺物図

2区9号住居出士遺物観察表

No 
挿図No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
因版No 器種 逍存状態 (cm) ③色調

1 
第157図 須恵器 埋土 ロー 高 19残 ①砂粒 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。摘みは貼付。天井部は回転ヘラ
PL -105 蓋 天井1/6 摘径ー ③灰色 削り。

2 
第157図 須恵器 + 17 ロー 高52残 ①砂粒 ②還冗焔 ロクロ成形、脚部は貼付。
PL -105 高杯 脚部1/3 底一 ③灰色
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

2区10号住居 （第158図、 PL58• 106) 

位置 843-427 方位 N-69° -E 形状長軸

(3.4l)m・ 短軸 (3.14)mで長軸を東西にもつ長方形

である。面積 （10.17)rrl 壁高南角で 16cmを測

るが、遺構の残存状況悪く、大部分で壁を確認でき

なかった。厘複 2区15号住居と重複。2区10号住

居が、 2区15号住居を切って構築する調査所見を得

た。

床面掘り方面を床面とする。残存状況悪く、床面

不明瞭。住居東で灰層が検出された。寵に伴う灰層

の可能性が高く、寵位置は灰層から推定した。

壁溝確認できなかった。柱穴確認できなかっ

た。貯蔵穴住居の南東隅に設置。深さ7cm、長軸

53cm、短軸36cmの楕円形を呈す。寵確認されな

かった。床面に灰層が確認された位置から寵位置を

ロローーーロ＼8［127m|
1 2,3直穴
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ヽ
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L=209.70m 

D D' ．．  

―-1 
2区10号住居貯蔵穴

l 暗褐色土 多絨のHr-FP、少量の焼土粒・

炭化物粒を含む。

2区10号住居

1 暗褐色土多盤の Hr-FP、少屈の焼土粒 ．

炭化物粒を含む。

2 暗褐色土多量の Hr-FP • Hr -FA・炭化

物粒、少量の焼土粒を含む。

゜
1: 60 2m 

— ~ — 

゜
1 : 3 10cm 

n
 4 (1/2) 
゜第158図 2区10号住居平面・断面、出土逍物図
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推定した。遺物床直から灰釉陶器椀、羽釜、鍛造

の鉄製品（釘）、埋土から須恵器杯、椀、土師器甕、

須恵器壺、須恵器大甕が出土した。実測可能な遺物

が4個体ある。所見本住居の時期は、出土遺物よ

2区10号住居出土遺物観察表

[3]奈良・平安時代の遺構と遺物

り10世紀第1四半期に比定される。寵と貯蔵穴の

間の床直から吉井型の羽釜（3)、住居南隅の床直か

ら月夜野型の羽釜（2）が出土した。

No 
挿図No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No 器種 退存状態 (cm) ③色調

第158図 灰釉陶器 床直 口(141)品 41 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。

1 PL -106 椀 1/4 底（75) 高台(71)③灰白色 高台は貼付。施釉方法は刷毛塗り、釉調は緑色をおびた灰

色。光ヶ丘1号窯式期。

第158図 羽釜 床直 口(159)高258残 ①粗砂 ②還冗焔 鍔は貼付。胴部外面、底部から鍔に向けて縦方向のヘラ削
2 
PL -106 口～胴部1/6底一 鍔(195)③灰白色 り。内面ナデ。

3 
第158図 羽釜 床直 口(188)高13.8残 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形。鍔は貼付。
PL -106 口～胴部1/4 底ー 鍔（229) ぎみ③にぶい黄色

No 
挿図No

遺物名 ①重②磁③メ
出土位置

特徴など
図版No 計測値 (cm)

第158図 鉄製品 ①53 g 床直 僅かに頭部の痕跡を残す小形の釘。横断面形は方形。頭部は二方が小さく張り

4 PL -106 鍛造品 ②5 長 76 出す。1則部寄りが僅かに弧状となる。

釘 ③銹化（△） 径 04

①重量②磁沿度③メタル度

2区11号住居 （第159~161図、 PL58・ 106) 

位置 825-415 方位 E-14°-S 形状 長軸

3.39m・短軸2.93mで長軸を東西にもつ方形である。

面積 8.30rrl賠高 24cm重複 2区12号住居と重

複。2区12号住居を切って構築する調査所見を得た。

床面掘り方面から厚さ 9cmの埋め土を施して平坦

な面を造る。掘り方面では、住居中央から南壁にか
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けて大きな掘り込みが確認された。床面は凹凸なく、

平坦で整っている。壁溝確認できなかった。柱穴

確認できなかった。貯蔵穴 住居の南東隅に設置。

深さ 15cm、長軸70cm、短軸60cmの楕円形を呈す。

寵東壁の中央やや南側に設置。燃焼部は幅37cm、

奥行き 40cm。袖部の石製の寵構槃材と支脚石が設

bl 
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下

2区11号住居貯蔵穴

l 黒褐色土多品の Hr-FP、少批の焼土粒

を含む。

2区11号住居

1 黒褐色土多鼠の Hr-FPを含む。

2 黒褐色土少品の Hr-FP • Hr -FAを含む。

3 黒褐色土少屈の Hr-FPを含む。

0 1: 60 2m 

第159図 2区11号住居平面・断面図
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

置した状態で残存していた。遺物床直から、須恵

器杯、椀、土師器小型甕、甕、埋土より須恵器大

甕、灰釉陶器壺、寵より鍛冶滓が出土した。実測可

内から鍛冶工房としての施設が検出されなかったこ

とや、鉄関連遺物が鍛冶滓l点(8)のみであったこ

とから、出土した鍛冶滓は他遺構からの混入物と考

能な遺物が8個体ある。所見本住居の時期は、出 えられる。

土遺物より 10世紀第1四半期に比定される。住居
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2区11号住居鼈

l 暗褐色土多最のHr-FP含む。

2 灰褐色土多量の Hr-FA、少量の焼土粒

を含む。

3 暗褐色土 Hr-FP、Hr-FAを含む。

4 黒褐色土焼土粒を含む。（掘り方埋土）
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第160図 2区11号住居掘り方・寵 平面・断面図、出土遺物図（1)
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[3] 奈良 • 平安時代の遺構と遺物

□ ¥6  
／ 7 —□□—汀
□8 (1/2) 

゜
1 : 3 10cm 

第161図 2区11号住居出土遺物図 （2)

2区11号住居出上遺物観察表

No 
挿図No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

1 
第160図 須恵器 +9 D - 高32残 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り。
PL -106 杯 体～底部 底 66 ぎみ③にぶい黄色

2 
第160図 須恵器 床直 口138 高56 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り。高台は貼付。
PL -106 椀 完形 底 62 高台 63 ③灰白色

3 
第160図 須恵器 + 11 口 一 裔35残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り。高台は貼付。
PL -106 椀 体～底部1/4底（72) 高台(70)③灰白色

4 
第160図 須恵器 + 14 ロー 高52残 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法は不明。高台
PL -106 椀 体～底部1/5底(86) 高台(90)③にぶい橙色 は貼付。

5 
第161図 土師器 床直 口(130)高82残 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り。内面はヘラナ
PL -106 小型甕 口～胴上1/4底ー ③褐色 プ̀―̀。

6 
第161図 土師器 +8 口(18.4)高 91残 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り。内面はヘラナ
PL -106 甕 口～肩部1/4底一 ③褐色 プー→。

7 
第161図 土師器 +9 口202 高55残 ①砂粒 ②良好 口録部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り。内面はヘラナ
PL -106 甕 口～頸部1/3底ー ③褐色 ァー9。

No 
挿図No

遺物名 ①重②磁③メ
出土位置

特徴など
図版No 計測値 (cm)

第161図 鍛冶滓 ①135 g カマド 指頭大の含鉄の鍛冶滓。上面がやや平坦ぎみで、下面が椀形に突出する。中核

8 PL -106 （含鉄） ②4 長径26 短径21部は含鉄部で、鍛冶素材の遊離片か。
③L （●） 厚1.4

①重量②磁着度③メタル度

2区12号住居 （第162図、 PL58• 106) 

位置 826-418 方位測定不可能。形状長軸

3.23m ・短軸3.20mで長軸を東西にもつ方形であ

る。面積 (8.85)rrl'壁高 17cm董複 2区11号住

居と重複。2区11号住居に切られる調査所見を得た。

床面掘り方面から厚さ 5cmの埋め土を施して平坦

な面を造る。床面は凹凸なく、平坦で整っている。

掘り方面で床下土坑が検出された。壁溝確認でき

なかった。柱穴確認できなかった。 貯蔵穴住居の

南東隅に設置。深さ 15cm、長軸79cm、短軸63cm

の楕円形を呈す。寵 確認できなかった。遺物 床直

から土師器甕、埋土から灰釉陶器杯、椀が出土した。

ほとんどが小破片で、実測可能な遺物は 1個体であ

る。 所見 本住居の時期は、 出土遺物より 10世紀第

1四半期に比定される。
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物
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第162図 2区12号住居・掘り方 平面・断面図、出土遺物図

N]喜［長
出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

遺存状態 （cm) ③色調

床直 口(l78)高 59残 ①砂粒 ②良好
口～頸部1/3底ー ③褐色

特徴など

口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り。内面はヘラナ

デ。

2区13号住居 （第163・164図、 PL58• 106 • 107) 

位置 841-423 方位 N-87°-E 形状長軸

4.87m・短軸3.88mで長軸を南北にもつ長方形であ

る。面積測定不可能。壁高 58cm重複 2区14号

住居と重複。2区13号住居が、 2区14号住居を切っ

て構築する調査所見を得た。床面掘り方面から厚

さ18cmの埋め土を施して平坦な面を造る。床面は

凹凸なく、平坦で整っている。掘り方面で床下土坑

を検出。壁溝確認できなかった。柱穴確認できな

かった。貯蔵穴住居の南東隅に設置。深さ 27cm• 

径約100cmのほぽ円形を呈す。 甑確認できなかっ

た。掘り方2層が寵の埋土である可能性が高い。東

壁やや南よりに位置する可能性がある。遺物床直

から土師器杯、須恵器杯、椀、土師器小型甕、甕、

埋土から砥石、棒状の鍛造鉄製品、釘、土師器杯、

須恵器大甕、鉄滓が出土した。実測可能な遺物が

13個体ある。所見本住居の時期は、出土遺物より

9世紀第3四半期に比定される。諏訪ノ木 V遺跡住

居内から砥石が出土した例は本遺構の一例のみ。刀

子の茎の可能性のある棒状の鍛造鉄製品や釘が出土

したが、鉄関連遺物の量が少なかったことや、鍛冶
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[3] 奈良•平安時代の遺構と遺物

工房としての施設が確認できなかったことから、単

純に本遺構鉄関連遺物を結びつけることはできな

い。砥石を含めた鉄関連遺物すべてが埋土からの出

土であるので、他遺構からの混入の可能性が高い。
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1 黒褐色土多巌の Hr-FPを含む。

2 黒褐色土多贔の Hr-FP • Hr -FAを含む。

3 黒褐色土多最の Hr-FP・Hr-FAプロックを含む。
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l 黒褐色土多屈の Hr-FPを含む。

2 灰褐色土灰層、 Hr-FAを含む。（寄埋土か）

3 黒褐色土多拭の Hr-FP • Hr -FAを含む。

4 暗褐色土 Hr-FPを含む。

5 黒褐色士 Hr-FPを含む。
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第163図 2区13号住居 ・掘り方平面・断面図
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物
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第164図 2区13号住居出土遺物図

2区13号住居出土遺物観察表

No 
挿図No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

1 
第164図 土師器 埋土 口(130)高30 ①砂粒 ②良好 口縁部上半が横ナデ。下半がナデ。底部は不定方向のヘラ
PL -106 杯 1/3 底 (88) ③にぶい橙色 削りか。

2 
第164図 土師器 床直 口(126)高30 ①砂粒 ②良好 口縁部上半が横ナデ。下半がナデ。底部は不定方向のヘラ
PL -106 杯 1/5 底 82 ③にぶい橙色 削りか。
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[3] 奈良•平安時代の遺構と遺物

No 
挿図No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

3 第164図 須恵器 床直 口131 高39 ①粗砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。内面黒色。

PL -106 杯 2/3 底 63 ③灰白色

4 第164図 須恵器 床直 口(15.0)裔63 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。

PL -106 椀 2/3 底 7.0 高台(78)③灰白色

5 第164図 須恵器 床直 口177 商6.4 ①粗砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。

PL -107 椀 1/2 底 75 高台 80 ③灰色 高台は貼付。

6 第164図 須恵器 埋土 口ー 高1.9残 ①粗砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。

PL -107 椀 底部1/3 底（7.0) 高台(70)③灰色 底部に円形の打ち欠いた痕。

7 第164図 土師器 床直 口11.1高 67残 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り。内面はヘラナ

PL -107 小型甕 口～胴部1/2 底ー ③にぶい橙色 ァー•。

8 第164図 土師器 床直 口201 高268 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り 。内面はヘラナ

PL -107 甕 2/3 底4.0 ③にぶい橙色 Tー＊o 

， 第164図 土師器 床直 口(18.4)高 184残 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り 。内面はヘラナ

PL -107 甕 口～肩部2/3底 ー ③にぶい橙色 プー•。

10 第164図 土師器 + 41 口(200)高80残 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り 。内面はヘラナ

PL -107 甕 口～肩部1/3底一 ③にぶい橙色 Tーコ o 

11 第164図 石製品 埋土 長79 幅25 砥沢石、 2面に刃物痕、 1面は磨り面。

PL -107 砥石 厚 18 重46g

No 
挿図No

遺物名 ①重②磁③メ
出土位置

特徴など
図版No 計測値(cm)

12 第164図 鉄製品 ①57 g 埋土 足部の先端側がやや開いたL字状に折れ曲がった釘。足部先端は欠落する。横

PL -107 鍛造品 ②4 長52残 断面形は方形。頭部は欠落しており、小さな破面となっている。含鉄L（●）で

釘 ③L （●） 径05 鉄部の残りは良好。

13 第164図 鉄製品 ①13 g 埋士 断面形が僅かに長方形をした棒状不明品。長軸の両端部が欠けており、もとの

PL -107 鍛造品 ②2 長30残 形状は不明。釘ではないと判断される。細いながらも刀子の茎の可能性をもつ。

棒状 ③銹化（△） 径04
不明

①重量②磁着度③メタル度

2区14号住居 （第165・166図、 PL58• 107) 

位置 841-423 方位測定不可能。形状全形は

確認できなかった。面積測定不可能。壁高 45cm

重複 2区13号住居と重複。2区13号住居に切られ

る調査所見を得た。床面掘り方面から厚さ 10cm

の埋め土を施して平坦な面を造る。床面は凹凸なく、

平坦で整っている。壁溝確認できなかった。 柱穴

確認できなかった。貯蔵穴確認できなかった。寵

確認できなかった。遺物床直付近から須恵器杯、

埋土から土師器杯、小型壺、須恵器杯、椀、土師器

――仕—

A
-

撹

2区14号住居

l 暗褐色土 多紙の Hr-FP、少最の炭化物粒・黄褐色砂粒を含む。

2 暗褐色土多量の Hr-FP • Hr -FA、少屈の炭化物粒・黄褐色
砂粒を含む。

乱

+-423 

841 

13 住

◇¥  

第165図 2区14号住居平面・断面図

A L-209.60m A' 

□i 
ロニ：且
〇 1: 60 2m 
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

甕が出土した。実測可能な遺物が3個体ある。所見

本住居の時期は、出土遺物より 9世紀第2四半期に

比定される。諏訪ノ木V遺跡では、3のような平城

宮の土器分類で壺Gと呼ばれる小型壺が、-2区了号

住居でも出土した。接合関係はなく 別個体である。

一 乏
`
3
 

13 住

撹 乱

+ -423 

841 

゜

叫 0|

ー＝1

ー ロニ—2

1: 60 2m 

゜
1 : 3 10cm 

第166図 2区14号住居掘り方平面 ・断面図、 出土遺物図

2区14号住居出土遺物観察表

No 
挿図No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

1 
第166図 土師器 埋土 口(109)高35 ①砂粒 ②良好 口縁部上半が横ナデ。下半がナデ。底部は不定方向のヘラ
PL -107 杯 1/3 底ー ③褐色 削りか。

2 
第166図 須恵器 埋土 口(139)高33 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。
PL -107 杯 1/4 底 62 ③灰色

3 
第166図 須恵器 埋土 頸径 47 高 64残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。頸部と胴部に接合痕あり 。平城
PL -107 小型壺 頸～胴部1/3底一 ③灰白色 宮の土器分類で壺G。

2区15号住居 （第167・168図、 PL59• 108) 

位置 847-427 方位 E-8°-S 形状 長軸

4.40m・ 短軸4.38mで長軸を南北にもつ方形である。

面積14.67m'壁高 47cm 重複 2区10号住居 ・16

号住居・ 17号住居と重複。2区10号住居 ・17号住

居に切られ、 2区16号住居を切って構築する調査所

見を得た。床面掘り方面から厚さ 22cmの埋め土

を施して平坦な面を造る。床面は凹凸なく、平坦で

整っている。壁溝幅5~10cm前後、深さ約5cm

で全周。柱穴床面から掘り込まれた柱穴を住居の

ほぽ対角線上に 4個を確認した。 貯蔵穴確認で

きなかった。掘り方面で確認された南東隅の掘り込

みは貯蔵穴の可能性がある。寵東壁のほぼ中央に

設置。燃焼部は幅35cm、奥行き 75cm。燃焼部は、

壁内にある。袖内側から検出された小さな 2つの落

ち込みは、補強用の礫を設置した跡であると思われ

る。遺物 砲や床直から土師器甕、埋土から土師器

台付甕が出土した。実測可能な遺物が3個体ある。

掲載遺物は寵や床直からの出土。所見本住居の時

期は、出土遺物より 9世紀第3四半期に比定される。
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l 暗褐色土多品の Hr-FP、少益の Hr-FAを含む。

2 暗褐色土多屈の Hr-FP、少拭の Hr-FA・焼土粒を含む。

2区15号住居柱穴4

l 暗褐色土多益の Hr-FP、少益の Hr-FAを含む。

2 暗褐色上 多械の Hr-FP、少数の Hr-FA・焼土粒を含む。

3 黒褐色土多屈の Hr-FP、Hr-FA・焼土粒を含む。

やや締まりあり 。

2区15号住居

1 暗褐色土多益の Hr-FP、少鼠の Hr-FAを含む。

2 暗褐色土 多紐の Hr-FP、少数の Hr-FA・焼士粒を含む。

3 黒褐色土多賊の Hr-FP、少数の Hr-FA・焼土粒を含む。

4 暗褐色土 Hr-FP、Hr-FAを含む。締まりあり 。（貼り床）

5 灰褐色土 Hr-FP、Hr-FAプロック、黒色粘質プロックを

含む。締まりあり 。（貼り床）
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第167図 2区15号住居・掘り方 平面・断面図
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2区15号住居竃

1 暗褐色土多量の Hr-FP、少贔の Hr-FAプロック・焼土粒・

炭化物粒を含む。

2 灰褐色土灰層。焼土粒を含む。

3 灰褐色土焼土プロックを多籠に含む。（支脚を埋設した痕か）

4 灰褐色土 Hr-FP、Hr-FAプロック、焼土粒を含む。

やや締まりあり 。（貼った土か）

ェニ

1 : 30 lm 

5 暗褐色土 Hr-FP、Hr-FAブロック、焼土粒を含む。やや

締まりあり 。（貼った土か）

6 灰褐色土 多量の Hr-FAプロックを含む。

7 灰褐色土 Hr-FP、Hr-FAプロック、黒色粘質プロ ック、

焼土粒を含む。

8 暗褐色土 Hr-FP、Hr-FAプロ ック、焼土粒、焼土プロ ッ

クを含む。やや締まりあり 。

9 暗褐色土 多数の Hr-FP、Hr-FAプロック、焼土粒、焼土

プロックを含む。やや締まりあり 。

10 黒褐色土 黒色粘質プロック、 Hr-FAプロックを含む。

11 黒褐色土 黒色粘質ブロック、 Hr-FAプロック、黄褐色砂粒

を含む。

ローー

2 

第168図 2区15号住居寵平面 ・断面図、出土遺物図゜
1 : 3 10cm 
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[3] 奈良•平安時代の遺構と遺物

2区15号住居出士遺物観察表

No 
挿図No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

1 
第168図 土師器 カマド 口(194)裔 278 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り 。内面はヘラナ

PL -108 甕 1/6 底(36) ③褐色 ァ一ゃ。

2 
第168図 土師器 カマド 口212 高 262残 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り 。内面はヘラナ

PL -108 甕 2/3 底ー ③褐色 プ-―-o 

3 
第168図 土師器 カマド 口20.0 高 275残 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘフ削り 。内面はヘラナ

PL -108 甕 3/4 底一 ③褐色 ァ一・。

2区16号住居（第169図、 PL60• 107) 

位置 847 -427方位測定不可能。形状住居の南

部分が、 2区15号住居に切られるため、全形は確認

できなかった。面積測定不可能。壁高 12cm重複

2区15号住居と重複。2区15号住居に切られる調査

所見を得た。床面掘り方面から厚さ 3cmの埋め土

を施して平坦な面を造る。床面は凹凸なく、平坦で

整っている。壁溝確認できなかった。柱穴確認で

きなかった。貯蔵穴確認できなかった。寵確認で

きなかった。遺物 埋土から須恵器杯、 土師器甕、

須恵器蓋が出土した。所見 本住居の時期は、 出土

遺物より 8世紀第3四半期に比定される。

叫 ー

A_ 

+-427 

847 

日
0
6
'6
0
Z

-
1

'r/

A
＿

住

5
 

ー

叫

吋 ig

E
0
6
,
6
0
Z
1
1
1

g
 

ロ

シ

[

'

¥

ー

三
+-_42,7 

847, 0| 

2区16号住居

l 暗褐色土多屈の Hr-FP・Hr-FA・ 黒色粘性プロックを含む。
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第169図 2区16号住居・掘り方 平面 ・断面図、出土遺物図
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

2区16号住居出土遺物観察表

No 
挿図No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第169図 須恵器 埋土 口(160)高 17残 ①砂粒 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。
1 PL -107 蓋 口～天井1/6底ー ③灰色

第169図 須恵器 埋土 口(120)高39 ①細砂 ②遠冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り。
2 PL -107 杯 1/2 底(70) ③灰白色

第169図 須恵器 埋土 口(122)高38 ①砂粒 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。
3 PL -107 杯 1/5 底 （70) ③灰色

第169図 土師器 埋土 口(200)高72残 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り。内面はヘラナ
4 PL -107 甕 口～肩部1/4 底ー ③褐色 ァー9。

2区17号住居 （第170図、PL60)

位置 847-427方位 N-65°-E形状寵のみ

の検出。面積測定不可能。壁高測定不可能。

重複 2区15号住居と重複。2区15号住居を切って

構築する調査所見を得た。床面不明瞭。確認でき

なかった。壁溝確認できなかった。柱穴確詔でき

なかった。貯蔵穴確認できなかった。

三

847 

吋+ 4̀27

吋

寵東壁に設置。燃焼部は幅17cm、奥行き 42cm。

明瞭な焼土層が検出された。遺物埋土から土師器

甕、須恵器大甕が出土した。出土した遺物はどれも

小破片で、実測可能な遺物は検出されなかった。所

見出土土器から時期を比定することはできない。

吋 吋

2区17号住居窪

1 暗褐色土 多鼠のHr-FP・焼土粒・焼土プロ ックを含む。

2 暗褐色土 多輩のHr-FP、少鼠の焼土粒・ 黄褐色砂粒を含む。

3 焼土

゜
1 : 30 lm 

第170図 2区17号住居平面・断面図

2区18号住居 （第171・172図、 PL60• 108 • 109) 

位置 832-418 方位 N-82 ° -E 形状長軸

3.40m ・短軸3.18mで長軸を東西にもつ方形である。

面積 8.85ni壁高 20cm 重複 2区20・21号住居

と重複。2区20・21号住居を切って構築する調査所

見を得た。床面掘り方面を床面とする。床面は堅

く締ま っていた。壁溝確認できなかった。柱穴確

認できなかった。貯蔵穴住居の南東隅に設置。深

さ7cm・長軸52cm、短軸32cmの楕円形を呈す。

寵東壁に設置。 燃焼部は幅72cm、奥行 き67cm

で検出。袖の補強用の礫が設置した状態で残存 して

いた。遺物床直から須恵器杯、椀、須恵器壺、 土

師器甕、埋土から石製の秤の錘、釘、須恵器杯、灰

釉陶器壺、須恵器大甕が出土した。実測可能な遺物

が13個体ある。所見 諏訪ノ木V遺跡で検出され

た竪穴住居中、 墨書土器が出土した遺構は、本遺構

の他に 2区7号住居がある。本遺構 ・2区7住居とも

石原東遺跡Dl区遺物包含層から、 400m以上離れ

た場所に位置する。完形の石製の秤の錘は、上面か

らと表裏面から逆T字形に穿孔するタイプである。

本住居の時期は、出土遺物よ り9世紀第3四半期に

比定される。
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2区18号住居

1 黒褐色土多屈の Hr-FP • Hr -FAを含む。
2 黒褐色土多益の Hr-FA粒． Hr-FAプロックを含む。

2区18号住居遣

1 黒褐色土多址の Hr-FP • Hr -FAを含む。
2 黒褐色土少祉の Hr-FAプロックを含む。

3 黒褐色土多屈の Hr-FAプロック ・焼土粒を含む。
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第171図 2区18号住居 ・寵 平面 ・断面図、出土遺物図(1)
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

（し］ ＼ 宣
I 

D-D 

口 I I 13 (1/2) 

゜12(1/2) 
゜
1 : 2 5cm 

ヒ

゜
1 3 10cm 

第172図 2区18号住居出土遺物図 (2)

2区18号住居出士遺物観察表

No 
挿図No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

1 
第171図 須恵器 床直 口130 嵩35 ①粗砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り。

PL -108 杯 ほぼ完形 底66 ③灰白色

2 
第171図 須恵器 床直 口(140)高42 ①砂粒 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り。体部外面に

PL -108 杯 1/3 底(69) ③灰白色 墨書、「口」。

第171図 須恵器 埋土 口ー 高28残 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り。内外面黒色。
3 PL -108 杯 1/3 底(60) ③灰白色

4 
第171図 須恵器 床直 口144 高47残 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り。高台は貼付

PL -108 椀 3/4 底8.8 古向ム口 — ぎみ ③黄橙色 であるが剥落。

5 
第171図 須恵器 床直 □145 高48残 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り。高台は貼付
PL -108 椀 3/4 底ー 古向ム口 — ③灰色 であるが剥落。外面のロクロ目弱い。

6 
第171図 須恵器 床直 口145 商55 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、左回り回転。底部は回転糸切り。高台は貼付。

PL -108 椀 2/3 底63 高台 60 ③灰白色

第171図 須恵器 埋土 ロ ー 高27残 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り。 焉台は貼付。
7 PL -108 椀 体～底部1/3底(80)高台(72)③灰色 内外面黒色。

第171図 灰釉陶器 埋土 口ー 高1.6残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、底部切り離し技法はナデで不明。高台は貼付。
8 PL -108 椀 底部1/6 底(73)高台 （75)③灰白色 釉調は緑色。黒笹14号窯式期。

， 第171図 須恵器 床直 口(191)高3.0残 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、石回り回転。

PL -108 宰て 口縁1/3 底一 ③暗灰色

第171図 灰釉陶器 + 10 口一 高85残 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。糸切り後、周辺部ナデ。高台は
10 PL -108 長頸壺 胴～底部1/2 底(90)高台(96)③灰白色 貼付。釉調は透明感のない緑がかった灰色。

11 
第172図 土師器 床直 口(183)高155残 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り。内面はヘラナ

PL -109 甕 口～胴部1/4底ー ③褐色 プー―•o 

第172図 石製品 埋士 高 47 砥沢石（石材） 穿孔方法は上面と表裏面の逆T字形。穿孔は0.8mm大の正

PL -109 秤の錘 完形 重 783g 円形。表裏面と上面からの穿孔は同じ工具を使用したもの

12 か。上面17cmx 1.3cmの長方形、下面34cmx 34cmの正方
形を呈す。重量783gは1両42gという単位を用いた場合、
2両に近い。

No 
挿図No

遺物名 ①重②磁③メ
出土位置

特徴など
図版No 計測値(cm)

第172図 鉄製品 ①36 g 埋土 頭部の欠けた小形の釘破片。足部の先端部も小さく欠けている。横断面形はや

13 PL -109 鍛造品 ②3 長52残 や歪んだ方形。頭部寄りが曲がっているのは既使用品のためか。

釘 ③銹化（△） 径06

①重饂②磁着度③メタル度

2区20号住居 （第173図、 PL60• 109) 

位置 832-419 方位 E-8°-S 形状長軸

3.43m ・短軸2.58mで長軸を南北にもつ長方形であ

る。面積 （7.7 2) rri'壁高 28cm 重複 2区18・21

号住居と重複。2区18号住居に切られ、 21号住居

を切って構築する調査所見を得た。床面掘 り方面

を床面とする。床面は堅く締まっていた。

壁溝確認できなかった。柱穴確認できなかった。

貯蔵穴 確認できなかった。寵東壁ほぽ中央に設
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置。燃焼部は幅35cm、奥行き 69cmで検出。燃焼

部は、壁外にある。加工痕のあるニツ岳石を使用し

た寵構築材が、寵袖部に設置した状態で残存。

遺物床直から土師器甕が出土した。実測可能な遺

[3] 奈良 • 平安時代の遺構と遺物

物が3個体ある。所見本住居の時期は、出土遺物

より 9世紀第4四半期に比定される。
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

2区20号住居出上遺物観察表

No 
挿図 No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第173図 土師器 埋土 口(202)高48残 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り 。内面はヘラナ
1 PL -109 甕 口～頸部1/4底ー ③にぶい橙色 ア̀―→o 

第173図 土師器 +8 口（208)高82残 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り 。内面はヘラナ
2 PL -109 甕 口～肩部1/6底ー ③褐色 プー3。

第173図 寵構築材 カマド 長246 幅150 ニッ岳石 （石材） 4面加工面、 1面自然面、 1面破面の寵構築材。
3 PL -109 左袖石 庫151 重551 kg 

2区21号住居 （第174~176図、 PL60• 109) 

位置 832-418 方位 E-9°-S 形状長軸

5.73m ・短軸4.73mで長軸を東西にもつ長方形であ

る。 面積 21.33 rrl壁高 32cm 重複 2区18・20

号住居と重複。 2区18・20号住居に切られる調査所

見を得た。床面 掘り方面から厚さ 8cmの埋め土を

施して平坦な面を造る。床面は凹凸なく、平坦で整っ

ている。壁溝確認できなかった。柱穴床面の調査

時には確認できなかったが、掘り方面で、住居のほ

ぽ対角線上に 4つのピットが検出された。床面から

掘り込まれたと考えられるとの調査所見を得た。貯

蔵穴なし。寵東壁に設置。燃焼部は幅51cm、奥

行き 62cm検出。遺物床直から土師器杯、須恵器
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三 第174図 2区21号住居平面・断面図

1 黒褐色土 多誠の Hr-FP • Hr -FAを含む。

立 2 黒褐色土多屈の Hr-FP、少址の Hr-FAを含む。
3 黒褐色土極めて多呈の Hr-FP • Hr -FAを含む。

゜
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杯、椀、蓋、横瓶、加工痕のあるニツ岳石、埋土か

ら須恵器大甕、刀子、未製品の可能性がある板状の

鍛造鉄製品、釘状の鍛造鉄製品、鍛冶滓が出土した。

実測可能な遺物が16個体ある。所見発掘調査の

段階では、 21号住居の西側約1/3を22号住居とし

て調査した。遺物の接合関係や土層断面の再検討の

結果、 21号住居と 22号住居は同一の住居であるこ

[3] 奈良•平安時代の遺構と遺物

とが確認された。 22号住居を欠番として 21号住居

として報告することとする。掘り方面で確認された

柱穴は、床面から掘り込まれたと考えられるとの所

見から、21号住居平面図内に4つの柱穴を合成した。

本住居の時期は、出土遺物より 8世紀第3四半期に

比定される。
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物
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[3] 奈良 • 平安時代の遺構と遺物

2区21号住居出士遺物観察表

No 
挿図No 種別 出土位置 計測値 ①胎土②焼成

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

1 
第176図 土師器 床直 口(140)高37残 ①細砂 ②良好 口縁部上半が横ナデ。下半が横方向のヘラ削り 。底部は不
PL -109 杯 1/4 底ー ③橙色 定方向のヘラ削りか。内面口縁部は斜放状暗文。

2 
第176図 土師器 埋土 口(156)高43 ①砂粒②良好 口縁部上半が横ナデ。下半がナデ。底部は不定方向のヘラ
PL -109 杯 1/3 底ー ③にぶい橙色 削り 。

3 
第176図 須恵器 床直 口142 高33 ①砂粒②還元焔 ロクロ成形、 右回り回転。摘みは貼付。天井部は回転ヘラ
PL -109 蓋 1/3 底一 摘径 39 ③灰色 削り。

4 
第176図 須恵器 埋土 口(129)高40 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り。外面の一部
PL -109 杯 1/3 底(63) ③灰色 に自然釉。

5 
第176図 須恵器 床直 口(130)高33 ①細砂②還元焔 ロクロ成形。
PL -109 杯 1/4 底一 ③灰色

6 
第176図 須恵器 床直 口(133)裔4.0 ①細砂②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。
PL -109 杯 1/3 底(80) ③灰色

7 
第176図 須恵器 埋土 口(132)高38 ①砂粒②還元焔 ロク ロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。
PL -109 杯 1/8 底（76) ③灰色

8 
第176図 須恵器 床直 口184 高42 ①砂粒②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り。
PL -109 杯 2/3 底 7.4 ③灰色

， 第176図 須恵器 埋土 口(112)高48 ①砂粒②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。回転ヘラ起こし。高台は貼付。
PL -109 椀 1/5 底(69) 高台(74)③暗灰色

10 
第176図 須恵器 床直 口(218)高76残 ①粗砂②還元焔 大形。ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台
PL -109 椀 1/3 底(94) 高台一 ③灰白色 は貼付であるが剥落。

11 
第176因 須恵器 床直 口一 高一 ①砂粒②還元焔 外面平行叩き。内面にあて具痕が残る。

PL -109 横瓶 体部 底一 ③灰色

第176図 凹み石 床直 長297 幅170 ニッ岳石（石材） 原石の数面を粗い研磨により平坦化し、一面に 2穴の擢鉢

12 
PL -109 完形 厚150 重5.85kg 状の凹みを有する。凹みの内1穴は内面が研磨され、他の

l穴は細いノミ状の工具による加工痕が残る事から、片側
は未使用と推察される。

No. 
挿図No

遺物名 ①重②磁③メ
出土位置

特徴など
図版No 計測値 (cm)

第176図 鉄製品 ①97 g + 32 一見、刀子状の鉄製品。ただし現状では刃部が認められない。茎も粗い鍛造

PL -109 鍛造品 ②5 長67残幅11 で留まっており、背側も完全に成形が終了していないものと判断される。刀
13 刀子か ③特L(*) 限04 子の未製品の可能性が大。切先側は薄く鍛造されており、やや成形が進んだ

ものか。

第176図 鉄製品 ①146 g 埋土 滓に囲まれた棒状の鉄製品。外周部は放射割れの目立つ滓部で、中心部には

14 PL -109 鍛造品 ②4 長47 含鉄部が推定される。全体に長い棒状で、芯部は釘などの鉄製品かもしれな

釘状 不明 ③L （●） 径18 い。表面には粉炭痕が密集し、 Nol6と類似する。

第176図 鉄製品 ①648 g 埋土 表面が酸化土砂に穫われた鉄製品または未製品。平面形は長方形。板状で各

15 PL -109 鍛造品 ②5 長53 幅35 面は平坦化されていない。含鉄の椀形鍛冶滓の側部片の可能性も残る。含鉄
未製品か ③特L(*) 厚27 部は広く 、銹化が進みつつある。

第176図 鍛冶滓 ①26 g + 18 極小の鍛冶滓片。不定形で端部片側が破面。もう一方は滓が瘤状に突出する。
16 PL -109 ②3 長2.1 短17 Nol4の端部の可能性あり 。表面には微細な粉炭痕が残る。

③なし 厚09

①重量②磁着度③メタル度

2区23号住居 （第177図、 PL60• 110) 

位置 837-425 方位 E-17°-S 形状長軸

(3.60) m ・短軸2.78mで長軸を南北にもつ方形であ

る。住居北西は水道管が通るため調査できなかっ

た。面積 (3.42)rrl壁高 24cm重複な し 床面

掘り方面から厚さ 7cmの埋め土を施して平坦な面

を造る。床面は凹凸なく、平坦で整っている。壁溝

確認できなかった。柱穴確認できなかった。貯蔵

穴住居の南東隅に設置。深さ 21cm・長軸63cm、

短軸51cmの楕円形を呈す。被熟痕のある礫、加工

痕のあるニツ岳石、土師器甕が出土した。ニツ岳

石には被熱痕が眩められる。寵東壁に設置。燃焼

部は幅26cm、奥行き 65cmで検出。寵は焚き口部

分を広く掘り込み、袖石を設置し、黒色土を貼り込

んで構英している。遺物床直から須恵器椀、小型

甕、貯蔵穴内から土師器甕、埋土から釘、須恵器大

甕片、掘り方埋土から灰釉陶器椀が出土した。 所見

貯蔵穴内から出土した被熱痕 ・加工痕のあるニツ岳

石、被熱痕のある礫は、寵構築材として使用されて

いたものと思われる。本住居の時期は、出土遺物よ

り10世紀第2四半期に比定される。
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[3] 奈良•平安時代の遺構と遺物

2区23号住居出土遺物観察表

No 
挿図No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第177図 須恵器 床直 口(130)高 43 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付
1 
PL -110 椀 l/6 底 (52) 高台一 ③灰白色 であるが剥落。

第177図 灰釉陶器 掘り方埋土 ロー 高 19残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はヘラナデで
2 PL -110 椀 底部1/4 底（72) 高台(72)③灰白色 不明。高台は貼付。施釉方法は刷毛塗り、釉調は透明感の

ない緑色をおびた灰色。光ヶ丘1号窯式。

第177図 土師器 貯蔵穴 口(134)高 59残 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り 。内面はヘラナ
3 PL -110 甕 口～肩部1/4底一 ③褐色 T―̀ o 

第177図 須恵器 床直 口(86) 高 10.4 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。
4 
PL -110 小型甕 1/3 底 52 ぎみ ③黄橙色 胎土に無色透明の鉱物含む。北陸系のロクロ甕。

第177図 寵構築材 貯蔵穴 長195 幅13.0 ニッ岳石（石材） 4面加工面、1面自然面、 1面破面の礎構築材。被熱痕のあ
5 PL -110 天井石か 厚95 重20kg る面1面（下面）。

No 
挿図No

遺物名 ①重②磁③メ
出土位置

特徴など
図版No 計測値 (cm)

第177図 鉄製品 ①30 g②4 埋土 小ぶりの頭折れ釘。イ本部の横断面形は方形ぎみ。全体に緩やかな S字状に歪ん
6 PL -110 鍛造品釘 ③L （●） 長48径05 でおり、頭部も傾いている。材に打ち込んだためか、ねじれも生じている。

①重晟②磁祐度③メタル度

2区24号住居 （第178・179図、 PL61・110)

位置 885-4 70 方位 E-4°-S形状住居の

南西部分が調査区域外になるため、全形は確認でき

なかった。面積測定不可能。壁高 51cm董複 l

溝と重複。 1溝が2区24号住居を切って構築する調

査所見を得た。床面掘り方面から厚さ 16cmの埋

め土を施して平坦な面を造る。掘り方面はほぽ平坦

である。中央やや東に床下土坑。床面は凹凸なく、

平坦で整っている。壁溝確認できなかった。 柱穴

確認できなかった。 貯蔵穴住居の南東隅に設置。

深さ 8cm、長軸64cm、短軸53cmの楕円形を呈す。

貯蔵穴内から土師器鉢、甕が出土。 寵 東壁南側に

設置。燃焼部は幅37cm、奥行き 67cmで検出。寵

袖部から寵構築材として用いられた被熱痕のあるニ

ツ岳起漉の加工礫が、設置した状態で検出された。

遺物 寵から土師器甕、貯蔵穴内から土師器杯、 鉢、

埋土から須恵器蓋が出土した。実測可能な遺物が4

個体ある。所見本住居の時期は、出土遺物より 8

世紀中頃に比定される。
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2 暗褐色土 Hr-FP、Hr-FAを含む。

3 黒褐色土 少星の Hr-FP• Hr-FAプロックを含む。

（掘り方埋土）
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表土

且 L-214.30m
1 暗褐色土 Hr-FPを含む。
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第178図 2区24号住居平面・断面図

221 



第5章諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

豆

傘

1溝

髭／

＼ 

L-214.40m 

.E..L-213.80m 』こ

天
2区24号住居床下土坑

1 暗褐色土多贔の Hr-FPを含む。

2 黒褐色土炭化物粒、少益の焼土粒を含む。

3 黒褐色土 多屈の炭化物粒、少批の焼土粒を含む。

D' 

ジ

ヰェ oI ;:i:::I 
〇 1: 60 2m 

2区24号住居竃

1 黒褐色土 Hr-FPを含む。
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3 暗褐色土多贔の焼土プロック、炭化物粒を含む。

4 暗掲色土多贔の焼土粒を含む。（掘り方埋土）

5 暗褐色土極めて少址の Hr-FP • Hr -FAを含む。
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[3] 奈良•平安時代の遺構と遺物

2区24号住居出上遺物観察表

No 
挿図No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

1 
第179図 土師器 貯蔵穴 口(142)高38残 ①砂粒 ②良好 口縁部上半が横ナデ。下半が横方向のヘラ削 り。 底部は不
PL -110 杯 1/3 底 38 ③にぶい橙色 定方向のヘラ削り。

第179図 土師器 貯蔵穴 ロー 高63残 ①砂粒 ②良好 体部下半～底部、不定方向のヘラ削り 。内面ヘラナデ。
2 PL -110 鉢 体下～底部 底一 ③にぶい橙色

第179図 須恵器 + 13 口159 高 16残 ①砂粒 ②還冗焔 ロクロ成形、右回 り回転。天井部中ほどは回転ヘラ削 り。
3 PL -110 蓋 口～天井1/3底一 ③暗灰色 外面自然釉。

第179図 土師器 カマド ロー 高 165残 ①砂粒 ②良好 体部外面斜位のヘラ削り。内面ヘラナデ。
4 PL -110 甕 胴～底部2/3底(80) ③褐色

2区25号住居（第180~182図、 PL62• 110) 

位置 926-487 方位 E-28 ° -S 形状長軸

4.32m・短軸3.31mで長軸を南北にもつ方形である。

面積 10.54rrl 壁高 72cm重複 4溝と重複。4溝

が2区25号住居を切って構築する調査所見を得た。

床面掘り方面から厚さ 13cmの埋め土を施して平

坦な面を造る。掘り方面は、住居北東角に土坑状の

窪みがあるものの、ほぼ平坦である。床面は凹凸

なく、平坦で整っている。壁溝確認できなかった。

貯蔵穴住居の南東隅に設置。深さ 17cm、径52cm

のほぽ円形を呈す。貯蔵穴内埋土から土師器杯、

炭化物が出土。寵東壁南側に設置。燃焼部は幅

31cm、奥行き 40cmで検出。加工痕のあるニツ岳

石を使用した壺構築材が、右袖部で出土した。遺物

床直から土師器杯、甕、寵からニツ岳起源の加工

礫、貯蔵穴内から土師器杯、埋土から土師器杯、甕、

須恵器杯、椀が出土した。実測可能な遺物が11個

体ある。所見本住居の時期は、出土遺物より 7世

紀第3四半期に比定される。
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1 黒褐色土 Hr-FP、少最の炭化物
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2区25号住居

l 黒褐色土多量の Hr-FP、Hr-FAプロックを含む。

2 黒褐色土多量の Hr-FPを含む。

3 黒褐色土少量の Hr-FP • Hr -FAを含む。
4 暗褐色土多餓の Hr-FAプロックを含む。

5 黒褐色土多量の Hr-FAプロックを含む。締まりあり 。

（掘り方埋土）

第180図 2区25号住居平面・断面図
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2区25号住居滋

l 黒褐色土 Hr-FPを含む。

2 黒褐色土少猛の焼土粒 •Hr-FA を含む。

3 黒褐色土少抗の焼土粒、多屈の Hr-FAを含む。

やや締まりあり 。

極めて少址の焼土粒を含む。

多醤の Hr-FPを含む。締まりあり 。
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第181図 2区25号住居掘り方・寵 平面 ・断面図、出土逍物図（1)
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[3] 奈良 • 平安時代の遺構と逍物

，
 

口 口

゜
1 : 3 10cm 

第182図 2区25号住居出土遺物図 (2)

2区25号住居出士遺物観察表

No 
挿図No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No. 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第181図 土師器 埋土 □(110)高35残 ①砂粒 ②良好 D縁部上半が横ナデ。下半が横方向のヘラ削り。底部は不
1 PL -110 杯 1/4 底一 ③橙色 定方向のヘラ削 り。

第181図 土師器 + 24 口(120)高39残 ①砂粒 ②良好 口縁部上半が横ナデ。下半が横方向のヘラ削り。底部は不
2 PL -110 杯 1/3 底 ー ③橙色 定方向のヘラ削 り。

3 
第181図 土師器 + 18 口(124)高34 ①砂粒 ②良好 口縁部上半が横ナデ。下半が横方向のヘラ削り。底部は不
PL -110 杯 1/4 底ー ③橙色 定方向のヘラ削り。

4 
第181図 土師器 床直 口121 褐40 ①砂粒 ②良好 口縁部上半が横ナデ。下半が横方向のヘラ削 り。 底部は不
PL -110 杯 3/4 底ー ③橙色 定方向のヘラ削 り。

第181図 士師器 + 17 口122 蘭 39 ①砂粒 ②良好 口縁部上半が横ナデ。下半が横方向のヘラ削 り。 底部は不
5 PL -110 杯 ほぽ完形 底一 ③にぶい橙色 定方向のヘラ削り 。

第181図 土師器 +9 口130 尚 39 ①砂粒 ②良好 口縁部上半が横ナデ。下半が横方向のヘラ削り。底部は不
6 PL -110 杯 2/3 底 一 ③にぶい橙色 定方向のヘラ削り 。

7 
第181図 土師器 貯蔵穴 口(146)高38残 ①砂粒 ②良好 D縁部上半が横ナデ。下半が横方向のヘラ削 り。 底部は不
PL -110 杯 1/3 底ー ③橙色 定方向のヘラ削り 。

第181図 土師器 + 16 口(144)高45 ①砂粒 ②良好 口縁部上半が横ナテ。下半が横方向のヘラ削 り。 底部は不
8 PL -110 杯 1/2 底,.一 ③橙色 定方向のヘラ削り 。

第182図 土師器 +9 口160 高54 ①砂粒 ②良好 大形。口唇部が横ナデ。上半が横方向のヘラ削 り。下半～， 
PL -110 杯 3/4 底ー ③橙色 底部は不定方向のヘラ削り 。

10 
第182図 土師器 床直 口(213)高48残 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部横ナデ。
PL -110 甕 口縁片 底一 ③にぶい橙色

第182図 寵構築材 カマド 長345 幅124 ニッ岳石 （石材） 4面加工面、 1面自然面、 1面破面の甜構築材。被熱痕のあ
11 PL -110 右袖石 厚183 重669kg る面l面（下面）。

2区26号住居（第183図、 PL63• 111) 

位置 009-532 方位測定不可能。形状 住居の

北部分が攪乱により切られているため、全形は確

認できなかった。面積測定不可能。壁高 27cm

重複仕居の北側が攪乱に切られる調壺所見を得た。

床面掘り方面から厚さ 13cmの埋め土を施して平

坦な面を造る。床面は凹凸なく、平坦で整ってい
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る。住居南東に床下土坑。壁溝確認できなかった。

柱穴確認できなかった。貯蔵穴確認できなかっ

た。寵確認できなかった。遺物床直から土師器

杯、甕、須恵器杯、薔、刀子、埋土から土師器杯、

須恵器長頸壺、掘り方埋土から土師器杯が出土した。

実測可能な遺物が8個体ある。所見本住居の時期

は、出土遺物より 8世紀第2四半期に比定される。

出土した刀子（8)は、基部側が折り曲げられており、

故鉄の可能性があるとの指摘を穴澤氏より受けた。

刀子（8)は、床直からの出土であるが、本遺構が鍛

冶工房施設と結びつく遺構 ・遺物は刀子 (8)以外に

検出されなかった。遺構の残存状況悪く詳細は不明

である。
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2区26号住居床下土坑

1 暗褐色土 Hr-FPを含む。締まりあり 。（貼り床か）

2 暗褐色土 Hr-FP、Hr-FAプロックを含む。

3 暗褐色土 Hr-FP、黄褐色砂粒を含む。

4 暗褐色土多量の Hr-FAプロックを含む。
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[3] 奈良 • 平安時代の遺構と遺物

2区26号住居出土遺物観察表

No 
挿図No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No. 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第183図 土師器 + 10 口(140)高 27残 ①砂粒 ②良好 口縁部上半が横ナデ。下半がヘラ削り。
1 
PL -111 杯 1/4 底 ー ③にぶい橙色

第183図 土師器 掘り方埋土 ロー 高 21残 ①細砂 ②良好 下半が横方向のヘラ削りか。底部は不定方向のヘラ削り。
2 PL -111 杯 底部片 底一 ③にぶい橙色 内面口縁部は斜放状暗文、底部は螺旋状暗文。

第183図 須恵器 床直 口(136)島 37 ①砂粒 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切 り離しは、ヘラ起こし技法。
3 PL -111 杯 1/4 底 (96) ③灰色

4 
第183図 須恵器 床直 口(150)高 38 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離しは、ヘラ起こし技法。

PL -111 杯 1/3 底 94 ③灰色

5 
第183図 須恵器 床直 口(200)高 29残 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。天井部に自然釉。

PL -111 蓋 口～天井1/5底 ー ③灰色

第183図 須恵器 +8 口一 高一 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、回転方向不明。
6 PL -111 長頸壺 頸～肩部1/6 底ー ③灰色

7 
第183図 土師器 床直 口(218)高80残 ①砂粒 ②良好 口縁部横ナデ。頸部より下位はヘラ肖IJり 。内面はヘラナデ。

PL -111 甕 口～肩部1/6 底ー ③にぶい橙色

No 
挿図No

遺物名 ①重②磁③メ
出土位置

特徴など
図版No 計測値(cm)

第183図 鉄製品 ①26 床直 小形の刀子の先端部破片。基部側は破面となっており、片側に折り曲げられて

8 PL -111 鍛造品 ②4 長42残幅10 いる。背側はやや丸みを持ち、全体に弧状になる。銹化が進み層状に剥離しつ

刀子 ③H(O) 厚03 つある。基部側が折 り曲げられているのは故鉄とするためか。

①重量②磁着度③メタル度

2区27号住居（第184凹、 PL63・111)

位置 010-510 方位測定不可能。形状 住居の

北部分が攪乱により切られているため、全形は確認

できなかった。 面積測定不可能。壁高 14cm 重

複住居の北側が攪乱に切られる調査所見を得た。

床面不明瞭だが、堀り方面を床面とした可能性が

高い。床面は堅く締まっていた。

壁溝確認できなかった。柱穴確認できなかっ

た。貯蔵穴住居の南東隅に設置。深さ 8cm、長軸

57cm、短軸49cmの楕円形を呈す。寵確認できな

かった。遺物 埋土から灰釉陶器長頸壺、掘り方埋

土から須恵器椀が出土した。実測可能な遺物が2個

体ある。所見本住居の時期は、出土遺物より 10世

紀前半に比定される。

A' 

゜

A L=210,20m 

ぞ
•• 

---- --ニ

二
ーニ

_ 1 2区27号住居

1 暗褐色土 多拭の Hr-FP • Hr -FAを含む。

1: 60 2m 

゜
1 : 3 10cm 

第184図 2区27号住居平面・ 断面図、出土遺物図

2区27号住居出土遺物観察表

No 
挿図No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

1 第184因 須恵器 掘り方埋土 口(142)高 52 ①粗砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回 り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。

PL -111 椀 1/3 底 62 高台 63③灰白色 粗い胎土。

2 第184図 灰釉陶器 埋土 口(118)高 18残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形。内外面釉。

PL -111 長頸壺 口縁片 底ー ③灰白色
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

3区1号住居 （第185・186図、 PL63・111)

位置 085-564 方位 N-74°-E 形状長軸

3.56m ・短軸2.66mで長軸を南北にもつ長方形であ

る。面積 (8.34)団壁高 12cm重複 32・43号土

坑と重複。32・43号土坑が、 3区1号住居を切る調

査所見を得た。床面掘り方面から厚さ11cmの埋

め土を施して平坦な面を造る。床面は残存悪く不明

瞭。壁溝確認できなかった。柱穴確認できなかっ

た。貯蔵穴確認できなかった。寵東壁南側に設

置。燃焼部は幅46cm、奥行き 41cmで検出。焚き

口右手側の補強用の礫が設置した状態で残存してい

た。掘り方面確認時に検出された焚き口左手側の

小さな窪みは補強用礫を設置した跡であると思わ

れる。遺物床直から羽釜、須恵器甕、椀形鍛冶滓、

埋土から須恵器杯、灰釉陶器椀、羽釜、釘、鉄鏃、

棒状や板状の鍛造鉄製品、椀形鍛冶滓が出土した。

実測可能な遺物が13個体ある。所見遺構の残存状

況が悪く不明瞭であった。椀形鍛冶滓や鍛造の鉄製

品が多数出土したが、鍛冶工房に結びつく施設など

は、検出されなかった。本遺構と鉄関連遺物を単純

に結びつけることはできない。本住届の時期は、出

土遺物より 10世紀前半に比定される。
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3区1号住居窪

1 暗褐色土 多雇の Hr-FP • Hr -FA・焼土粒を含む。

2 暗褐色土少屈の Hr-FAブロック ・炭化物粒を含む。（掘り方埋土）

国 1

゜
1: 60 2m 

゜
1 : 30 lm 

第185図 3区1号住居・掘り方・寵 平面・断面図
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第186図 3区1号住居出土遺物図

3区1号住居出上遺物観察表

No 
挿因No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第186図 須恵器 +9 口(93) 高(35) ①砂粒 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。
1 PL -111 杯 1/4 底 (40) ③にぶい黄橙色

第186図 須恵器 埋土 口(104)高(38) ①砂粒 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。
2 
PL -111 杯 1/4 底 (57) ③にぶい黄橙色

第186図 須恵器 +9 口(123)高 43 ①砂粒 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。
3 PL -111 杯 1/3 底 54 ③にぶい黄橙色

第186図 灰釉陶器 埋土 口 148 高 53 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。
4 PL -111 椀 1/2 底 70 高台 74 ③灰白色 高台は貼付。釉調は透明感のない緑色をおびた灰色。施釉

方法は漬け掛け。大原2号窯式期。

第186図 羽釜 + 12 口(209)高 112残 ①粗砂 ②還元焔 鍔は貼付。胴部外面、胴部から鍔に向けて縦方向のヘラ削
5 PL -111 口～胴部1/6底ー 鍔径(253)③橙色 り。

第186図 羽釜 埋土 口 一 高 69残 ①粗砂 ②遠元焔 鍔は貼付。胴部外面、胴部から鍔に向けて縦方向のヘラ削
6 PL -111 鍔～胴部片 底ー 鍔径(216)ぎみ ③黄橙色 り。

第186図 須恵器 床直 口(161)晶 118残 ①砂粒 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。胴部下半ヘラ削り 。内面ヘラナデ。
7 PL -111 甕 口～胴部1/5底ー ③にぶい橙色
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

No 
挿図No

遺物名 ①重②磁③メ
出士位置

特徴など
図版No. 計測値(cm)

第186図 鉄製品 ①12 g 埋土 厚さ 0.15mm程の薄板を偏平な環状に折り曲げた鉄製品。左側の側面は直線状に

PL -111 鍛造品 ②2 長27残 途切れており、右側の側面は斜めになっている。長軸の両端部は破面。何らか
8 板状 ③銹化 （△） 幅17 の物体を外周部で止めたもので、内側の厚みは5mm強と、やや幅狭い。右側面

不明 厚015 が山形になる可能性もあり、刀装具またはエ具の締め具であろうか。

第186図 鉄製品 ①12 g 埋土 弧状に曲がった小形の釘。僅かに頭部が広がっているようにも見え 、側部先端， PL -111 鍛造品 ②3 長33残 側は欠落する。横断面形は銹化と酸化土砂により不明瞭で、現状では丸に近い

釘 ③銹化（△） 径03 断面形である。

第186図 鉄製品 ①14 g 埋土 酸化土砂に覆われた小さな棒状の鉄製品。長軸の両端部は欠けている可能性が

10 PL -111 鍛造品 ②2 長26残 裔く、上手側端部には幅25mm程の方形の端部がのぞいている。釘の可能性を

棒状 ③銹化 （△） 幅0.3 持つが、断定はしにくい。

第186図 鉄製品 ①192 g 埋土 長い体部をもつ鉄製品の破片。先端部と茎の端部は欠落する。茎と体部の間に

11 PL -111 鍛造品 ②6 長125残 は明瞭な関を全周に渡り残し、体部側の端部は小さく広がっている。

鏃 ③特L(*) 幅06 厚0.5

第186図 椀形鍛冶滓 ①620 g 埋土 不定形な小形薄手の椀形鍛冶滓。完形品で右側の方が椀形に発達しかけてい

PL -111 （小、含鉄）②6 長径64短径45 る。左半分は木炭痕や隙間の多いまとまりの悪い滓で、右側は椀形滓の肩部状

12 ③銹化 （△） 厚23 となっている。上面は平坦ぎみで小さな木炭痕を残す。下面は右側部が一段と

張り 出すものの全体的には椀形で、粉炭痕を残しながらも全体的には面をなす。

こうした形状になるには素材中の滓量が少ないためか。

第186図 椀形鍛冶滓 ①280 g +2 平面、半円形をした小形の椀形鍛冶滓の破片。右側部のみが破面となる。上面

PL -111 （極小） ②4 長径49短径30 は肩部がやや下がる形態で、表面には木炭痕が残る。下面は側部の立ち上がり

13 ③なし 厚19 の強い椀形で、全体的に木炭痕に覆われている。また、その表面には木炭由来

の繊維痕が数多く残っている。下手側の側面には径15mm大の粒状滓が固着す
る。

①重最②磁着度③メタル度

3区2号住居 （第187• 188図、 PL63• 111) 

位置 066-560 方位 E-12° -s形状 長軸
(3.33) m ・短軸2.32mで長軸を東西にもつ縦長の長

方形である。面積 (4.75) rrl陛高 36cm重複 5・

29・33・34・35号土坑、3号井戸と重複。重複する

すべての遺構が、3区2号住居を切る調査所見を得

た。床面掘 り方面から厚さ12cmの埋め土を施 し Ji.

て平坦な面を造る。床面は凹凸な く、平坦で整って

いる。壁溝 遺構の残存している部分では、深さ 5

~10cm、幅12~20cmでほぽ全周。

3区2号住居

1 暗褐色土多鼠のHr-FPを含む。

2 黒色土 多贔のHr-FPを含む。

3 Hr -FP 二次堆積。地山から崩れ落ちた堆積土。

4 褐色土 多最のHr-FPを含む。

5 暗褐色土多量のHr-FAプロ ックを含む。

3区2号住居竃

l 暗褐色土多量のHr-FPを含む。（住居の 1層と 同じ）
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2 暗褐色土 多址のHr-FP • Hr -FAプロック ・焼土粒を含む。 」2..._L-221.00m
二次堆積。天井崩落土の可能性あり。

3 暗褐色土多量の Hr-FP、少量の Hr-FAプロック ・焼土

粒を含む。（天井崩落土の可能性あり ）

4 暗褐色土 焼土、炭化物粒を含む。(4層上面が使用面）

B' 

゜
1: 60 2m 

第187図 3区2号住居平面・断面図
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柱穴確認できなかった。貯蔵穴確認できなかっ

た。寵東壁南側に設置。2つの攪乱により切られ

ているため残存わずか。断面のみの調査。

遺物床直から土師器甕、埋土から土師器杯が出土

[ 3] 奈良•平安時代の遺構と遺物

した。実測可能な遺物が2個体ある。

所見本住居の時期は、出土遺物より 9世紀第4四

半期に比定される。

↑
 
二 ロ
゜

1 : 3 10cm 

第188図 3区2号住居出土遺物図

3区2号住居出士遣物観察表

No 
挿図No 種別 出土位置 計測値 ①胎土②焼成

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

1 第188図 土師器 埋土 口(131)高35 ①砂粒 ②良好 口縁部上半が横ナデ。下半がナデ。底部は不定方向のヘラ
PL -111 杯 1/4 底 （80) ③にぶい橙色 削り。 内面油煙。

2 第188図 土師器 床直 口(206)高37残 ①砂粒 ②良好 口縁部横ナデ。
PL -111 甕 口～頸部片 底一 ③褐色

3区3号住居（第189~191図、 PL64・112)

位置 068-565 方位 N-80 °-E 形状長軸

(3.16) m ・短軸2.40mで長軸を南北にもつ方形であ

る。 面積 (6.22) rri壁高 32cm 重複 30・31号

土坑、 1号井戸、 2号掘立柱建物と重複。重複する

すべての遺構が、 3区3号住居を切る調査所見を得

た。床面掘り方面から厚さ 17cmの埋め土を施し

三 + -565 叫
068 

I 1-

］ 
叫

2掘P4

叫

A' A L-220.90m 

て平坦な面を造る。床面は凹凸なく、平坦で整って

いる。床面は堅く締まっていた。壁溝確認できな

かった。柱穴確認できなかった。貯蔵穴確認でき

なかった。寵東壁南側に設置。燃焼部は幅32cm、

奥行き 20cmで検出。袖・燃焼壁の石組みが設置し

た状態で残存している。燃焼部中央で検出された礫

三
1井

3区3号住居 叫
l 暗褐色土多最のHr-FP含む。

2 暗褐色土少批のHr-FP含む。

3 暗褐色土 極めて少量の Hr-FPを含む。締まりあり。

（掘り方埋土）

゜
1: 60 2m 

第189図 3区3号住居・掘り方 平面 ・断面図
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

は支脚。鼈手前で出土した加工痕のある直方体に切

り出されたニツ岳石は天井石と考えられる。炭化物

や灰層が4層下面に認められる。炭化物・ 灰層は、

鼈燃焼部に平面的に広がる。遺物床直からニッ岳

起源の加工礫、土師器甕、羽釜、寵から須恵器杯・椀、

叫 可

灰釉陶器皿、 土師器小型甕、甕、羽釜、埋土から須

恵器杯、土師器甕、須恵器壺が出土した。実測可能

な遺物が9個体ある。

所見 本住居の時期は、出土遺物より 9世紀第3四

半期に比定される。
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 l 暗褐色土多贔の Hr-FPを含む。

2 暗褐色土 l陪より多拭のHr-FPを含む。

3 黒褐色土極めて少i心の焼土粒、灰を含む。

4 暗褐色土多鼠の灰・炭化物を含む。

5 灰色土 多醤の灰を含む。

6 暗褐色土 Hr-FPを含む。締まりあり。

7 黄褐色土 Hr-FAが主体。粘性、締まりあり。（醤構槃土か）
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第190図 3区3号住居寵平面・断面図、出土遺物図（1)
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゜
1 : 3 10cm 

゜
1 : 6 20cm 

第191図 3区3号住居出土遺物図（2)
8・9 

3区3号住居出土遺物観察表

No 
挿図No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第190図 須恵器 カマド 口(160)高35残 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形。内面黒色。
1 PL -112 杯・椀 口～体部1/6底一 ③灰色

第190図 灰釉陶器 カマド 口(150)品 27 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。
2 PL -112 皿 1/4 底(67)高台(68)③灰白色 高台は貼付。釉調は透明感のない緑色をおびた灰色。施釉

方法は漬け掛け。大原2号窯式期。
第190図 土師器 カマド 口120 高 143残 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り 。内面はヘフナ
3 PL -112 小型甕 口～胴部下 底 ー ③褐色 Tー3o 

1/5 

第190図 土師器 床直 □200 裔 255 ①砂粒 ②良好 口橡部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り。内面はヘラナ
4 PL -112 甍 3/4 底（27) ③褐色 デ。内面と外面の口縁部から頸部にかけて黒色の付着物。

第190図 土師器 カマド 口(183)高130残 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り。内面はヘラナ
5 PL -112 甕 口～胴部1/4底一 ③にぶい橙色 T̀―・ 。

第191図 土師器 カマド 口(196)高19.2残 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り。内面はヘラナ
6 PL -112 甍 口～胴部1/6底 ー ③褐色 ァ--。

第191図 土師器 埋土 ロー 高97残 ①砂粒 ②良好 胴部はヘラ削り 。内面はヘラナデ。
7 PL -112 甕 胴～底部1/4底 28 ③褐色
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

No 
挿図No. 種別 出土位置 計測値

石材 特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) 

8 第191図 寵構築材 カマド 長24.1幅190 ニツ岳石 4面加工面、 1面自然面、 1面破面の寵構築材。被熱痕のあ
PL -112 天井石か 厚16.6 重695kg る面l面（下面）。， 第191図 寵構築材 カマド 長365 幅170 二ツ岳石 4面加工面、 1面自然面、 1面破面の寵構築材。被熟痕のあ
PL -112 天井石か 厚130 重100kg る面l面（下面）。

3区4号住居（第192~194図、 PL65・ 113)

位置 067-559 方位 s-22 ° -w形状長軸
3.20m・短軸(2.11)mで長軸を東西にもつ方形である。

面積 (6.20)rrl壁高 26cm重複 3区12号住居と

国
十067
-559 

攪
ド＼、c鼻‘に=っ`~ h 

B———' · で
A' 

立＼＼ ＼乱t¥)J A¥  ¥乱t
A L-220.70m 

三

゜
1: 60 

攪乱 三
ユ呈

3区4号住居

1灰褐色土少量の Hr-FPを含む。

2 Hr -FP 二次堆積。地山から崩れ落ちた堆積。

3 暗褐色土多最のHr-FPを含む。

8 L-220.70m 8' ．．  

｀ 2m 3区4号住居竃

l 暗褐色土少量の Hr-FP • Hr -FAプロックを含む。
2 黒褐色土少駄の Hr-FPを含む。

3 暗褐色土少量の Hr-FP • Hr -FA・炭化物粒を含む。
4 黒褐色土炭化物が主体の層。少量の焼土粒を含む。

5 黄褐色土 Hr-FAが主体。粘性、締まりあり。（竃構築土か）

6 暗褐色土少量の Hr-FP • Hr -FAプロックを含む。締まりあり。

F L=220.80m 

重複。 3区4号住居が3区12号住居を切る調査所見

を得た。住居中央部が攪乱に切られる。

床面掘り方面から厚さ 7cmの埋め土を施して平坦

三

乙い ＋067 
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第192図 3区4号住居 ・掘り 方・ 寵 平面 ・断面図

234 



な面を造る。掘り方面はほぽ平坦である。床面は凹

凸なく、平坦で整っている。壁溝確認できなかっ

た。柱穴確認できなかった。貯蔵穴住居の南東

隅に設置。深さ 28cm、長軸 (55)cm、短軸48cm

の楕円形を呈す。住居西壁をえぐるように掘られて

いる。寵南壁西隅に設置。焚口袖・天井などの石

組みが残存している。焚口幅44cm。燃焼部中央で

検出された礫は支脚。遺物寵から灰釉陶器皿、須

恵器椀、羽釜、土師器甕、床直から灰釉陶器椀、埋

[3] 奈良•平安時代の遺構と遺物

土から土師器杯、須恵器大甕片、流出孔滓が出土し

た。2、3の須恵器椀は大形である。実測可能な遺

物が9個体ある。本遺構から出土した羽釜片・土師

器甕片が、 3区7号住居から出土した羽釜片 ・土師

器甕片と接合した。これらの遺物は、 4・7号住居出

土接合遺物として、本遺構と、 3区7号住居の間に

掲載した。

所見本住居の時期は、出土遺物より 10世紀後半に

比定される。

¥ “  

2
 

こ

7
 

゜
1 : 3 10cm 

第193図 3区4号住居出土遺物図 (1)
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

／ ／ 

ヽ

゜
1 : 2 5cm 

第194図 3区4号住居出上遺物図(2)

3区4号住居出土遺物観察表

No 
挿図No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第193図 土師器 埋土 口(100)高21残 ①砂粒 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。内面黒色、炭化物か。
1 PL -113 杯 口縁1/3 底一 ③にぶい黄橙色

第193図 須恵器 カマド 口(235)高93残 ①砂粒 ②酸化焔 大形。ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。品台
2 PL -113 椀 1/4 底 （94) 高台 一 ③にぶい橙色 は貼付であるが剥落。

3 
第193図 須恵器 カマド・貯蔵 D (174)高 71残 ①砂粒 ②酸化焔 大形。ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。商台
PL -113 椀 穴1/5 底一 吉向ムロ ― ③にぶい黄橙色 は貼付であるが剥落。内面黒色。

第193図 灰釉陶器 床直 口(133)高40 ①細砂 ②遥元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。
PL -113 椀 1/2 底(67) 高台(68)③灰白色 高台は貼付。釉調は透明感のない緑色をおびた灰色。施釉
4 

方法は漬け掛け。大原2号窯式期。外面下位の黒色の付着
物は墨痕か。

第193図 灰釉陶器 カマド 口122 高26 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。
PL -113 皿 完形 底 70 高台 70 ③灰白色 高台は貼付。釉調は透明感のない緑色をおびた灰色。施釉
5 方法は漬け掛け。大原2号窯式期。口縁部の黒色の付着物

は墨痕か。

第193図 土師器 カマド 口228 高144残 ①砂粒 ②良好 口緑部横ナデ。胴部は斜位のヘラ削り 。内面はヘラナデ。
6 PL -113 甕 口～胴部 底一 ③褐色

第193図 羽釜 カマド □218 高262 ①砂粒 ②酸化焔 ロクロ整形。鍔は貼付。胴部外面、底部から鍔に向けてヘ
7 PL -113 3/4 底（72) 鍔径 267③にぶい橙色 ラ削り 。

第193図 羽釜 カマド 口(220)高1.02残 ①砂粒 ②酸化焔 ロクロ整形。鍔は貼付。
8 PL -113 口～胴上1/6 底—— ③にぶい黄橙色

No 
挿図No

遺物名 ①重②磁③メ
出土位置

特徴など
図版No 計測値(cm)

第194図 流出孔滓 ①1065 埋土 最大幅が57cm程の、やや偏平な流出孔滓破片。上下面と短軸側の側面の一部
PL -113 ②5 長径65短径59 が生きており、全体に右方向に向かい半流動状。右側の方が流動性が高く、左

③なし 厚39 側は木炭痕をかみ込み炉内滓的。下面上手には小範囲なから灰色の炉壁土が残， る。下面下手寄りには右側から差し込まれた棒状のエ具痕あり 。エ具先の形状

は幅5mm程の隅丸方形の断面を持つ。滓はややガス質。本遺跡では数少ない製
錬系の滓の可能性もあり、流出孔径が小さめなことから、炉本体もやや小形か

と推定される。

①重量②磁着度③メタル度

3区4・7号住居接合遺物

（第195・196図、PL65• 66 • 113) 

概要 3区4号住居から出土した羽釜片 ・土師器甕片

と、 3区7号住居から出土した羽釜片・土師器甕片

が接合した。これらの遺物は、 4・7号住居出土接合

遺物として、この項に掲載する。3区4号住居、3区

7号住居とも出土遺物から、 10世紀後半代に比定さ

れる遺構である。接合遺物も 10世紀後半代に比定

される。3区4号住居、3区7号住居は、約15m離

れている。

士師器甕（1)ほぽ1:3の割合で3区4号住居から出

土した土器片と 3区7号住居から出土した土器片が

接合した。3区4号住居出土土器片は、 3区4号住居

貯蔵穴からの出土である。3区7号住居出土土器片
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は、すべて 3区7号住居寵からの出土である。 3区7

号住居出土土器片は 3区7号住居籠燃焼部奥の壁に

貼り付いて出土した。

須恵器甕（2)ほぽ4:1の割合で3区4号住居から出

土した土器片と 3区7号住居から出土した土器片が

接合した。 3区4号住居出土土器片は、 3区4号住居

籠と 3区4号住居貯蔵穴からの出土である。 3区7号

住居出土土器片は、3区7号住居埋土からの出土で

ある。

羽釜 （3)はぱ1:1の割合で 3区4号住居から出土し

た土器片と 3区7号住居から出土した土器片が接合

した。 3区4号住居出土土器片の大部分は、3区4号

住居龍からの出土である。 土器片は寵に残存した天

井石の真下から出土した。3区7号住居出土土器片

は3区7号住居寵内の出土である。寵燃焼部奥の煙

道付近で出土した。

[ 3 ] 奈良 • 平安時代の遺構と遺物

所見 3区4号住居出土の土器片は、寵燃焼部あるい

は焚き口付近から出土しているものが多い。これは

3区4号住居の寵で使用された甕の土器片として捉

えることが出来る。一方、3区7号住居出土の土器

片は寵の燃焼部から煙道にかけての壁際で検出され

ているものが多い。なかには 3のように燃焼壁に貼

り付いて出土した土器片もあった。これは 3区7号

住居の鼈構築材として利用されていた土器片であっ

たと捉えることが出来る。 3区4号住居で使用して

いた土器片を 3区7号住居の寵構築材として転用し

た可能性が高い。

゜
1 : 3 10cm 

第195図 3区4・7号住居出土遺物図

3区4・7号住居出上 接合遺物観察表

No 
挿図No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第195図 土師器 4号住貯蔵穴 口238 高 200残 ①粗砂 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り 。内面はヘラナ
1 PL -113 甕 7号住カマド 底ー ③掲色 プー→。

1/3 

第195図 須恵器 4号住篭・貯穴 口(184)高 184 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ整形。底部は回転糸切りか。外面下部ヘラ削り。
2 PL -113 甕 7号住 底 (96) ③褐色

1/4 

第195図 羽釜 4号住カマド 口 125 高 121 ①砂粒 ②酸化焔 鍔は貼付。胴部外面、上位は鍔に向けて縦方向のヘラ削 り、

3 PL -113 7号住カマド 鍔径 179 ③にぶい橙色 下位は横方向のヘラ削り 。体部外面刻書「口」。底部丸底。

ほぼ完形 内面ナデ。

237 



第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

茫

----------
／／ 

/―  

／ 
／ 

／ 
／ 
／ 
／ 

I 
I 
／ 

／ 
／ 

＇［ ／ 
、／

じ I

凶＼
o 、、

ヽ

｀` `~`` ——`—·· 
――̀ 

粗

ま
哀
k

1

王
蓉
要
睾
奥
出
｝
曲
L

．
マ
凶
E

図
9
6
I

綜

奥
ギ
曲
く
凶
8

238 



3区7号住居（第198~201図、 PL66• 6 7 • 114 • 115) 

位置 082-557 方位 E-19°-S 形状長軸

4.71m ・短軸3.66mで長軸を南北にもつ長方形であ

る。面積 13.87m 壁高 31cm重複なし床面

掘り方面から厚さ 13cmの埋め土を施して平坦な面

を造る。床面は凹凸なく、平坦で整っている。住

居北東隅に長軸114cm・短軸85cmの隅丸長方形

土坑を検出(1号土坑）。住居中央に長軸145cm• 

短軸123cmの楕円形土坑を検出 (2号土坑）。2号

土坑の周辺からは被熱痕のある礫が多数出土した。

壁溝確認できなかった。柱穴確認できなかった。

貯蔵穴 1号土坑が貯蔵穴か。寵東壁南側に設置。

燃焼部は幅49cm、奥行き 29cmで検出。煙道は幅

24cm、奥行き 9cmで緩やかに立ち上がる。袖の補

強用礫、支脚が設置した状態で残存している。寵手

前から出土した直方体に切り出された礫は天井部に

設置されていた可能性が高い。寵は広く掘り込み、

褐色土や土器片を貼り込んで構築している。燃焼部

奥の壁に貼り込んだ土器片は 3区4号住居出土の土

器片と接合した。これらの遺物は、 3区4・7号住居

出土接合遺物として、本遺構と、 3区4号住居の間

に掲載した。

遺物寵から須恵器杯、土師器甕、羽釜、羽口、寵

構築材として用いられたニツ岳起源の加工礫、床直

から須恵器杯、椀、黒色土器椀、灰釉陶器段皿、椀

形鍛冶滓、鍛冶滓、 1号土坑から釘と思われる鉄製

品、 U字状の鍛造鉄製品、灰釉陶器椀、 2号土坑か

ら多量の椀形鍛冶滓、鍛造剥片、須恵器杯、灰釉陶

器段皿、羽釜、埋土から鋳造鉄製品、鍛冶滓、須恵

器杯、灰釉陶器耳皿、掘り方埋土から須恵器杯が出

土した。埋土から出土した鋳造品は、鋳造品の脚部

と推定されるが、故鉄として本遺構に持ち込まれた

可能性が高い。2号土坑から出土した多量の椀形鍛

冶滓、鍛造剥片は精錬鍛冶的な要素を持つ。穴澤氏

による所見を以下に掲載する。

滓質や含鉄の椀形鍛冶滓が多い点など共通する要

素を持っていて、椀形鍛冶滓そのものも偏平で横方

向に広がり、鍛冶炉の炉床が比較的皿状で広いこと

[3] 奈良•平安時代の遺構と遺物

を示すものである。羽口の溶損角度は強く、除滓と

鉄中の炭素量を調整する精錬鍛冶的な要素の強い遺

物群である。鉄製品が3点出土しているが、 1点は

釘状の鍛造品でもう l点は盤等の平板な製品の四角

につく形の脚部である。鍛冶工房そのもので、こう

した盤の様な機能を持つ大形の鋳造品を使用 したと

いうよりは、故鉄として鋳造品の破片が持ち込まれ

たものと考えた方がよさそうである。使用角度の強

い羽口は、炭素量の高い銑鉄系の鉄塊や鉄製品の炭

素量を下げて鍛造品にむく鉄質に調整するには有効

なものである。時期も他の住居跡の鍛冶関連遺物よ

り新しく、諏訪ノ木V遺跡の 10世紀代後半の鍛冶

のあり方を読みとることが出来る一括資料である。

所見本住居の時期は、出土遺物より 10世紀後半

に比定される。燃焼部奥の壁に貼り込んだ土器片は、

3区4号住居出土の土器片と接合した。3区4号住居

で使用していた土器片を、 3区7号住居の寵構築材

として転用した可能性が高い。2号土坑は、床面を

構築した後に掘られたものである。床面を円形に深

く掘り、黒褐色土を埋め込んで構築されたと思われ

る。2号土坑2層上面が、住居廃絶直前の状態である。

2号土坑2層中には焼土粒、炭化物粒が含まれ、 2号

土坑1層中には多量の被熱痕のある自然石や、多量

の椀形鍛冶滓、鍛造剥片が検出された。2号土坑は、

2号土坑2層上面を使用面とする精錬鍛冶工房に関

連する鍛冶炉の可能性が考えられる。
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゜
1 : 6 20cm 

第201図 3区7号住居出土遺物図（4)

37
0
 

3区7号住居出土逍物観察表

No 
挿図No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第198図 須恵器 2号土坑 口105 高37 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は静止糸切り。
l PL -114 杯 ほぼ完形 底 58 ③にぶい橙色

第198図 須恵器 2号土坑 口95 高34 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は静止糸切り。
2 PL -114 杯 213 底 40 ③にぶい橙色

第198図 須恵器 カマド 口(98)高31 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は静止糸切り。
3 PL -114 杯 1/4 底 70 ③にぶい橙色

第198図 須恵器 カマド 口103 高37 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は静止糸切り。
4 PL -114 杯 ほぼ完形 底 50 ③にぶい橙色

第198図 須恵器 床直 口110 高39 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は静止糸切り。
5 PL -114 杯 2/3 底51 ③にぶい橙色

第198図 須恵器 埋土 口(111)高32 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は静止糸切り。
6 PL -114 杯 2/3 底45 ③にぶい橙色

第198図 須恵器 掘り方埋土 口96 高34 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は静止糸切り。
7 PL -114 杯 1/2 底 52 ③にぶい橙色

8 
第198図 須恵器 床直 口118 高42 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は静止糸切り。
PL -114 杯 1/6 底58 ③にぶい橙色

第198図 須恵器 埋土 口(10.1)裔 39 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は静止糸切り。， 
PL -114 杯 1/6 底 52 ③にぶい橙色

10 
第198図 須恵器 床直 口138 高71 ①砂粒 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。
PL -114 椀 2/3 底69 高台 93 ぎみ ③灰白色 高台は貼付。

11 
第198図 須恵器 床直 口(148)高63 ①砂粒 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。
PL -114 椀 1/3 底 71 高台(102)③橙色 高台は貼付。

第199図 黒色土器 床直 口98 高36 ①砂粒 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。
12 PL -114 椀 1/2 底 52 高台 54 ③にぶい橙色 高台は貼付。内面ヘラミガキ、黒色処理。
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No 
挿図No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第199図 灰釉陶器 1号土坑 口16.4 高 72 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、 右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。
13 PL -114 椀 1/2 底 82 高台 86 ③灰白色 裔台は貼付。釉調は透明感のある緑色。施釉方法は漬けが

け。虎渓山1号窯式期。
第199図 灰釉陶器 掘り方埋土 ロー 高38残 ①細砂 ②遠元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不鮮
14 PL -114 椀 体～底部 底8.4 高台 86 ③灰白色 明であるが回転糸切りか。高台は貼付。釉調は灰色がかっ

た緑色。大原2号窯式期。
第199図 灰釉陶器 床直 口136 高26 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。
15 PL -114 段皿 完形 底 75 高台 76 ③灰白色 高台は貼付。釉調は緑がかった灰色。大原2号窯式期。

第199図 灰釉陶器 2号土坑 口130 品 24 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。
16 PL -114 段皿 1/2 底 80 高台 76 ③灰白色 高台は貼付。釉調は緑がかった灰色。大原2号窯式期。

第199因 土師器 カマド 口(242)高208残 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラナデ。内面はヘラナ
17 PL -114 甕 口～胴部1/2底一 ③にぶい橙色 ァ一中。

第199図 土師器 カマド 口(237)高277 ①砂粒 ②良好 口縁部は横ナデ。胴部上位は縦方向、下位は横方向のヘラ
18 PL -114 甕 1/3 底(88) ③褐色 削り 。内面はヘラナデ。胴部下半に輪積み痕が残る。

第199図 羽釜 カマド・2号 口(201)高122残 ①粗砂 ②酸化焔 鍔は貼付。胴部外面、体部から鍔に向けて縦方向のヘラ削
19 PL -114 土坑 2/3 底ー鍔径 （236)③にぶい橙色 り。

20 
第200図 羽釜 カマド 口186 高165残 ①粗砂 ②酸化焔 鍔は貼付。胴部外面ヘラ削り 。内面はヘラナデ。
PL -115 口～胴部1/2 底ー 鍔径 256③褐色

No 
挿図No

遺物名 ①璽②磁③メ
出土位置

特徴など
図版No 計測値 (cm)

第200図 羽口 ①40.0 g カマド 羽口の先端部破片。外面が黒色ガラス質に滓化し、先端部は上半部が斜め上に

PL -115 先端部 ②2 長さ 50残 浴損している。先端部下半は扶られたように溶損し、滓が上方から垂れている。
21 

③なし 内径(30) 一部が欠けたまま使用されたためか。使用角度はかなり強い。通風孔部の内面
外径(70) も先端寄りでは発泡している。胎土は短いスサを混えた粘土質。

第200図 鉄製品 ①511 g 埋土 鋳造品の脚部分の破片と推定される。横断面形はやや横長の隅丸方形で上端部

PL -115 鋳造品 ②5 長55残幅34残 には鋳造品本体につながる横方向に広がる突出部を残す。内面下端はやや裾広
③銹化（△） 厚08 がりで、脚部先端に向かい広がる特色をもつ。外面はそれそれ平坦な面をもち、

22 
獣面が鋳出されていない可能性が高い。現状は放射割れが無数に入り、かろう

じて形をとどめている。長脚の三つ足の鼎ではなく、四方に短い脚のつく盤の

足部破片と想定される。比較的高級品で、鍛冶工房の可能性のある 7号住で使
用していたとは考えられにくい。故鉄として工房に持ち込まれたものであろう

か。上端部と側面の一部が破面となっている。

第200因 鉄製品 ①67 g 1号土坑 酸化土砂に覆われたU字状の鉄製品。鉄部の横断面形は円形で、左右の両端部
23 PL -115 鍛造品 ②3 長25残 は破面となっている。鉄部の横断面形はやや不整楕円ぎみ。なんらかの吊り手

U字状 ③なし 径(0.4) の破片であろうか。

第200図 鉄製品 ①10 g 1号土坑 断面方形をした棒状の鉄製品。長軸の両端部が欠けており、不明点が多い。僅

24 PL -115 鍛造品 ②3 長27残 かに一方が広がってお り、現I犬では釘の可能性を持つものである。
釘か ③銹化 （△） 径03

第200図 椀形鍛冶滓 ①102 g 2号土坑 平面、不整楕円形をした小塊状で極小の椀形鍛冶滓。 右側から下手側の側面の

25 PL -115 （極小） ②2 長径29短径19 一部が破面となっている他は生きている。上面は平坦ぎみで、下面は丸みをもっ
③なし 厚15 て突出する。磁着が弱く滓の遊離片か。

第200図 椀形鍛冶滓 ①452 g 2号土坑 小形の椀形鍛冶滓の側部破片。上下面や側部にも木炭痕を残し、側部にも不規

26 PL -115 （小） ②4 長径50短径32 則な突出部を持つ。上手側の側面は全面破面。滓は緻密。椀形鍛冶滓ではある
③なし 厚34 が、側面の突出部からみて、 滓絨はそう多いとは言えない。

第200図 椀形鍛冶滓 ①546 g 床直 小形の椀形鍛冶滓の屑部破片。側部がやや波状で滓絨の少なさをうかがわせる。

27 PL -115 （小） ②3 長径57短径3.4 側部右側と下手側が破面。上面には 1cm大程度の木炭痕が残り、下面は粉炭
③なし 厚26 痕となる。

第200図 椀形鍛冶滓 ①516 g 床直 平而、不整六角形をした極小の椀形鍛冶滓。肩部に小破面を残すものの、もと

PL -115 （極小） ②4 長径54短径40 の形態を残している。上面には木炭痕が残るが全体的には平坦ぎみ。下面は短
28 

③なし 厚23 軸方向に向かう舟底状で、その表面には粉炭痕と炉床土の圧痕が共存する。比

重はやや高めで7号住出土の滓と共通点をもつ。

第200図 椀形鍛冶滓 ①589 g 2号土坑 小形あるいは中形の椀形鍛冶滓の屑部破片。上下面と下手側の側面が生きてお

PL -115 （小） ②3 長径5.1短径49 り、それ以外の側面はシャープな破面となる。気孔は不規則で、滓としてはや
29 

③なし 厚28 や比重が高い。下面は部分的に破面となる。破面の結晶がやや発達しており、

もとの滓が大きい可能性をもつ。

第200図 椀形鍛冶滓 ①804 g 2号土坑 中形の椀形毀冶滓の中核部破片。上下面が生きており、側面は連続する小破面

30 PL -115 （中、含鉄）②4 長径46短径43 となる。上下面とも比較的皿状で、きれいな椀形の断面形にはならない。滓は
③L （●） 厚32 気孔が不定方向に伸びており 、密度は高い。含鉄部は中核部。精錬鍛冶滓的。

第200図 椀形鍛冶滓 ①954 g 床直 上下面が平坦ぎみの、 含鉄の椀形鍛冶滓の中核部破片。上下面が生きており側

31 PL -115 （中、含鉄）②5 長径64短径35 面はシャ ープな破面となる。数ヶ所に含鉄部が分散した椀形鍛冶滓で、精錬鍛
③L （●） 厚28 冶滓的。気孔はきわめて不規則。

①重昼②磁着度③メタル度
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No 
挿図No

遺物名 ①重②磁③メ
出土位置

特徴など
図版No 計測値(cm)

第200図 椀形鍛冶滓 ①1133 g 床直 含鉄の椀形鍛冶滓の肩部寄りの破片。上下面は比較的平坦で、側部には木炭痕

PL -115 （中、含鉄） ②5 長径8.7短径52 が目立ちやや凹凸が強い。下手側の側面の一部が破面の可能性が高い。含鉄部
32 ③L （●） 厚36 は左寄りの下面。7号住では No26、28、29、30、31と上下面が比較的平坦

ぎみの気孔の粗い滓が目立ち、滓質や含鉄の滓が多いという特徴が共通する。

第200図 鍛冶滓 ①26.0 g 床直 不規則な形状をもつ極小の椀形鍛冶滓の完形品。上面が平坦ぎみで、斜め左下

33 PL -115 ②4 長径41 短径25 に向かって滓が伸びている。端部が突出し表面の各所に木炭痕が残る。下面右

③なし 厚43 側はかろうじて椀形となる。滓量が少ないためにこうした形状になったものか。

第200困 鍛冶滓 ①101 g 埋土 椀形鍛冶滓の肩部小破片。上面は平坦ぎみで側部は弧状となる。上下面が生き

34 PL -115 ②3 長径24短径24 ており、側面の片側のみが自然面。7号住出土の中形の椀形鍛冶滓と類似し、

③なし 厚15 肩部破片の可能性が裔い。

No 
挿図No 種別 出土位置 計測値

石材 特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) 

第201図 寵構築材 カマド 長217 幅191 ニッ岳石 4面加工面、 1面自然面、 1面破面の篭構築材。被熱痕のあ

35 PL -115 天井石か 厚140 重685kg る面1面（下面）。 36と同一個体か。

第201図 籠構築材 カマド 長223 幅212 ニツ岳石 4面加工面、 1面自然面、 1面破面の寵構築材。被熱痕のあ

36 PL -115 天井石か 厚12.4 重605kg る面l面（下面）。 35と同一個体か。

第201図 支脚 カマド 長24.3 幅91 ニッ岳石 円柱状に加工されたニツ岳石製の支脚。破面はほとんどな

37 PL -115 厚10.1 重151kg く、ほぽ完存。

①重量②磁着度③メタル度

3区5号住居 （第202~205図、 PL68・115・ 116)

位置 073-563 方位 N-87°-E 形状 長軸

4.83m・短軸4.50mで長軸を東西にもつ長方形であ

る。面積 (19.20)rrl壁高 34cm重複 3区7号土

坑、 3区2・4号井戸と重複。重複するすべての遺構

が、 3区5号住居を切る調査所見を得た。床面不鮮

明。掘り方面から厚さ 16cmの埋め土を施して平坦

な面を造る。壁溝確認できなかった。柱穴確認

できなかった。貯蔵穴確認できなかった。

叫

――圧—

A
-

A
-

2 井

A L-220.60m 

3区5号住居

1 暗褐色土多最の Hr-FP（径5cm未満）を含む。

2 暗褐色土 Hr-FP（径1cm未満）を多貸に、

Hr-FP（径5cm未満）を少址含む。

3 Hr -FP 二次堆積。地山から崩れ落ちた堆積。

4 暗褐色土 Hr-FP（径0.5cm未満）を多贔に、

Hr-FP（径2cm未満）を少址含む。

5 灰褐色土 少鼠のHr-FP • Hr -FAを含む。

締まりあり。

6 暗褐色土多量のHr-FAプロ ックを含む。

締まりあり。（貼り床）

7 暗褐色土極めて少量のHr-FP、少贔のHr-

FAを含む。締まりあり。

8 暗褐色土 Hr-FAプロ ック、極めて少最の炭

化物粒 ・焼土粒を含む。締まりあり。

9 黒褐色土 Hr-FAプロック、極めて少批の炭

化物粒 ・焼土粒を含む。締まりあり。

A' 

8 6 

゜
1: 60 2m 

第202図 3区5号住居平面 ・断面図
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[3] 奈良•平安時代の遺構と遺物

寵東壁に設置。燃焼部は幅41cm、奥行き 50cm

で検出。補強用礫が燃焼部の南に設置した状態で残

存している。寵は広く掘り込み、 Hr-FAを張り

込んで構築している。 Hr-FAは自然堆積に比べ

て締まっており、燃焼部は熱を受けさらに硬化して

いる。遣物寵から須恵器杯、灰釉陶器椀、土師器

甕、羽釜、床直から須恵器椀、土師器甕、羽口、掘

り方埋土から須恵器杯、椀、羽釜、羽口が出土した。

叫

--='-+ o¥ 

ム

こI

実測可能な遺物が17個体ある。所見本住居の時期

は、出土遺物より 10世紀第1四半期に比定される。

本遺構の掲載遺物の1/3は掘り方の埋土から出土し

たものである。掘り方埋土から出土した土器は、床

直上あるいは寵内から出土した土器とほぽ同時期で

あり、床面が不明瞭であったことなどから、これら

の土器も床面出土の土器と同等に捉えることができ

るかもしれない。
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3区5号住居 竃

1 暗褐色土多最のHr-FPを含む。

2 褐灰色土多量のHr-FP • Hr -FAプロックを含む。締まり、土;_.
粘性あり 。（竃の構築材）

3 褐灰色土少量の Hr-FAプロック・炭化物粒を含む。

4 灰褐色土少量の Hr-FP、極めて少量の焼土粒・炭化物粒

を含む。

5 灰褐色土多量のHr-FPを含む。

6 暗褐色土少量のHr-FPを含む。

7 黒褐色土多址の炭化物粒、少量の焼土粒を含む。

8 灰褐色土 Hr-FA（竃の構築材として）締まりあり。燃焼部は、

被熱のために硬化。

9 住居6層 （掘り方埋土）

10 住居8層 （掘り方埋土）

11 住居9層 （掘り方埋土）
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第203図 3区5号住居掘り方・寵 平面・断面図
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[3] 奈良 • 平安時代の遺構と遺物
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第205図 3区5号住居出土遺物図（2)

3区5号住居出土遺物観察表

No 
挿図No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第204図 須恵器 -11 口(124)高51 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り。内面と外面
1 PL -115 杯 1/3 底 52 ③灰白色 の一部黒色。

第204図 須恵器 -1 3 口(134)品 45 ①細砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り。
2 PL -115 杯 1/3 底45 ぎみ ③灰白色

第204図 須恵器 カマド 口(122)高39 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り。内面口唇部
3 PL -115 杯 2/3 底 58 ③灰白色 から底部にかけて黒色の付着物。灯明か。

第204図 須恵器 7 口ー 高 20残 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形。底部切り離し技法はナデで不明。高台は貼付。
4 PL -115 椀 底部 底54 高台 54 ③にぶい黄橙色 内外面に黒色の付着物。

5 
第204図 須恵器 床直 口146 高54 ①粗砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。高台は貼付。
PL -115 椀 3/4 底74 高台 70 ③オリープ黒色 内外面黒色。

第204図 灰釉陶器 カマド 口(164)高49 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。
6 PL -115 椀 1/3 底 70 高台 74 ③灰白色 高台は貼付。釉調はやや透明感のある緑色をおびた灰色。

施釉方法は漬け掛け。大原2号窯式期。

7 
第204図 土師器 床直 口(180)高203残 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り。内面はヘラナ
PL -115 甕 口～胴部1/5底ー ③にぶい橙色 プ--―3o 

第204図 土師器 カマド 破片 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り。内面はヘラナ
8 PL -116 甕 口～頸部 ③にぶい橙色 デ。頸部下位に穿孔有り。9と同一個体か。

第204図 土師器 カマド 口08.0)晶 121残 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り。内面はヘラナ
9 PL -116 甕 口～胴上1/4底一 ③にぶい橙色 デ。8と同一個体か。

第204図 土師器 -4 口(102)高63残 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り。内面はヘラナ
10 PL -116 甕 口～頸部1/6底ー ③にぶい橙色 ァ―̀。

第204図 土師器 カマド掘り方 口ー 嵩207残 ①砂粒 ②良好 胴部はヘラ削り。内面はヘラナデ。内面に黒色の付着物。
11 PL -116 甕 胴～底部1/4底 39 ③にぶい橙色

12 
第204図 羽釜 + 13 口一 高 100残 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形。鍔は貼付。胴部外面、鍔に向けて縦方向のヘ
PL -116 口縁片 底ー ぎみ③にぶい黄橙 ラ削り 。

第205図 羽釜 掘り方埋土 口(218)高55残 ①粗砂 ②酸化焔 鍔は貼付。体部外面削り。
13 PL -116 口縁1/8 底一 鍔（232)③にぶい黄橙色
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

No 
挿図No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

14 
第205図 羽釜 掘り方埋土 口一 裔 158残 ①粗砂 ②酸化焔 胴部外面、縦方向のヘラ削り。胴部下端は横位のヘラ削り。

PL -116 胴～底部1/4底（95) ぎみ ③黄橙色

No 
挿図No

遺物名 ①重②磁③メ
出土位置

特徴など
図版No 計測値(cm)

第205図 羽口 ①1727 g 掘り方埋土 羽口の先端部から体部にかけての破片。先端部寄りの肩部は丸みをも って滓

PL -116 先端部 ②3 長さ 85残 化している。通風孔径は27cm。通風孔部の先端は僅かに外開き。正面から

15 ③なし 内径(21) 見て羽口としては上面から左側面の破片。胎土は多最のスサを混えたもので、

外径(81) Nol6と類似し、同一個体の可能性をもつ。外面は削 りとナデ。使用角度は極
めて緩い。

第205図 羽口 ①1715 g 床直 羽口の体部破片。通風孔径は27cm以上で、胎土には多絨のスサが混和されて

PL -116 体部 ②2 長さ 78残 いる。側面は全面破面。外面は削 りとナデによ り仕上げられてお り、その表面
16 

③なし 内径(23) にも長いスサ痕が露出している。被熱はやや不規則で、右側端部がも っとも高

外径(80) 温化している。使用角度はやや弱めか。Nol5と同一個体の可能性あ り。

①重量②磁着度③メタル度

3区6号住居（第206・207図、 PL69• 116) 

位置 063-566方位 N-54 ° -E形状 住居の

東部分が攪乱に切られているため全形は確認できな

かった。面積測定不可能。壁高 12cm重複 3区

39号土坑と重複。3区39号土坑が、 3区6号住居を

切る調査所見を得た。東部分は、攪乱に切られる。

床面掘り方面から厚さ 3cm程の極薄い埋め土を施

して平坦な面を造る。床面は凹凸なく、平坦で整っ

ている。住居中央やや南西の位置に、径78cmの床

下土坑を検出。壁溝確認できなかった。柱穴確認

できなかった。貯蔵穴確認できなかった。寵西壁
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三□且旦口旦
3区6号住居床下士坑

l 黒褐色土多量のHr-FAプロックを含む。やや締まりあり。

（貼り床）

2 暗褐色土多最のHr-FPを含む。ほとんどがHr-FPの層。

E' 
- 3区6号住居竃

1 黒褐色土少量の Hr-FPを含む。

2 黒褐色土 1層より若干暗い。

3 暗褐色土極めて少撮の Hr-FP、多員の Hr-FAプロック

を含む。

4 黒褐色土少最のHr-FPを含む。

5 暗褐色土少贔の Hr-FP、多量の Hr-FAプロックを含む。

6 暗褐色土極めて少最の Hr-FP、多最の Hr-FAプロック、

炭化物粒を含む。

7 暗褐色土少最のHr-FPを含む。

8 暗褐色土少量のHr-FP・焼土粒・炭化物粒を含む。

9 暗褐色土少量のHr-FP • Hr -FAを含む。

゜
1 : 30 lm 

第206図 3区6号住居 ・掘り方・寵 平面・断面図
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[3] 奈良•平安時代の遺構と遺物

に設置。補強用の礫が袖 ・燃焼部に設置した状態で

残存している。燃焼部から煙道にかけて調査区外。

遺物床直から須恵器杯、椀、灰釉陶器椀、羽釜が

出土した。実測可能な遺物が5個体ある。所見本

住居の時期は、出土遺物より 10世紀後半に比定さ

れる。

□ 口

ー

゜
1 : 3 10cm 
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第207図 3区6号住居出土遺物図

3区6号住居出士遺物観察表

No 
挿図No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

1 
第207図 須恵器 床直 口 101 高 46 ①砂粒 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。高台なし。
PL -116 椀 2/3 底 54 ③にぶい黄橙色

2 
第207図 須恵器 床直 口(114)高4.8 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。
PL -116 椀 1/4 底 (61) 高台(69)③にぶい橙色 高台は貼付。

第207図 灰釉陶器 床直 口ー 高 39残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。

3 PL -116 椀 体～底部 底 8.7 高台 89 ③灰白色 高台は貼付。釉調は透明感のある緑色。施釉方法は漬け掛

け。大原2号窯式期。

4 
第207図 羽釜 床直 口(219)高188残 ①粗砂 ②酸化焔 胴部外面、ヘラ削り 。内面ナデ。
PL -116 口～胴部1/4底ー 鍔径(257)ぎみ ③黄橙色

第207図 羽釜 床直 ロー 高189残 ①粗砂 ②還冗焔 ロクロ成形。
5 PL -116 胴部 底一 ③にぶい黄橙色

3区8号住居（第208・209図、 PL70• 117) 

位置 073-552 方位 E-6° -s形状長軸

3.78m ・短軸3.2mで長軸を南北にもつ方形である。

面積 9.38rrl壁高 40cm重複 3区13号土坑と重

複。 3区13号土坑が、 3区8号住居を切る調査所見

を得た。床面 掘り方面から厚さ 10cmの埋め土を

施して平坦な面を造る。床面は凹凸なく、平坦で

整っている。壁溝確認できなかった。柱穴確認

できなかった。貯蔵穴確認できなかった。寵東壁

南側に設置。燃焼部は幅29cm、奥行き 59cmで検

出。袖から燃焼部の石組みが設置した状態で残存し

ている。遺物寵から須恵器杯、椀、土師器小型甕、

床直から灰釉陶器皿、須恵器杯、埋土から土師器杯、
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

須恵器椀、羽釜、灰釉陶器椀、 壺、掘り方埋土から

土師器小型甕が出土した。所見

が残存する好資料である。本住居の時期は、出土遺
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寵

多量の Hr-FPを含む。（住居の埋土2)

少量の Hr-FP、多屈の焼土粒・炭化物粒・灰を含む。

灰を多最に含む。暗褐色粘質土を多最に含む。（煙道

部分の崩落か）

粘質土。少散の Hr-FPを含む。（窺構築土の崩落か）

少屈の Hr-FPを含む。（斑構築土か）

少量の焼土粒・炭化物粒を含む。（掘り方埋土）

物より 9世紀末から 10世紀初頭に比定される。

第208図
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3区8号住居

1 黒褐色土

2

3

4

 

少贔の焼土粒、直径5~15cm程

の大粒の Hr-FPを多益に含む。

暗褐色土多枇の Hr-FPを含む。

Hr-FPの崩落

黒褐色土多菌の Hr-FP、黄褐色土プロッ

クを含む。
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第209図 3区8号住居出土遺物図

3区8号住居出土遺物観察表

No 
挿図No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No 器種 追存状態 (cm) ③色調

第209図 須恵器 カマド 口(130)高40 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り。
1 PL -117 杯 1/4 底(50) ③灰白色

第209図 須恵器 カマド 口131 高 39 ①細砂 ②遥元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。
2 PL -117 杯 4/5 底 60 ③灰白色

第209図 須恵器 カマド 口(147)高 48 ①砂粒 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り。高台は貼付。
3 PL -117 椀 1/3 底 72 高台 75 ③にぶい橙色

第209図 須恵器 + 23 口 15.4 尚41 ①粗砂 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り。高台は貼付
4 PL -117 椀 高台欠損 底 77 古向ムロ ― ぎみ ③灰白～ であるが剥落。

黄橙色

第209図 灰釉陶器 + 25 口(131)高 45 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。

5 PL -117 椀 1/3 底 59 高台 60 ③灰白色 高台は貼付。釉調は緑色をおびた灰色。施釉方法は漬け掛

け。大原2号窯式期。

第209図 灰釉陶器 床直 □150 高 32 ①細砂 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はヘラナテで
6 PL -117 皿 1/2 底 73 高台 73 ③灰白色 不明。高台は貼付。施釉方法は刷毛塗り、釉調は緑色をお

びた灰色。光ヶ丘1号窯式期。

第209図 灰釉陶器 埋土 高 61残底(100)①細砂 ②還元焔 硬質。ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデ
7 
PL -117 盆ギ 底部1/4 高台(105) ③灰色 で不明。高台は貼付。外面下半削り 。

第209図 土師器 カマド 口 122 高116残 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り。内面はヘラナ
8 PL -117 小型甕 口～胴下1/2底一 ③褐色 T一9o 

第209図 土師器 掘り方埋土 口一 高 31残 揺粒 ②良好 内外面横ナデ。， 
PL -117 小型甕 脚 底 82 ③褐色

3区9号住居（第210~212図、 PL71• 117) 

位置 077-544 方位 E-19°-S 形状長軸

3.90m ・短軸3.10mで長軸を南北にもつ長方形であ

る。面積 9.68m壁高 30cm 璽複 3区11号住居、

3区2号竪穴状遺構と重複。3区11号住居 ・2号竪穴

状遺構を切る調査所見を得た。床面 掘り方面から

厚さ 4cm程の極薄い埋め土を施して平坦な面を造
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

る。掘り方面はほぽ平坦である。床面は凹凸なく、

平坦で整っている。壁溝確認できなかった。柱穴

確詔できなかった。貯蔵穴 1号土坑が、貯蔵穴か。

住居の南西隅に設置。深さ 13cm、長軸72cm、短

軸66cmの楕円形を呈す。鼈住居の東壁中央に 1

号寵、南に 2号寵を検出した。住居廃絶時には 1号

寵を使用していたと思われる。住居廃絶時には、 2

号寵は埋設され、壁面が構築されていた。1号鼈

東壁中央に設置。燃焼部は幅22cm、奥行き 24cm

で検出。煙道は幅26cm、奥行き 24cmで緩やかに

立ち上がる。掘り方面で確認しだ燃焼部中央の窪み

は支脚の痕跡であると考えられる。鼈の手前から出

土した平坦面のある礫は被熟痕が確認できることか

ら寵の構築材であると思われる。2号寵 東壁南側

に設置。燃焼部は幅38cm、奥行き 62cmで検出。

袖の補強用礫、支脚が設置した状態で残存している。

2号寵は住居壁に埋もれて検出された。2号寵廃棄

／ 
比1
1号寵

号寵

a • 16 
Q 

• 9 

B_ 

叫~4

忍 4:r:/ 

゜10 
弓

6 12 ` -o¥ 

の後、 1号寵が構築されたと思われる。遺物 2号寵

より須恵器杯、椀、床直から含鉄鉄滓、須恵器椀、

埋土から須恵器杯、椀、土師器甕、羽釜、椀形鍛冶

滓、鍛冶滓、釘の頭、貯蔵穴内から椀形鍛冶滓が出

土した。所見 1号寵使用時には 2号寵は埋められ、

住居壁が構築されていることが確認された。2軒の

住居が切りあっている可能性も考えられたが、 2号

寵使用時に対する床面が1号寵使用時の床面と一致

し、同一住居内での寵の移設の可能性が高いと判断

した。貯蔵穴とした 1号土坑からは、椀形鍛冶滓が

出土した。貯蔵穴埋土下層2層中では焼土粒も確認

され、 1号土坑は、鍛冶炉の可能性も考えられる。

本遺構からは、鉄関連の遺物が多量に出土したが、

大部分が埋土中の出土であるため、他遺構からの混

入の可能性もあわせて検討したい。本住居の時期は、

出土遺物より 10世紀後半に比定される。

訃

3区9号住居

l 暗褐色土少最のHr-FPを含む。

2 暗褐色土多粒の Hr-FPを含む。

3 暗褐色土 Hr-FP、焼土粒、炭化物粒を含む。

締まりあり 。（掘り方埋土）
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旦L=219.50m1..12'. 

三
Ji L=220.00m 且

3区9号住居 1号士坑

l 暗褐色土 少益のHr-FPを含む。（住居の埋土1)

2 暗褐色土 少絨の Hr-FP・焼土粒を含む。

ー 土

゜
1: 60 2m 

第210図 3区9号住居平面・断面図
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3区9号住居

1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 暗褐色土

E
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日
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1号竃

少最の Hr-FPを含む。（住居の埋士1)

焼土プロック、灰を含む。

多量の焼土粒・炭化物粒．灰を含む。

少拭の Hr-FAプロックを含む。

::r:I :r::I 
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2号寵//―‘‘

／峰＼
＼ 

止ーシぽ庄1に＼

エI
G L-219.70m 

3区9号住居

1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 褐色土

4 黒褐色土
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2号竃

Hr-FPを含む。

少量の焼土粒を含む。

粘質士。（竃構築土か）

多最の焼土粒、少量の灰を含む。

゜
1 : 30 lm 

゜
1 : 3 10cm 

第211図 3区9号住居掘り方・寵 平面・断面図、出土遺物図（1)
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物
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第212図 3区9号住居出土遺物図 (2)

3区9号住居出士逍物観察表

No 
挿図No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第211図 須恵器 埋土 口(100)高 30 ①砂粒 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法は、静止糸切
1 PL -117 杯 1/8 底 (4.4) ③褐色 りか。

2 
第211図 須恵器 2号カマド 口 110 高 36 ①砂粒 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は静止糸切り。
PL -117 杯 2/3 底 60 ③にぶい橙色

第211図 須恵器 埋土 口(100)高 38 ①砂粒 ②還冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り。外面黒色。
3 PL -117 杯 1/5 底 50 ③灰白色

第211図 須恵器 + 31 口(108)高40 ①砂粒 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。
4 
PL -117 椀 1/4 底56 高台(64)③にぶい橙色 高台は貼付。

5 
第211図 須恵器 2号カマド 口(119)高 45残 ①砂粒 ②酸化焔 ロクロ成形。底部切り離し技法はナデで不明。嵩台は貼付。
PL -117 椀 1/4 底ー 古向ム口 — ③にぶい橙色

6 
第211図 須恵器 床直 口150 高 80 ①砂粒②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。
PL -117 椀 2/3 底82 高台 112③にぶい黄橙色 高台は貼付。

第212図 羽釜 埋土 口ー 高 54残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形。鍔は貼付。
7 PL -117 口縁片 底ー ③灰色

No 
挿図No

遺物名 ①重②磁③メ
出土位置

特徴など
図版No 計測値 (cm)

第212図 鉄製品 ①14 g 埋土 やや大きめの鉄釘の頭部破片。下面に残る体部の痕跡から見ると、釘自体は

8 PL -117 鍛造品 ②3 径06 径6mm程の方柱状。銹化が進んでおり鉄部は痕跡のみが残っている。
釘の頭 ③銹化（△）

第212図 椀形鍛冶滓 ①1805 g 床直 薄い酸化土砂に覆われた椀形鍛冶滓。上面は平坦で右側部が生きている。そ
PL -117 （中） ②6 長径67 短径63 れ以外の側部はシャープな破面。側部が急激に立ち上がる形で、破面の結晶， ③銹化（△） 厚51 の発達も進んでいる。やや大きめの椀形鍛冶滓の側部破片の可能性が高い。

含鉄部が散在していたためか、細い放射割れが酸化土砂中に分散して広がっ

ている。

①重最②磁着度③メタル度
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[3] 奈良 •平安時代の遺構と遺物

No 
挿図No

遺物名 ①重②磁③メ
出土位置

特徴など
図版No 計測値(cm)

第212図 椀形鍛冶滓 ①2109 g + 18 厚みをもったやや径の大きな椀形鍛冶滓の側部破片。上下面と左側凹が生き

PL -117 工具痕付き ②4 長径62 短径60 ており、右側面と上手側はシャープな破面となる。上面の中央部は塊状に盛
10 ③なし 厚50 り上がり錆が滲んでいる。内部に残る含鉄部のためか、側面から下面は小さ

な凹凸が連続し、下面は皿状で側面はやや立ちぎみとなる。滓は緻密で気孔

は乱雑に発達している。

第212図 椀形鍛冶滓 ①393 g 貯蔵穴 薄手の椀形鍛冶滓の肩部寄りの破片。上下面が生きており、側面4面はシャ
PL -117 （小） ②2 長径50短径27 ープな破面。上面は細かい木炭痕で、JTI1状の下面には軽石を含んだ鍛冶炉の
11 

③なし 厄23 炉床土が面的に貼り付いている。滓は緻密で結品はやや発達し、破面の中段

には横方向に気孔が連なっている。鍛冶作業に僅かな中断があったためか。

第212図 椀形鍛冶滓 ①397 g + 21 含鉄の椀形鍛冶滓の中核部破片。上下面が生きており 、その表面には木炭痕

12 PL -117 （含鉄） ②5 長径35短径34 が残る。上半の中核部に含鉄部を持ち、錆膨れや放射割れが生じている。滓
③M（◎） 厚30 質はやや緻密。

第212図 椀形鍛冶滓 ①496 g + 15 やや薄手の椀形鍛冶滓の肩部破片。左側の側面と、上手側や下手側の側面3
PL -117 （小） ②4 長径53 短径41 面が破面となっている。肩部はきれいな弧状で、上下面とも浅い皿形である。
13 ③なし 厚20 上面に木炭痕が残り、下面には鍛冶炉の炉床土の圧痕と木炭痕が混在する。

下面の状態はNol4ときわめて似ている。本資料は肩部破片のため薄い部分
に相当するものか。

第212図 椀形鍛冶滓 ①700 g 埋土 偏平な椀形鍛冶滓の中核部から屑部にかけての破片。上面は 1cm大の木炭痕
14 PL -117 （小） ②3 長径74短径42 が強く、一部は流動状となる。下面は皿状で全面に粉炭痕が残る。

③なし 厚21
第212図 鍛冶滓 ①35 g + 22 ごく小さな鍛冶滓片。表面には酸化土砂が取り巻き、下手側の側部を中心に

15 PL -117 （含鉄） ②3 長径20短径16 錯膨れや黒錆の滲みが認められる。椀形鍛冶滓かどうかは付着土砂があり不
③H(O) 厚14 明。

第212図 椀形鍛冶滓 ①255 g + 16 薄い椀形鍛冶滓の肩部寄りの破片。上下面は基本的に生きており、側面は小

PL -117 ②2 長径39短径35 破面が連続する。滓はやや緻密で中小の気孔が残る。上面の中央付近には羽
16 

③なし 厚16 口先の溶解物が球状の粘土質の滓として垂れ落ちている。本来はもう少し側

面の角度が立つもので、厚みは、25cmを超える可能性を持つ。

①重凪②磁祐度③メタル度

3区10号住居（第213~215図、 PL72・118)

位置 072 -556 方位 N-89°-E 形状 長軸 る。面積 13.14rrl 壁高 46cm 重複 3区12号住

4.51m・短軸3.70mで長軸を東西にも つ長方形であ 居、 3区11・12・13号土坑と重複。3区11・12・13
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3区10号住居

l 暗褐色土多批の Hr-FPを含む。

2 暗褐色土 1層よりやや明るい褐色。

3 暗褐色土多屈の Hr-FP、少批の

焼土粒 ・炭化物粒を含む。

暗褐色土 Hr-FP主体の土層。

（地山の崩落）

暗褐色土多屈の Hr-FPを含む。

やや砂質。

暗褐色土少屈の Hr_FAプロッ

ク、微贔の炭化物を含む。

暗褐色土多益の Hr-FPを含む。

層状に炭化物を含む。

暗褐色土微屈の Hr-FPを含む。

暗褐色土多益の Hr-FPを含む。

部分的に炭化物を含む。

10 暗褐色土 Hr-FAプロック、焼

土粒、炭化物粒を含む。

11 暗褐色土 Hr-FA主体。 少漿の

Hr-FPを含む。

12 暗褐色土 Hr-FA主体。 少枇の

Hr-FP、多星の焼土粒

を含む。

13 黒褐色土多絨の Hr-FP・Hr-FA 

を含む。締まりあり 。

4
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6
 8
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第213図 3区10号住居平面 ・断面図
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号土坑に切られ、3区12号住居を切る調査所見を得

た。床面掘 り方面から厚さ 13cmの埋め土を施 し

て平坦な面を造る。床面は凹凸なく、平坦で整って

いる。床面中央から炭や焼土が検出された。床下

からは、土坑が2基検出された。壁溝確認できな

かった。柱穴確認できなかった。貯蔵穴住居の南

東隅に設置。深さ 14cm、長軸79cm、短軸74cm

の楕円形を呈す。寵東壁南側に設置。燃焼部は幅

30cm、奥行き 64cmで検出。ニツ岳石を加工した

寵構築材（右袖部）が設置した状態で検出された。

ー い」
叫

D

l

 

゜
1: 60 2m 

3区10号住居竃

l 暗褐色土多嚢の Hr-FPを含む。

2 灰褐色土 Hr-FAプロック主体。少量の Hr-FPを含む。

（竃構築土の崩落か）

3 灰褐色土少籠の Hr-FAプロックを含む。

4 暗褐色士多鼠の焼土粒・炭化物粒を含む。

5 暗褐色土少最の焼土粒・炭化物粒・灰を含む。

6 暗褐色土 Hr-FP、Hr-FAを含む。締まりあり。（貼り床）

7 暗褐色土 Hr-FAプロック主体。締まりあり 。（竃構築土か）

G L=220.10m 

遺物床直から土師器杯、須恵器杯、椀、椀形鍛冶

滓、未使用の可能性が高い釘(10~13)、貯蔵穴か

ら土師器甕、ニツ岳石、埋土から鍛造の鉄製品、掘

り方から土師器杯、甕、須恵器杯が出土した。所見

椀形鍛冶滓や既使用品の可能性が高い釘などの鉄関

連遺物が床直から出土した。住居床面中央から炭化

物や焼土が検出されたが、炉の形状を確認すること

は出来なかった。本住居の時期は、出土遺物より 9

世紀前半に比定される。
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15図 3区10号住居出土遺物図
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3区10号住居出土遺物観察表

No 
挿図No 種別 出土位置 計測値 ①胎土②焼成

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

1 
第215図 土師器 床直 D 120 高34 ①砂粒②良好 口縁部上半が横ナデ。下半がナデ。底部は不定方向のヘラ
PL -118 杯 完形 底 一 ③褐色 削りか。

2 
第215図 土師器 掘り方 口(148)高36残 ①細砂 ②良好 口縁部上半が横ナデ。下半～底部はヘラ削りか。内面は斜
PL -118 杯 口縁1/4 底ー ③橙色 放射状暗文。

3 
第215図 須恵器 掘り方 口（136)高34 ①砂粒 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り。
PL -118 杯 1/4 底 64 ③灰色
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

No 
挿図No 種別 出土位置 計測値 ①胎土②焼成

特徴など
図版No 器種 辿存状態 (cm) ③色調

4 
第215図 須恵器 床直 口(128)高40 ①砂粒 ②遠冗焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。
PL -118 杯 1/3 底58 ③灰白色

第215図 須恵器 床直 口(149)尚 67 ①砂粒 ②酸化焔 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。
5 PL -118 椀 1/4 底(80) 高台(82)③褐色 高台は貼付。

6 
第215図 土師器 掘り方埋土 口196 高81残 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り 。内面はヘラナ
PL -118 甕 口～肩部1/4底ー ③褐色 T一さo 

第215図 土師器 貯蔵穴 口(176)高66残 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り 。
7 PL -118 甕 口～頸部1/5底ー ③褐色

8 
第215図 土師器 掘り方埋土 口(208)屁 51残 ①砂粒 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り 。内面はヘラナ
PL ~ 118 甕 口～頸部1/5底ー ③褐色 ァ一ゃ。

第215図 姫構築材 カマド 長318 幅182 ニツ岳石 （石材） 4面加工面、 1面自然面、 1面破面の寵構築材。被熟痕のあ， 
PL -118 右袖 厚172 重122kg る面1面（下面）。

No 
挿固No

遺物名 ①重②磁③メ
出土位置

特徴など
図版No 計測値 (cm)

第215図 鉄製品 ①19 g 床直 片側に向かい頭部を簡単に作り出した小振りの釘。体部上半の横断面形はや

PL -118 鍛造品 ②4 長51 や長方形ぎみで成形は粗い。足部寄りはやや方形断面となる。No11、Nol3
10 

釘 ③銹化 （△） 径0.4 とほぼ同形態の釘。頭の状態が3点とも材に打ち込まれた形状ではなく、既
使用品か。

第215図 鉄製品 ①19 g 埋土 頭折れ釘状の頭部を持つ小形の釘。横断面形はやや台形で、頭部寄りの成形

11 PL -118 鍛造品 ②4 長58 は粗い。NolO、No13もほぼ同サイズの釘である。
釘 ③銹化 （△） 径0.45

第215図 鉄製品 ①26 g 埋土 横断面形が方形の釘状の鉄製品破片。長軸の両端部が欠けており、頭部が不

12 PL -118 鍛造品 ②4 長56残 明で、釘と断定はしにくい。足部に向かって徐々に細くなる。

釘 ③銹化 （△） 径05

第215図 鉄製品 ①16 g 埋土 頭部と足部先端の欠けた小振りの釘。断面形や全体形状は No10、No11に
13 PL -118 鍛造品 ②4 長45残 類似する。頭部にごく近い位慨て欠落する。長軸方向に緩やかに反る。

釘 ③銹化 （△） 径035

第215図 椀形鍛冶滓 ①797 g 床直 やや厚みをもった椀形鍛冶滓の側部の破片。上下面と右側部は生きており、

14 PL -118 （中か） ②3 長径45短径42 それ以外の側部は破面となる。滓は緻密で比重が高い。上下面は平坦ぎみで

③なし 厚38 部分的に窪む。

第215図 鉄製品 ①06 g +7 表面が銹化した鉄製品破片。側面の下手側のみが破面で、僅かに鍛造品らし

15 PL -118 鍛造品 ②2 長12 い痕跡を残している。外周部は滓で、鍛冶作業中に脱落した鉄片であろうか。

③銹化 （△） 幅0.9 厚04 形態的には刀子の刃部状。

①重量②磁着度③メタル度

3区11号住居 （第216図、 PL72・118)

位置 078-547 方位測定不可能。形状住居の

大部分が3区9号住居に切られるため、全形は確認

できなかった。面積 測定不可能壁高 5cm 重複

3区9号住居と重複。3区9号住居に切られる調査所

見を得た。住居南壁は攪乱に切られる。床面 不明

瞭。床面は堅く締まっていた。掘り方面は確認でき

なかった。壁溝確認できなかった。柱穴確認でき

なかった。 貯蔵穴 確認できなかった。

甑確認できなかった。遺物 床直から須恵器杯、

埋土から土師器甕が出土した。実測可能な遺物は 1

個体。所見本住居の時期は、出土遺物より 10世紀

後半に比定される。
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第216図 3区11号住居平面 ・断面図、出士遺物図
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[3]奈良 ・平安時代の遺構と遺物

3区11号住居出土遺物観察表

N]冒り`
出土位置

遺存状態

床直

1/4 

計測値 ①胎士 ②焼成

口昌~C)m)高 371:1̀麟 |ロク ロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り 。特徴など

3区12号住居 （第217~219図、 PL73・118)

位置 066-552 方位 E-1°-S 形状長軸

4.19m ・短軸3.86mで長軸を南北にもつ隅丸方形で

ある。面積 （12.30)rrl 壁高 52cm 重複 3区4・

10 号住居 •3 区 11 号土坑と厘複。 3 区 4 • 10号住居・

3区11号土坑に切られる調査所見を得た。床面掘

り方面から厚さ 16cmの埋め土を施して平坦な面

を造る。床面は凹凸なく、平坦で整っている。壁溝

確認できなかった。柱穴床面の調査時には確認で

きなかったが、掘り方面で4つの柱穴が検出された。

床面から掘り込まれた可能性が高く、住居のほぼ対

角線上に4基確懃した。貯蔵穴確認できなかった。

寵東壁に設置。燃焼部は幅57cm、奥行き 55cm

で検出。掘り方時に検出された袖部の窪みは、寵構

築材を据えた跡であろうか。遺物床直から鉄塊系

遺物、埋土から土師器甕、須恵器蓋、須恵器大甕、

椀形鍛冶滓、掘り方埋土から鉄塊系遺物が出土した。

実測可能な遺物が10個体ある。所見掘り方面で確

認された柱穴は、床面から掘り込まれた可能性が高

いとの所見から、 12号住居平面図内に4つの柱穴

を合成した。本住居の遺物は埋土からの出土が多い。

出土遺物の時期は 8世紀第2四半期に比定される。

3区12号住居

l 暗褐色土多拭の Hr-FPを含む。

2 暗褐色土少巖の Hr-FA、多漿の Hr-FPを含む。

3 暗褐色土 黒色粘質ブロック、少屈の焼土粒・炭化物粒

を含む。

4 暗褐色土 Hr-FP、Hr-FAプロックを含む。

5 暗褐色土多祉の焼土粒 •Hr - FA ブロックを含む。

締まりあり 。（窟の 2層）

6 暗褐色土 Hr-FAブロック、少益の焼土粒を含む。

締まりあり 。（貼り床）

7 暗褐色土少屈の Hr-FP、Hr-FAを含む。

8 暗褐色土少屈の Hr-FP、多屈の Hr-FAプロソク

を含む。

9 黒褐色土少最の Hr-FAプロック、暗褐色プロック

を含む。

10 褐色土 多節の Hr-FPを含む。
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第217図 3区12号住居平面・断面図
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3区12号住居竃

1 暗褐色土多屈の Hr-FPを含む。（住居の埋土1)

2 暗褐色土 多量の焼土粒 •Hr-FA プロックを含む。 締まりあり 。

（竃構築土の崩落か）

3 暗褐色土多最の炭化物を含む。

4 暗褐色土 少量の焼土粒 • Hr-FA プロックを含む。 締まりあり 。

5 褐色土 少最の焼土粒 • Hr-FA プロ ックを含む。 締まりあり 。

第218図 3区12号住居掘り方・寵 平面 ・断面図
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第219図 3区12号住居出土遺物図

3区12号住居出土遺物観察表

No 
挿図No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第219図 土師器 埋土 口(132)高28残 ①細砂 ②良好 口縁部上半が横ナデ。下半～底部は不定方向のヘラ削りか。
1 PL -118 杯 1/6 底一 ③にぶい橙色

2 
第219図 土師器 + 15 口(14.0)高41残 ①細砂②良好 口縁部上半が横ナデ。下半～底部はヘラ削り 。内面は斜放
PL -118 杯 1/6 底一 ③橙色 射状暗文。

第219図 土師器 + 33 口(141)高43残 ①細砂 ②良好 口縁部上半が横ナデ。下半がナデ。底部は不定方向のヘラ
3 PL -118 杯 1/4 底一 ③にぶい橙色 削りか。

第219図 須恵器 埋土 口(180)高23残 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。天井部中ほどは回転ヘラ削り。
4 PL -118 蓋 口～天井1/5底ー ③灰白色 外面に自然釉。

第219図 須恵器 埋土 口(124)高30 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転ヘラおこし。
5 PL -118 杯 1/4 底(86) ③灰白色

6 
第219図 須恵器 埋土 口138 高33 ①細砂 ②還元焔 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転ヘラおこし。
PL -118 杯 1/3 底(90) ③灰白色

第219図 土師器 埋土 口(212)高66残 ①細砂 ②良好 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り 。内面はヘラナ
7 PL -118 甕 口～肩部1/4底ー ③にぶい橙色 プ一令。
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No 
挿図No

遺物名 ①重②磁③メ
出土位置

特徴など
図版No 計測値(cm)

第219図 椀形鍛冶滓 ①870 g + 41 含鉄の椀形鍛冶滓の屑部破片。上下面と上手側の側面が生きており、それ以

8 PL -118 （小、含鉄）②4 長径6.4短径42 外の側面が破面となっている。上面には 1cm大の木炭が、下面には鍛冶炉に

③H (0) 厚33 敷き詰められた粉炭痕が残されている。滓はやや緻密で含鉄部は僅か。

第219図 鉄塊系遺物 ①934 g 床直 鉄部主体の椀形鍛冶滓の中核部片または鉄塊系遺物。上面は平坦ぎみで、下

PL -118 ②5 長径45短径44 面は皿状となっている。付着土砂が1厚くやや確定するには躊躇する。含鉄の

， ③特L(*) 厚31 椀形鍛冶滓とすれば、中核部から僅かにそれた位置の個体であろう 。上手側

の側面には明瞭に含鉄部が露出しており 、やや斜めに長さ 2cm大の不整楕円
形の鉄塊が潜っている。鍛冶滓とすれば精錬途上の鉄塊であろう 。それ以外

にも内部には含鉄部が予想される。

第219図 鉄塊系遺物 ①1028 g -15 表面の酸化土砂の厚い鉄塊系遺物。メタル度が特L(*)で、 8世紀代の鉄塊
PL~ 118 ②5 長径53短径45 系迫物としては重要品である。酸化土砂のため破面や自然面は区別できない。

10 
③特L(*) 厚36 側面下半に黒錆の吹いた錆膨れがやや発達している。磁着の強弱が部位によ

りあり、鉄主体の含鉄の椀形鍛冶滓の側部破片の可能性も残される。その場

合は平坦面が上面となる。鍛冶素材としての製錬鉄塊であろうか。精錬途上

の含鉄の椀形鍛冶滓かが注目される。

①重量②磁着度③メタル度

(2)竪穴状遺構

3区1号竪穴状遺構 （第220図、PL74)

位置 088-568方位 N-73°-E 形状 長軸

4.22m・短軸3.78mで長軸を南北にもつ方形である。

面積 13.85rri壁高 35cm重複なし柱穴確認

されなかった。 鼈 ．炉なし遺物 須恵器椀、蓋、

＼ 
叫

――A ―̀一 ／ 

Oo 

A L=221.70m 

こ 0

Q 

灰釉陶器椀、礫が埋土から出土した。 所見 出土遺

物が小破片であるため、時期を比定することはでき

ない。

こ8 叫

／｛ 

゜一A' E 。
r 

一ベベ
上

叫

△ 

゜
1 60 2m 

第220図 3区1号竪穴状遺構平面 ・断面図
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[3] 奈良•平安時代の遺構と遺物

3区2号竪穴状遺構（第221図、 PL74)

位置 082-543 方位 N-13°-E 形状長軸

43.0m・短軸39.0mで長軸を東西にもつ方形である。

面積 11.17m壁高 62cm重複 3区9号住居と重

複、 3区9号住居に切られる調査所見を得た。柱穴

確認されなかった。寵．炉なし遺物土師器杯、

甕、須恵器杯・椀、皿が埋土から出土した。

所見地山の礫が住居の西側に多く見られる。礫は

地山中に深く埋没し、本遺構構築の際にも動かされ

た様子はない。地山中の礫は 2mを超える大きなも

のもある。最下層（12層）のみブロック土。 1~11

0:)/ o¥ 

層は自然堆積土層。12層は踏み固められたような

土層ではあるが、住居の床面のような締まりはなく、

掘削作業中に踏まれた土であろう 。住居掘削途中で

掘削を中止した遺構の可能性も考えられる。出土し

た土器片が小破片のため、出土遺物から遺構の時期

を比定することはできない。3区9号住居に切られ

ることから、 10世紀後半以前に構築されたと思わ

れる。

叫 碍

゜
へ 4

` 8 e （］ △ 

△ ト／
B¢ 急゚ ゜

I "" II芦 I IIぇ3

゜□ ゚° 
唸

勺
゜陪｝ a o゚

畠い。ハ~‘ “:' I I I I E 
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吋 ＼ 
一c、] 「 邑l l 
..J oo 

， 住 叫 ゜--4 c 
u¥ 

l l 

一
A L-21980m 

ul 
△ 

゜
1: 60 2m 

12 

3区2号堅穴

1 黒褐色土多屈の Hr-FP、少最の Hr-FAを含む。

2 褐色土 Hr-FAを主体とする砂質土。白色軽石を含む。

3 暗褐色土 Hr-FAを主体とする砂質土。白色軽石を含む。

4 褐色土 2陪より砂質。

5 褐色土 多量の Hr-FP • Hr -FAブロックを含む。

6 黒褐色土 多量の Hr-FPを含む。砂質土。

7 暗褐色土 多贔の Hr-FP • Hr -FAプロックを含む。

8 暗褐色土多菌の Hr-FPを含む。

9 灰褐色土 Hr-FAを主体とする砂質土。

10 褐色土 少贔の Hr-FP、多巖の黒色粘質プロ・ノクを含む。

11 褐色土 多械の Hr-FP、多量の黒色粘質プロ ックを含む。

12 暗褐色土多拭の Hr-FP・Hr-FAプロック・黒色粘質プロッ

クを含む。

第221図 3区2号竪穴状遺構平面・断面図
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

(3)土坑

諏訪ノ木 V 遺跡で検出された奈良•平安時代の

土坑は、 2区1号土坑の 1基だけである。

2区1号土坑 （第222図、 PL74・118)

土坑は、833-420に位置する。本遺構は2区

21号住居と重複する。本遺構が2区21号住居を切

る調査所見を得た。

本遺構は、ほぼ方形で、長軸131cm、短軸106

cm、確詔深38cmを測る。土坑内にば焼土、炭化

物が多く含まれる。

本遺構から出土した遺物は土師器甕l点、鍛冶鉄

塊系遺物l点、鍛冶滓l点である。

A
 

＼
 

＼ ／ 口 1

21 住

A_L=209.30m _K 

ー ］
2区1号土坑

1 黒褐色土 Hr-FA、Hr-FPを多く 含む。

2 黒褐色土 Hr-FAを多く含む。

3 黒褐色土焼土、炭化物、 Hr-FAを多く含む。

゜
1 : 40 lm 

ロ9 
゜

1 : 3 10cm 

言り
0 1 : 2 5cm 

第222図 2区1号土坑平面・断面図、出士遺物図

2区1号土坑出士遺物観察表

No 
挿図No 種別 出土位置 計測値 ①胎土 ②焼成

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) ③色調

第222図 土師器 +2 口(120)高60残 ①砂粒②良好 口縁部横ナデ。肩部外面ヘラナデ。内面ナデ。
1 PL -118 甕 口～肩部片 底ー ③にぶい橙色

No 
挿図No

遺物名 ①重②磁③メ
出土位置

特徴など
図版No 計測値 (cm)

第222図 鍛冶鉄塊系 ①69.8 g 埋土 平面、不整楕円形をしたやや偏平な鍛冶鉄塊系遺物。上下面が生きており、
PL -118 遺物 ②5 長径5.8短径3.8 右側面の一部が破面となる。この破面の周辺では放射割れが発達ぎみ。上面
2 ③特L(*) 厚20 は僅かな凹凸を持つものの平坦ぎみで、下面は左右方向に伸びる浅い椀形。

右側部寄りの放射割れや酸化土砂の厚い部分を除いて、全体に磁着が強い。

精錬鍛冶終了階段の鉄塊系遺物か。

第222図 鍛冶滓 ①1.5 g 埋土 偏平な鍛冶滓の小片。上手側の側部のみが破面となる。上下面で質感が異な

3 PL -118 ②4 長径20短径13 り、上面はごく緩やかな波状。何らかの鉄製品などに接していた面か。これ
③なし 厚05 に対応する様に、右側の上面の滓は盛り上がっている。

①重最②磁着度③メタル度
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[3] 奈良 • 平安時代の遺構と遺物

(4)遺構外出士遺物（第223・224図、 PL119)

土師器杯、甕、須恵器蓋、杯、椀、瓶、羽釜、鉄

製品、椀形鍛冶滓、鍛冶滓といった奈良•平安時代

の遺構外の遺物が出土した。帰属の明らかにできな

かった遺物で、残存率のよい個体を取り上げた。

口 ／□ ー —­

ニ 4 1 i ニ

こ三言 こ贔 6 口翌 7

三―ニ ーニロ
ーー ロ- 8 . 

- 9 

‘ 
←----

し こ/10

~ ------

---------

）
 ―――-9^-- - - - ----

゜
1 : 3 

I I 15 (1/2) 
L ―-9  - J 

10cm 

第223図 諏訪ノ 木V遺跡奈良 • 平安時代遺構外出土遺物図（1 )

乏
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

口□
ロ
ロここ —`~o □。-a□ ロ

゜第224図 諏訪ノ木V遺跡奈良•平安時代遺構外出土遺物図 (2)
1 : 2 5cm 

諏訪ノ木V遺跡 奈良•平安時代遺構外出土遺物観察表

No 
挿図No 種別 出土位置 計測値

特徴など ①胎土 ②焼成 ③色調
図版No 器種 追存状態 (cm) 

1 
第223図 土師器 2区 口(168)高36残 口縁部上半が横ナデ。下半～底部はヘラ削りか。①砂粒 ②良好③にぶい橙
PL -119 杯 1/3 底一 色。体部外面に墨痕あり。

2 
第223図 土師器 2区 口(128)高33残 口録部上半が横ナデ。 下半～底部はヘラ削りか。内面は斜放射状暗文。①砂
PL -119 杯 1/3 底一 粒 ②良好 ③褐色

3 
第223図 土師器 3区 口(123)高29残 口縁部上半が横ナデ。下半～底部は不定方向のヘラ削りか。①砂粒 ②良好
PL -119 杯 1/6 底ー ③褐色

4 
第223図 須恵器 2区 D 135 局 29 ロクロ成形、右回り回転。摘みは貼付。天井部中ほどは回転ヘラ削り。①砂
PL -119 蓋 2/3 粒 ②還元焔③灰色

5 
第223図 須恵器 2区 口(124)尚33 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不明。①細砂 ②還冗
PL -119 杯 1/3 底60 焔 ③暗青灰色

6 
第223図 須恵器 2区 口133 局 40 体部外面正位に墨書、「口」。
PL -119 杯 完形 底 56

7 
第223図 須恵器 2区 口131 品 45 ロクロ成形、右回り回転。底部切り離し技法はナデで不鮮明であるが回転糸
PL -119 杯 1/2 底50 切りか。体部内面逆位に刻書、「真口」［田力］。①細砂 ②還元焔③灰白色

8 
第223図 須恵器 2区 口142 局 49 ロクロ成形、右回 り回転。底部は回転糸切り。高台は貼付。
PL -119 椀 2/3 底(60) 高台(60)①細砂 ②酸化焔ぎみ③灰褐色

， 第223図 須恵器 2区 口140 高55 ロクロ成形、右回り回転。底部は回転糸切り。扁台は貼付。内外面黒色。
PL -119 椀 3/5 底63 高台 65 ①細砂 ②還元焔 ③灰白色

10 
第223図 須恵器 l区 ロ ー 高21残 ロクロ成形、右回り回転。底部回転ヘラ削り。尚台は削り出し。①細砂 ②
PL -119 瓶 底部1/5 底(106) 還元焔③灰色

11 
第223図 土師器 2区 口(230)高81残 口縁部横ナデ。胴部は縦位のヘラ削り。①粗砂 ②良好 ③褐色
PL -119 甕 口～胴部1/6底一

12 
第223図 土師器 2区 ロー 高 187残 縦位のヘラ削り。①粗砂②良好③褐色
PL -119 甕 胴～底部1/4底(62)

13 
第223図 土師器 2区 口(230)高57残 口縁部から頸部は横ナデ。胴部はヘラ削り。内面はヘラナデ。①砂粒 ②良
PL -119 甕 口～頸部1/6底ー 好③にぶい橙色

14 
第223図 羽釜 2区 口(195)高 172残 ロクロ成形。鍔は貼付。胴部外面、底部から鍔に向けて縦方向のヘラ削り。
PL -119 口～胴部1/4底ー 鍔(239) 内面ヘラナデ。①砂粒②酸化焔③にぶい黄橙色

No 
挿図No

遺物名 ①重②磁③メ
出土位置

特徴など
図版No 計測値(cm)

第223図 鉄製品 ①125 g 1区 幅19cm程の薄板状の鉄製品。端部はほぼ直角に成形されており、下手寄り
15 PL -119 鍛造品 ②5 長76残幅20 の右側の肩部が小さく欠けている。中央部で緩やかにくの字状に折れ曲がっ

板状不明 ③L （●） 厚02 ており、折れ方向は斜めである。刃部は作り出されていない。

第223図 鉄製品 ①102 g 3区 長軸の先端部が破面となった棒状の鉄製品破片。外周部に酸化土砂が取り巻
PL -119 鍛造品 ②4 長51残幅06 き不明点が多い。上手側の端部には厚さ 45mm程の不整楕円形の端部が露出
16 棒状不明 ③H(O) 厚025 している。中程は横断面形が円形ぎみ。一部に放射割れが入りはじめている。

第224図 椀形鍛冶滓 ①296 g 3区 平面、不整台形をした含鉄の椀形鍛冶滓片。表面は酸化土砂に覆われ、放射

PL -119 （小、含鉄）②5 長径38短径35 割れが激しい。上下面が生きており、側部は4面共に破面と見たい。放射割
17 

③銹化（△） 厚20 れの形態や磁着傾向から見て、含鉄部は広がりを持っていた可能性が高い。

もとの椀形鍛冶滓の肩部寄りの破片か。

第224図 椀形鍛冶滓 ①83 g 3区 平面、不整二角形をした含鉄の椀形鍛冶滓片。上下面と右側面の一部が生き

18 PL -119 （極小、含 ②5 長径25短径21 ており、それ以外の側面は破面となっている。含鉄部は中核部。
鉄） ③銹化（△） 原16

第224図 鍛冶滓 ①185 g 3区 平面、不整五角形をした小塊状の含鉄の鍛冶滓。表面には軽石を数多く含む
19 PL -119 （含鉄） ②5 長径32短径26 酸化土砂が固着している。含鉄部は上手側の側部寄り。

③銹化（△） 厚23
第224図 鍛冶滓 ①127 g 3区 平面、不整楕円形をした含鉄の鍛冶滓片。やや偏平で端部片側に小破面を持
20 PL -119 （含鉄） ②5 長径31短径22 つ。鍛冶素材の遊離片か。

③銹化（△） 厚16

①菫氣②磁着度③メタル度
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[4]中世以降の遺構と遺物

[4]中世以降の遺構と遺物

3区

ヽ
‘̀ 

2区

1 ) 

諏訪ノ木V遺跡 中世以降の遺構

概要

本遺跡の中世以降の遺構は、掘立柱建物12棟、

柱穴列3列、土坑81基、土坑墓2基、井戸10基、

溝6条である。（第226・227図）

1区2、3号以外の溝は、東西、南北方向を意識し

た溝である。また、 2区南の表土下層からは、削平

された面が確認された。削平された面もほぼ東西、

南北方向を意識している。

2区4号溝の西側と削平面に掘立柱建物群がある。

2区1号掘立柱建物の北東にある諏訪ノ木II遺跡

(2000渋川市教委）では中世以降の掘立柱建物群が

検出されている。
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第225図 諏訪ノ木V遺跡と諏訪ノ木II遺跡の中世以降の遺構
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

(1)掘立柱建物

1区1号掘立柱建物（第228図、 PL76)

位置 790-418主軸方向 N-74°-E重複 l

区3号溝と重複。本建物の方が、溝より後出である。

形態身舎部分は 1X 2間(3.73mx 3.77m • 12.5尺

X 12.5尺）、 14.06rrlの東西棟か。柱間は桁側1.81

~2.04m、梁側3.73m。東 ・西・南・北辺すべてで、

直線的に柱穴が並び、ほとんど歪みのない正方形を

呈す。北東隅柱はトレンチのため未検出。

柱痕跡は Pl・ P5で見られ、 15.2cm、20.5cmを

測る。柱穴は、楕円形、円形、不整円形のものが混

在し、長径37~53cm、短径31~43cm、深さ 54

~85cmで、ばらつきがある。

内部施設なし。 出土遺物 なし。

諏訪ノ木V辿跡 l区1号掘立柱建物 東西棟

規模 1 X 2間 面積 (1406) m' 

主軸方向 N -74 ° -E 庇

桁・梁行きの 柱穴 規模（cm)
形状

次ピットと

規模（m) No 長径 短径 深さ の間隔 (m)

北辺 (329) Pl 53 40 85 不整形 204 

P2 39 33 62 楕円形

南辺 (377) P3 37 31 54 楕円形 181 

P4 43 40 73 円形 196 

西辺 373 P5 46 43 77 円形 373 
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； ピット1

l 黒褐色土 Hr-FPを少巌含む。締まりなし。

2 黒褐色土 Hr-FPを少贔、 Hr-FAプロッ

溝 クを含む。締まり弱。

3 黒褐色土第2層よりやや明るい土色。Hr-FP

を多鼠、 Hr-FAブロックを含む。

じ ） I 
締まり弱。

チ 4 暗褐色土 Hr-FAプロックを多屈に含む。

やや締まる。

ピット5

1 黒褐色土 Hr-FPを多贔に含む。粘性弱。

やや締まる。

2 灰褐色土 Hr-FPを多最、 Hr-FAブロック

B ／ハ＼J
＇各

を含む。締まりやや強。
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2区1号掘立柱建物 （第229図、 PL75)

位置 891-444主軸方向 N-9°-W重複無

し形態検出された身舎部分は 2X6間(4.39mX 

13.2m • 14.5尺 X43.5尺）、 37.23rrl以上の南北棟。

南側に1.06mの間隔をとって、 8間の庇が検出

されたことから、全体として 2X 8間(5.45mX 

16.69m)の規模であると思われる。柱間は桁側1.84

~2.55m、梁側2.13~2.26m。柱穴は直線的に並び、

ほとんど歪みのない長方形を呈す。庇の柱穴は身舎

の西辺とほぽ対応する位置にある。

柱痕跡はpg、 11、14、15、16で見られ、 14.9

cm、15.2cm、12.5cm、12.3cm、15.3cmを測る。上

面が比較的平坦な礫が、 Pl、2、4~9、11、15、17

の底から検出され、根石と見られる。柱穴は、楕

円形で、長径52~83cm、短径42~69cm、深さ

37~110cm、Pl8を除き、深さは統一性が高い。

庇の柱穴は、身舎の柱穴とほぽ同規模である。

内部施設 なし。 出士逍物なし。

2区2号掘立柱建物 （第230図）

位置 954-503主軸方向 N-83 ° -E 董複 2

区3・4・6号掘立柱建物、 2号柱穴列、 6・ 16・17号

土坑と重複。本遺構は、 6• 16号土坑より前出で、

17号土坑より後出である。その他の遺構との新旧

関係は不明である。

形態身舎部分は2X 3間(4.50~4.56mX 6.92~ 

7.10m • 15尺X23.5尺）、31.76rrlの東西棟。柱間は

桁側2.16~2.52m、梁側2.17~2.33m。東・西・北

辺で、直線的に柱穴が並ぶが、南東隅柱の P6は、

内側に外れている。ほとんど歪みのない長方形を呈

す。西辺の Pl、P9間の柱穴は、未検出か省略。柱

痕跡は P9で見られ、 18.0cmを測る。柱穴は、長径

33~65cm、短径24~59cm、深さ 11~67cmで、

大きなばらつきがある。

内部施設なし。 出土遺物 なし。

[4]中世以降の遺構と遺物

諏訪ノ木V追跡 2区1号掘立柱建物 南北棟

規模 (2+ 1) X (8)間 面積 (3723) rri 

主軸方向 N-9°-W 庇 西

桁・梁行きの 柱穴 規模（ cm)
形状

次ピソトと

規模(m) No 長径 短径 深さ の間隔（m)

南辺（439) Pl 65 55 43 不整形 226 

P2 58 50 54 楕円形 213 

西辺(132) P3 66 47 84 楕円形 255 

P4 60 53 90 楕円形 201 

P5 70 66 96 楕円形 190 

P6 78 69 110 楕円形 210 

P7 62 45 97 楕円形 184 

P8 73 60 85 不整形 211 

pg 61 41 93 楕円形

西庇(1696)PlO 62 58 84 楕円形 2.4 7 

Pll 52 47 67 楕円形 204 

Pl2 56 50 66 楕円形 203 

Pl3 57 50 65 楕円形 196 

Pl4 59 49 88 楕円形 198 

Pl5 71 52 86 楕円形 198 

Pl6 63 55 93 楕円形 1 97 

Pl7 83 67 75 楕円形 206 

Pl8 52 42 37 楕円形

諏訪ノ木V辿跡 2区2号掘立柱建物 東西棟

規模 2x3間 面栢 3176面

主軸方向 N -83° -E 庇

桁 ・梁行きの 柱穴 規模（ Cm) 次ピットと

規模 (m) No 長径 短径 深さ
形状

の間隔 (m)

北辺 71 Pl 65 59 66 楕円形 237 

P2 55 50 61 楕円形 221 

P3 41 36 67 楕円形 252 

東辺 45 P4 47 42 11 円形 217 

P5 33 29 23 楕円形 233 

南辺 692 P6 37 24 44 楕円形 216 

P7 47 36 48 楕円形 225 

P8 47 37 49 楕円形 2.51 

西辺 456 P9 61 44 53 楕円形 456 
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[4]中世以降の遺構と遺物
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ピット 7

1 暗褐色土少批の Hr-FP、Hr-FAプロックを含む。

締まりあり 。

2 暗褐色士多醤の Hr-FAプロック、少最の黒褐色プロック

を含む。締まりあり 。

ピッ ト9

1 暗褐色土 Hr-FP、Hr-FAプロック、少量の炭化物粒を含む。

2 暗褐色土 Hr-FP（第1層に比べて径が小さい）。Hr-FAプロ ッ

ク、少量の炭化物粒を含む。

3 暗褐色土 Hr-FAプロック、黄褐色プロック、多最の礫を含む。
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

2区3号掘立柱建物 （第231図）

位置 935-502主軸方向 N-86 ° -E 重複 2

区2・4・6号掘立柱建物・2区16号土坑と重複。新

旧関係は不明である。

形態身舎部分は 1X 2間(4.28~4.32mX 5.16~ 

5.34m • 14尺 X 17.5尺）、22.58rrl'の東西棟。柱間は

桁側2.41~2.75m、梁側4.28~4.32m。柱穴は直線

諏訪ノ木V遺跡 2区3号掘立杜建物 東西棟

規模 I x 2間 面積 2258rri 

主軸方向 N -86'-E 庇

桁・梁行きの 柱穴 規模 （cm)
形状

次ピソトと

規模(ml No 長径 短径 深さ の間隔 (m)

北辺 534 Pl 53 46 63 楕円形 270 

P2 47 44 53 不整円形 261 

東辺 428 P3 53 44 55 隅丸方形 428 

南辺 516 P4 34 30 54 隅丸方形 241 

P5 50 37 69 楕円形 275 

西辺 432 P6 51 38 64 楕円形 432 

的に並び、ほとんど歪みのない長方形を呈す。いず

れの柱穴も柱痕跡は確認できなかった。柱穴は、楕

円形、隅丸方形、不整円形のものが混在し、長径

34~53cm、短径30~46cm、深さ 53~69cmで、

ばらつきがある。

内部施設なし。 出土逍物なし。
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[4]中世以降の遺構と遺物

2区4号掘立柱建物 （第232図）

位置 950-499主軸方向 N-83°-W 重複 2

区2・3・5・6号掘立柱建物と重複。新旧関係は不明

である。形態身舎部分は2x3間(4.48~4.52mX 

諏訪ノ木V遺跡 2区4号掘立柱建物 東西棟

規模 2x3間 面積 2921 rrl 

主軸方向 N-85° -W 庇

桁・梁行きの 柱穴 規模 (cm)
形状

次ピ ットと

規模 （m) No 長径 短径 深さ の間隔 （m)

北辺 654 Pl 36 33 50 円形 1.87 
P2 41 36 32 隅丸方形 236 
P3 37 29 13 楕円形 187 

東辺 452 P4 36 27 25 不整円形 226 
P5 49 34 52 隅丸方形 226 

南辺 644 P6 23 15 18 楕円形 202 

P7 42 36 45 隅丸方形 226 
P8 49 40 65 隅丸方形 216 

西辺 448 P9 41 (17) 18 不整円形 170 

PlO 35 26 27 楕円形 278 

］ I ’‘ ¥ 
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P 10 

6.44~6.54m • 15尺 X21.5尺）、 29.21団の東西棟。

柱間は桁側1.87~2.36m、梁側1.70~2.78m。西・

南・北で、直線的に柱穴が並ぶが、東辺の P5は、

外側に外れている。ほとんど歪みのない長方形を呈

す。いずれの柱穴も柱痕跡は確認できなかった。柱

穴は、楕円形、円形、隅丸方形、不整円形のものが

混在し、長径23~49cm、短径15~40cm、深さ

13~65cmで、ばらつきがある。

内部施設なし。
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

2区5号掘立柱建物 （第233図）

位置 949-501主軸方向 N-79 ° -E 重複 2

区2・4号堀立柱建物、 5号土坑と重複。新旧関係は

不明である。形態 身舎部分は2x2間(3.31~3.60m

X 3.89~4.41m • 11.5尺 X14.5尺）、 14.36rriの東西

棟。柱間は桁側2.13~2.28m、梁側1.17~2.37m。

平面形は、台形に歪む。いずれの柱穴も柱痕跡は

確認できなかった。柱穴は、楕円形で、長径19~

32cm、短径16~24cm、深さ 10~34cmである。

訪ノ木V遺跡 2区5号掘立柱建物 東西棟

規模 2x2間 面積 1436rrf 

主軸方向 N -79 ° -E 庇

桁・梁行きの 柱穴 規模 （cm)
形状

次ピットと

規模(m) No 長径 短径 深さ の間隔(m)

北辺 4.41 Pl 25 22 28 楕円形 228 

P2 32 16 17 楕円形 213 

東辺 331 P3 30 24 12 楕円形 214 

P4 23 19 34 楕円形 1.17 

南辺 389 P5 22 17 19 楕円形 3.89 

西辺 36 P6 19 16 10 楕円形 1.29 

P7 27 23 20 楕円形 2 31 

内部施設なし。 出土遺物 なし。
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第233図 2区5号掘立柱建物平面 ・断面図

2区6号掘立柱建物 （第234図）

位置 954-498主軸方向 N-10°-W重複 2

区2・3・4号掘立柱建物、 2号柱穴列、 8・ 12・19・20

号土坑と重複。本遺構は、 2号柱穴列より前出で、

8号土坑より後出である。その他の遺構との新旧関

係は不明である。形態身舎部分は 1X 4間(3.55

~3.59m X 8.52~8.88m • 12尺 X28尺）、 31.06rri

の南北棟。柱間は桁側2.08~2.46m、梁側3.55~

3.59m。東 ・西 ・南で、直線的に柱穴が並ぶが、北

辺の Plは、外側に外れている。ほとんど歪みのな

い長方形を呈す。いずれの柱穴も柱痕跡は確認でき

なかった。柱穴は、楕円形、円形、不整円形のもの

が混在し、長径27~71cm、短径22~63cm、深

さ13~51cmで、大きなばらつきがある。

内部施設なし。 出土遺物 なし。
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[4]中世以降の遺構と遺物
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

諏訪ノ木V追跡 2区6号掘立杜建物 南北棟

規模 1 X 4間 面栢 3106rr1 

主軸方向 N -10° -W 庇

桁 ・梁行きの 柱穴 規模(cm) 次ビ ットと

規模 （m) No 
形状

の間隔 （m)長径 短径 深さ

東辺 888 Pl 41 35 36 楕円形 246 

P2 44 40 38 楕円形 209 

P3 52 49 44 円形 208 

P4 36 30 16 楕円形 225 

南辺 355 P5 36 27 35 楕円形 355 

西辺 852 P6 27 22 13 楕円形 210 

P7 39 33 51 楕円形 215 

P8 37 31 25 楕円形 217 

pg 50 25 48 不整円形 210 

北辺 359 PlO 71 63 15 不整円形 359 

諏訪ノ木V迎跡 2区1号柱穴列 東西

規模 面積

主軸方向 N-82°-E 庇

桁 ・梁行きの 柱穴 規模(cm)
形状

次ピ ットと

規模 （m) No 長径 短径 深さ の間隔 (m)

全長 703 Pl 38 36 35 円形 232 

P2 44 35 59 不整円形 225 

P3 48 41 46 円形 246 

P4 44 43 25 円形

2区1号柱穴列 （第235図）

位置 956-502主軸方向 N-82°-E 重複な

し形態 全長7.03mで東西に走行する。柱間は2.25

~2.46mである。いずれの柱穴も柱痕跡は確認で

きなかった。柱穴は、円形、不整円形のものが混在

し、長径38~48cm、短径35~43cm、深さ 25~

59cmを測る。

内部施設なし。 出土遺物 なし。
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第235図 2区1号柱穴列平面 ・断面図

2区2号柱穴列 （第236図）

位置 955-505主軸方向 N-80 ° -E 重複 2

区2・6号掘立柱建物、17号土坑と重複。本遺構は、

6号掘立柱建物より後出である。その他の遺構との

新旧関係は不明である。形態全長8.90mで東西に

走行する。柱間は 2.10~2.36mである。いずれの

柱穴も柱痕跡は確認できなかった。柱穴は、楕円

形、不整円形、隅丸方形のものが混在し、長径37

~59cm、短径35~46cm、深さ 27~66cmである。

諏訪ノ木V追跡 2区2号柱穴列 東西

規模 面積

主軸方向 N -80° -E 庇

桁 ・梁行きの 柱穴 規模 （Cm)
形状

次ピットと

規模(m) No 長径 短径 深さ の間隔 (m)

全長 8.90 Pl 37 35 27 隅丸方形 236 

P2 52 46 46 不整円形 210 

P3 59 46 62 楕円形 236 

P4 41 40 58 円形 211 

P5 50 46 66 不整円形

内部施設なし。 出士遺物 なし。
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[4]中世以降の遺構と遺物
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ピッ ト3

l 褐色土 Hr-FP、Hr-FA、小礫を多く含む。

ピット 4

l 褐色土 Hr-FP、Hr-FAを含み砂質で締まる。

ビッ ト7

1 褐色土 砂質。Hr-FAを含む。

2 黒褐色土 Hr-FAを含む。締まりなし。

3 褐色土 砂質。Hr-FA、黄色プロ ックを含む。

4 黒褐色土多屈の Hr-FAを含む。やや締まる。

ピット 10

l 黒褐色土砂烈。多枇の Hr-FAを含み、やや締まる。

2 黒褐色土少屈の Hr-FAを含む。締まりなし。

3 黒褐色土ごく少品の Hr-FAを含む。締まりあり 。
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

3区1号掘立柱建物 （第238図、 PL76)

位置 038-546主軸方向 N-8°-W重複無

し形態身舎部分は 2x3間(3.57~3.73mX 4.51 

~4.69m • 12尺 X 15尺）、 16.79rrlの南北棟。柱間

は桁側1.37~1.64m、梁側1.74~1.92m。西・南 ・

北で、直線的に柱穴が並ぶが、東辺の P2は、外側

に外れている。ほとんど歪みのない長方形を呈す。

いずれの柱穴も柱痕跡は確認できなかった。柱穴

は、楕円形、不整円形のものが混在し、長径36~

48cm、短径29~36cm、深さ 19~58cmを測る。

内部施設なし。 出土遺物なし。

3区2号掘立柱建物 （第238図、PL77)

位置 070-565主軸方向 N-8°-E重複 3区

3号住居、9・30・31号土坑、 1号井戸と重複。本遺

構は、 3区3号住居より後出である。その他の遺構

との新旧関係は不明である。形態身舎部分は2x2

間(3.48X 3.97m'11.5尺 X 13尺）、 13.82国の南北

棟。柱間は桁側1.59~1.99m、梁側1.25~2.23m。

東・西・南で、直線的に柱穴が並ぶが、北辺の Plは、

外側に外れている。やや歪んで菱形を呈す。いずれ

の柱穴も柱痕跡は確認できなかった。柱穴は、

楕円形、円形、不整円形のものが

混在し、長径29~37cm、短径

25~34cm、深さ 19~32cm

を測る。

内部施設なし。

出土遺物 なし。

諏訪ノ木V追跡 3区1号掘立柱建物 南北棟

規模 2x3間 面積 1679rrl 

主軸方向 N-8°-W 庇

桁・梁行きの 柱穴 規模（cm)
形状

次ピットと

規模 (m) No 長径 短径 深さ の間隔 (m)

東辺 451 Pl 38 29 46 楕円形 150 

P2 48 34 35 楕円形 137 

P3 43 35 46 楕円形 164 

南辺 373 P4 41 36 50 楕円形 192 

P5 36 34 58 不整円形 181 

西辺 469 P6 34 30 44 楕円形 156 

P7 43 33 51 楕円形 164 

P8 36 32 29 楕円形 149 

北辺 357 pg 36 30 19 楕円形 174 

PlO 40 36 53 不整円形 183 

諏訪ノ木V遺跡 3区2号掘立柱建物 南北棟

規模 2x2間 面積 1382rr/ 

主軸方向 N-8°-E 庇

桁・梁行きの 柱穴 規模(cml 
形状

次ビットと

規模（m) No 長径 短径 深さ の間隔 (m)

東辺 397 Pl 29 27 24 不整円形 198 

P2 29 27 21 楕円形 199 

P3 37 34 29 楕円形

西辺(159) P4 30 25 32 楕円形 159 

北辺 348 P5 30 28 28 円形 125 

P6 30 26 19 楕円形 223 
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3区3号掘立柱建物 （第239図、 PL77)

位置 081-572 主軸方向 N-10°-W重複 4・

40号土坑と重複。本遺構は、 40号土坑より前出で、

2区20号住居より後出である。4号土坑との新旧関

係は不明である。形態身舎部分は 1X 2間(1.87m

X 5.02~5.40m • 6尺 X 17.5尺）、 9.74 rrlの南北棟。

柱間は桁側2.47~2.92m、梁側1.87m。東・西・南で、

直線的に柱穴が並ぶが、北辺の Plは、内側に外れ

ている。ほとんど歪みのない長方形を呈す。

いずれの柱穴も柱痕跡は確認できなかった。柱穴

は、楕円形、不整円形のものが混在し、長径37~

57cm、短径28~42cm、深さ 34~69cmで、ばら

[4]中世以降の遺構と遺物

つきがある。

内部施設なし。 出土遺物なし。

諏訪ノ木V遺跡 3区 3号掘立柱建物 南北棟

規模 1 X 2間 面積 974111 

主軸方向 N-10°-W 庇

桁 ・梁行きの 柱穴 規模(cm) 次ピットと
規模(m) No 

形状
の間隔(m)長径 短径 深さ

東辺 502 Pl 57 42 56 楕円形 255 

P2 57 37 60 楕円形 247 

南辺 187 P3 54 41 69 楕円形 187 

西辺 54 P4 40 28 34 楕円形 248 

P5 37 31 56 不整円形 292 

北辺 187 P6 44 37 55 不整円形 187 
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

3区4号掘立柱建物 （第240図、 PL77)

位置 091-574主軸方向 N-80 ° -E 重複 23

号土坑と重複。新旧関係は不明である。

形態身舎部分は 1X 2間(3.68~3.98mX 4.14~ 

4.30m • 12尺 X15尺）、 16.16mの東西棟。柱間は

桁側1.89~2.40m、梁側3.68~3.98m。東・西 ・南 ・

北で、直線的に柱穴が並び、ほとんど歪みのない長

方形を呈す。北・南辺のP2、P5はともに東へ片寄る。

いずれの柱穴も柱痕跡は確認できなかった。柱穴

は、楕円形、円形、不整円形のものが混在し、長径

26~31cm、短径23~28cm、深さ 26~50cmで、

ばらつきがある。

内部施設なし。 出土遺物 なし。

諏訪ノ木V遺跡 3区 4号掘立柱建物 東西棟

＼ 

0
ロ

土

掘

3

井

◎

4
 

万
〗

＼
 

◎16土

OI7土

018上

019土

O27土

020土

942土

932土

規模 1 X 2間 面積 1616面

主軸方向 N -80° -E 庇

桁・梁行きの 柱穴 規模 （Cm)
形状

次ピットと

規模(m) No 長径 短径 深さ の間隔 (m)

北辺 414 Pl 30 28 33 円形 225 

P2 26 23 36 不整円形 189 

東辺 398 P3 29 円形 398 

南辺 43 P4 31 28 26 楕円形 190 

P5 31 27 50 不整円形 240 

西辺 368 P6 29 26 35 円形 368 
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3区5号掘立柱建物 （第241図、 PL77)

位置 088-569主軸方向 N-12°-W董複 3

区1号竪穴状遺構と重複。本遺構は、 3区1号竪穴

状遺構より後出である。

形態 1X 2間(1.68~1.89mX 2.66~3.02m • 6尺X

9~10尺）、 8.50rrlの東西棟か。柱間は桁側1.32~

3.02m、梁側1.68~1.89m。北辺は幅広く、平面台

形を呈する。北辺中央の柱穴は省略か。

いずれの柱穴も柱痕跡は確認できなかった。柱穴

は、楕円形、隅丸方形のものが混在し、 長径22~

31cm、短径20~26cm、深さ 8~23cmで、ばら

つきがある。

内部施設 なし。 出土遺物 なし。

諏訪ノ木V逍跡 3区 5号掘立柱建物 束西棟か

規模 2 X (1)間 面積 (850) rri 

主軸方向 N-12°-W  庇

桁 ・梁行きの 柱穴 規模（Cm)
形状

次ピットと

規模 （m) No 長径 短径 深さ の間隔(m)

北辺 302 Pl 25 22 14 円形 302 

東辺 168 P2 22 20 13 楕円形 168 

南辺 266 P3 26 20 19 隅丸方形 134 

P4 27 26 8 楕円形 132 

西辺 189 P5 31 22 23 隅丸方形 189 
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3区1号柱穴列 （第241因、 PL77)

位置 074-557主軸方向 N-21 ° -W 厭複なし

形態全長5.10mで南北に走行する。柱間は 1.20~

1.46mである。いずれの柱穴も柱痕跡は確認できな

かった。柱穴は、円形、楕円形、不整円形のものが

混在し、長径33~58cm、短径32~45cm、深さ

32~38cmである。

内部施設なし。 出士逍物なし。

諏訪ノ木V遺跡 3区 1号柱穴列 南北

規模 面積

方向 N-21°-W  庇

桁・梁行きの 柱穴 規模(cm)
形状

次ピットと

規模(m) No 長径 短径 深さ の間隔(m)

全長 510 Pl 40 36 32 円形 124 

P2 58 45 35 楕円形 120 

P3 47 42 35 不整円形 146 

P4 40 34 38 不整円形 122 

P5 33 32 32 円形
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

(2)土坑 （第242~256図、 PL78~87・119・120)

諏訪ノ木V遺跡では、中世以降の土坑81基、土

坑墓2基が検出された。人骨や銭貨が出土したもの

を土坑墓とし、それ以外を土坑とした。

土坑 ・土坑墓の多くは時期判別の決め手になる遺

物が含まれていなかったため、埋土や形状、周辺遺

構の様相から時期を中世以降と判別した。

本遺跡の土坑はその形状から①円形、②隅丸方形、

③隅丸長方形、 ④不定形に分類した。

円形の土坑は、39基ある。その内、 1区2・3号、

2区5・6号、 3区2・4・9・16~18・20・27号以外は

底部がほぼ平らである。

隅丸方形の土坑は 7基ある。隅丸方形はその形状

から土坑墓の可能性も考えられるものもある。

隅丸長方形の土坑は 12基ある。短軸に対して長

軸が2倍以上ある隅丸方形のものを隅丸長方形とし

た。1区7号土坑を除き、ほぼ南北軸を長軸として

いる。形状、埋土、長軸方向などから芋穴の可能性

が考えられる。

不定形に分類したものは 21基ある。不定形の土

坑で遺物が含まれるものは 2区13号土坑1基であ

る。出土した遺物は在地系の土器で、中世に比定さ

第11表諏訪ノ木V遺跡土坑一覧表

遺構名称 位置 平面形状 主軸方向

1 1区ー 1号土坑 768 -409 円形

2 1区ー2号土坑 781 -145 円形

3 1区ー3号土坑 765 -397 円形

4 1区ー4号土坑 783 -399 円形

5 2区ー2号土坑 906 -466 円形

6 2区ー 3号土坑 898 -465 円形

7 2区ー4号土坑 881-462 円形

8 2区ー5号土坑 948 -505 円形， 2区ー6号土坑 954 -502 円形 N -84 ° -E 

10 2区ー 7号土坑 956 -499 円形

11 2区ー8号土坑 957 -497 円形 N-70°-W 

12 3区ー 1号土坑 085 -575 円形

13 3区ー2号土坑 085-571 円形

14 3区ー3号土坑 080 -570 円形

15 3区ー4号土坑 081 -573 円形

16 3区ー5号土坑 068 -563 円形 N-10°-W 

17 3区ー6号土坑 074 -560 円形

18 3区-7号土坑 076 -566 円形

19 3区ー8号士坑 075 -562 円形

20 3区ー9号土坑 071-568 円形

21 3区ー 10号土坑 067 -550 円形

286 

れる。

土坑の位置、形態、重複関係、規模などについて

は第11表に掲載してある。なお、特異なものや遺

物が多く出土しているなど特徴的な土坑については

下記に記載する。

2区7号士坑 本土坑は956-499グリッドに位置

する。形態は円形を呈す。規模は長軸100cm、短

軸97cm、最大深18cmを測る。埋土はブロック状で、

人為的に埋められたものと思われる。出土した軟質

陶器の播鉢は、 6本1単位のすり目で、 4ヶ所確認

できる。内面には使用した磨滅痕も確認できる。本

遺構は出土遺物から中世に比定される。

2区12号士坑 本土坑は 592-497グリッドに位置

する。形態は隅丸方形を呈す。規模は長軸147cm、

短軸111cm、最大深57cmを測る。埋土はブロッ

ク状で、人為的に埋められたものと思われる。出土

した石臼は、上臼である。

2区13号土坑 本土坑は860-432グリッドに位置

する。形態は不定形を呈す。規模は長軸91cm、短

軸59cm、最大深34cmを測る。在地系土器が出土

した。本遺構は出土遺物から中世に比定される。

規模 (cm)

長軸 短軸 深さ
備考

121 109 56 

81 80 18 

96 96 38 11土を切る

78 65 48 

94 75 38 

66 56 70 

101 95 48 15土を切る

105 97 54 

81 72 56 2掘P3を切る

100 97 18 揺り鉢

124 109 6 6掘 Plに切られる

125 100 15 

125 113 20 

106 103 26 

71 69 20 

103 93 36 3住、 33土を切る

122 119 39 

79 77 19 

100 99 34 

87 39 41土に切られる

93 (82) 56 11土に切られる



[4]中世以降の遺構と遺物

遺構名称 位置 平面形状 主軸方向
規模(cm)

備考
長軸 短軸 深さ

22 3区ー 11号土坑 068 -550 円形 102 87 40 12住、 10・12土を切る

23 3区ー 12号土坑 069 -553 円形 94 (72) 42 10住を切り、 11土に切られる

24 3区ー 13号土坑 073 -552 円形 80 76 40 10住を切る

25 3区ー 14号土坑 076 -559 円形 89 86 22 

26 3区ー 15号土坑 083 -555 円形 115 113 56 

27 3区ー 16号土坑 099 -562 円形 100 95 14 

28 3区ー 17号土坑 098-561 円形 102 97 12 

29 3区ー 18号土坑 097 -556 円形 107 105 30 

30 3区ー 19号土坑 097 -553 円形 102 (97) 38 

31 3区ー 20号土坑 087 -567 円形 117 103 32 1住を切る

32 3区ー21号土坑 077 -552 円形 97 (92) 39 

33 3区ー22号土坑 073 -549 円形 80 (90) 32 

34 3区ー23号土坑 090 -577 円形 (105) 96 13 

35 3区ー24号土坑 071 -550 円形 81 75 18 

36 3区ー 25号土坑 061-544 円形 101 100 38 

37 3区ー 26号土坑 061 -548 円形 N-79°-W 127 104 36 

38 3区ー 27号土坑 094 -555 円形 105 100 26 

39 3区ー28号土坑 069 -560 円形 97 87 32 

40 1区ー5号土坑 794-412 隅丸方形 N-83 ° -E 119 91 37 6土を切る

41 1区ー6号土坑 794-412 隅丸方形 N -86 ° -E 76 40 5士に切られる

42 2区ー9号土坑 850 -450 隅丸方形 N-80°-W 192 142 60 1住を切る

43 2区ー 10号土坑 852 -443 隅丸方形 N-10°-W 136 94 30 

44 3区ー 29号土坑 065 -560 隅丸方形 N -66 ° -E 118 84 32 2住を切り、 3井に切られる

45 2区ー 11号土坑 849 -443 隅丸方形 N - 7° -E 217 201 50 

46 2区ー 12号土坑 592 -497 隅丸方形 N -79 ° -E 147 111 57 石臼

47 1区ー 7号土坑 765 -407 隅丸長方形 N-69° -E 171 63 60 12土を切る

48 1区ー8号土坑 762 -386 隅丸長方形 N-3°-W (142) 66 28 16土に切られる

49 1区ー9号土坑 773 -407 隅丸長方形 N-20'-W 248 87 40 

50 1区ー 10号土坑 783-413 隅丸長方形 N-16°-W 290 73 22 

51 1区ー 11号土坑 783 -399 隅丸長方形 N-19°-W 260 94 32 3土に切られる

52 3区ー 30号土坑 071-565 隅丸長方形 N - 2° -E 254 100 48 3住を切り、 1井に切られる

53 3区ー 31号土坑 071-567 隅丸長方形 N-15°-E 205 90 27 3住を切る

54 3区ー 32号土坑 081-564 隅丸長方形 N-6°-W 219 76 26 皇宋通宝

55 3区ー33号土坑 067-563 隅丸長方形 N-13°-W (161) 65 42 2住を切り、 5土に切られる

56 3区ー34号土坑 068 -562 隅丸長方形 N-0° 224 65 30 2住を切る

57 3区ー35号土坑 068 -561 隅丸長方形 N-3°-W 245 58 34 2住を切る

58 3区ー36号土坑 076 -570 隅丸長方形 N -10°-W 298 65 32 

59 3区ー37号土坑 074 -545 隅丸長方形 N - 0 ° 218 127 40 

60 1区ー 12号土坑 765 -407 不定形 94 90 48 7土に切られる

61 1区ー 13号土坑 765 -390 不定形 N-80° -E 99 86 24 

62 1区ー 14号土坑 761-389 不定形 N -82 ° -E 141 58 16 15土を切る

63 1区ー 15号土坑 761-389 不定形 N-60'-W (81) 52 24 14土に切られる

64 1区ー 16号土坑 762 -386 不定形 N-85 ° -E 196 75 18 8土を切る

65 1区ー 17号土坑 766 -389 不定形 N-22'-E 189 107 42 

66 1区ー 18号土坑 762 -394 不定形 N -18°-W 181 90 22 

67 1区ー19号土坑 780-391 不定形 N-73'-E 148 105 14 

68 2区ー 13号土坑 860 -432 不定形 91 59 34 在地系土器。22土墓に切られる

69 2区ー 14号土坑 854 -430 不定形 N-14°-W 152 132 20 

70 2区ー 15号土坑 883 -463 不定形 N-26'-E 212 183 70 4土、 4井に切られる

71 2区ー 16号土坑 951-506 不定形 150 139 40 

72 2区ー 17号土坑 955 -502 不定形 N-87°-W 161 147 52 2掘P3に切られ、 2柱列 P4を切る

73 2区ー 18号土坑 977 -506 不定形 N-61°-E 140 88 52 3井を切る

74 2区ー 19号土坑 954 -499 不定形 N-9°-W 198 100 22 20土を切る

75 2区ー20号土坑 954 -499 不定形 N-11°-W 190 12 19土に切られる

76 2区ー21号土坑 912-471 不定形 88 22 

77 3区ー38号土坑 090 -565 不定形 N -86 ° -E 90 82 40 

78 3区ー39号土坑 066 -567 不定形 N -80 ° -E (114) 87 32 6住を切る

79 3区ー40号土坑 076-571 不定形 N -25 ° -E 81 71 38 3掘P3を切る

80 3区ー41号土坑 071-568 不定形 N-15°-W 134 77 18 9土を切る

81 3区ー42号土坑 085 -566 不定形 N-2°-E 192 78 15 1住を切る
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

円形

1区1号土坑
叫

込

叫

A L-209.70m 

1区1号士坑

l 暗褐色土 Hr-FPを多く 含む。

2 暗褐色土 Hr-FP、Hr-FAプロック、黙褐色ブロ ックを含む。

3 暗黄褐色土黄褐色粒を含む。粘性が強い。

1区3号土坑

叫1区2号土坑 m| 
＼ 可

：口4

／ し

l A' 

叫叫

E 

A' 

゜じ0 
口 A L=209 90m 

＜二〉

―文こニァ

Cヽ】
II 

一エI

色粒プロックを
1区2号土坑 Hr-FAを含む。暗褐立色土 Hr-FP、

A' 

l 貼褐 少屈含む。

1区4号土坑 叫

L I□/ 
叫

叫

E
O
L
.
0
0
o
z
11
1
 
8
 

A
 

A' 
A L-208.70m A' 

口
A L-208.00m A' 

＼ 
A' 

1区4号土坑

1 暗褐色土 Hr-FPを多絨に含む。

2 黒褐色土 Hr-FPを少益含む。

2区4号土坑

A L-214.00m A' 

2区3号土坑

A
 □ロ ロ2区2号土坑l 暗褐色土 Hr-FAプロック、 Hr-FPを含む。

2 黒褐色土 Hr-FPを含む。 1層より締まりなし。

A
 

15上

一←圧

A' 

A L-213.00m A' 

A L-213.70m A' 

2区3号士坑

1 黒褐色土 Hr-FPを少醤含む。

2 黒褐色土 l層より締まり弱。

2区4号土坑

l 黒褐色土 Hr-FPをごく少批含む。

2 黒褐色土 Hr-FPをごく少屈含む。1附より締まりなし。

゜
1 : 40 lm 

第242図 l区l~4、2区2~4号士坑平面・断面図

288 



[4]中世以降の遺構と遺物

2区5号土坑 砥

／ 
叫

ヽ
＼ 

＼＼ 
A' A 

¥( 
＝ 仁
c ぷ

CJ 

』

叫 叫

A L-219.30m △ 

゜
む含を

。
む含

ク

屈

ッロプ

庭
FA
クツ

岡

五
R

A

 

1

2

F

F
 

一

＿

r

r

 

H

H

 

坑

土

土

土

色

色

号

褐

褐

5

黒

黒

区2

1

2

 

ロ
2区7号土坑 叫

］ 
叫

ムロ

¥¥ A' 

叫 叫

2区6号土坑

A L-219.20m A' 

口
2116号士坑

1 黙褐色土 Hr-FPを少猿含む。

2 黒掲色土 Hr-FAを含む。

3 黒褐色土 Hr-FPを少菌 Hr-FAプロ ックをごく少益含む。

2区8号土坑 叫 叫

A L=219.00m A' 
ー・ 1 --

てこニニア
2区7号士坑

1 黒褐色土 Hr-FAプロソクを含む。

2 暗褐色土 Hr-FAブロ ックを多祉に含む。1陪より締まりなし。

—\:-- ~) 
~-ノ~-/―

A (I ＼＼ 
A' 

且
⇔ 

00 

一゚l l 

ー
叫 叫

A L-218 90m A' 

` --- ヽ 一¥ 1 2区8号土坑

l にぶい黄褐色土 砂粒。

3区1号土坑 叫 叫

—••• 

A 

<\
A' 

F゚ 

＝ 一CJ 
C 
II 
一・]

吋 叫

A L-221 OOm A' 

3区1号士坑一1 暗褐色土 Hr-FP、Hr_FAプロックを多く含む。
゜

1 : 3 10cm 

゜
1 : 40 lm 

第243図 2区5~8、3区1号土坑平面・断面図、出土遺物図
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

叫叫 叫3区2号土坑

ヽ

A' 

｛ I ¥ △ A I 

叫 叫
A' A L-220.80m 

-l I 

し叫 IXII 

3区3号土坑 FPを多く含む。

△ A L~22 0.80m 

l 暗褐色土 Hr-
＿ ＼  

3区4号土坑 碕 / 叫 3区5号土坑 //1--=-ヽ--ヘ古--ー 叫

l 

口
土

A A' 
B t¥ )I B' 

］ 且
叫 叫 A L-221.00m A' ＝ --l 

c 

A L-221.00m A' 

口
c 

上

し
-

叫
3区4号土坑 3区5号士坑

l 暗褐色土 Hr-FP、Hr-FAプロックを多屈に含む。 l 黒褐色土 Hr-FPを含む。締まり、粘性なし。

2 黒褐色土 Hr-FP、Hr-FAプロックを含む。

3区6号土坑 叫
—t| -

A
 

叫

A' 

3区7号土坑 叫 叫

A 

／ 

叫 叫
A L-220.50m A' 

□□三□
3区6号土坑

l 暗褐色土 Hr-FPを多く含む。

2 暗褐色土 Hr-FPを少罷含む。

3 黒褐色土 Hr-FPを少枇含む。

叫 叫

A L=220 50m A' 

一3区7号士坑l 黒褐色土 Hr-FPを多く含む。

2 暗褐色士 Hr-FPを含む。

゜
1 : 40 lm 

第244図 3区2~7号土坑平面・断面図
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[4]中世以降の遺構と遺物

叫 3区9号土坑 可 叫3区8号土坑吋

一←←

A ＼＼ ＼ A' 

A A' 

息／ ‘： " 

叫 叫
叫 叫

A' A' A L-22090m A L=22050m 

い 3区8号士坑

~l 暗9号褐土色坑土 H,~FP を多く含む。1 黒褐色土 Hr-FPを少星含む。

2 黒褐色土 Hr-FPを多塁に含む。

3区10号土坑 叫 叫 3区11号土坑
r:o¥ 

A
 

叫
A L=220.60m 

A' 

g 
“ ゚c 
c 
II 

一A' 叫

A 

12 土

叫

ヽ

ll〖／□□
A L=220.60m 

叫

旦
＜ ゚c 

口

A' 

叫

3区10号士坑

1 暗褐色土 Hr-FAプロック、 Hr-FA、Hr-FPを含む。

2 暗褐色土 Hr-FAプロック、少枇の Hr-FA、多鼠の Hr-FP

を含む。l層よ り暗色。

ロ
3区11号士坑

1 暗褐色土 Hr-FPを少量、少盤の炭化物粒、 Hr-FAを含む。

2 暗褐色土 1層よりもやや黒色が強く、締まりがある。

3 暗褐色土 Hr-FAプロ ック、多乱の Hr-FA、少益の Hr-FP

を含む。 3区13号土坑

3区12号土坑 叫
‘ !, 8 住

I 
- -—• 

A A' 
・ • 

A,----I I A' 
ム“’マ1

--[( ]) 
`‘’‘  

10住

叫
A L-220.60m 

叫

g 
“つ
0 
Cヽ】

>

A' 

叫

叫
A L-220.40m 

叫

A
 

0'.11 

口 土

1 

3区13号士坑ロl 黒褐色土 Hr-FPを多絨、 Hr-FAを少量含む。
2 黒褐色土 Hr-FPを多屈、 Hr-FAプロ ック を多最に含む。

3区12号士坑

1 暗褐色土 Hr-FPを多最、 Hr-FAを少批含む。

第245図 3区8~13号土坑平面・断面図 ゜
1 : 40 lm 
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

3区14号土坑 3区15号土坑 吋 吋

A
 

A
 

A L-220.50m A' 

三

A' 

吋

E
o
 o・o,:,:
11
1

8

 

3区16号土坑 A L~220.00m 
z
 

A
 ロ A' 

A L-219.60m A' 

／へ—----

3区17

A
 

6_ L-219.60m.  A' 

一

ロ
ロ

を

。
。

ク

質

質

ッ

坑

（

砂

砂

口

土

r

『

二

[

A

＿

若

多

H

を

を

ヽ

F
F
F
P
F
P
 

―
―
―
 

H

r

H

r

H

r

z

＿
 

坑

土

土

上

．

色

色

色

±
 褐
褐

褐

＼

＼

号5
灰

灰

灰

1

暗

暗

暗

＼

＼

区3

1

2

3

 

仔A-

ロ
A L-219.40m A' 

A' 

¥___)/ 

ーヤぞ

3区21号土坑 m| m| 

］ 

A
 

A' 

叫
A L=220.10m 

口3区21号土坑l 暗褐色土 Hr-FPを少最、 Hr-FAプロックを含む。

2 暗褐色土 l層よりも Hr-FAブロックの量が多く 、

礫を含む。

A' 

1
1
1

エ

A L-220.30m パ

ロニロニ／
3区20号士坑

l 灰黄褐色土 Hr-FAプロックを若干含む。粘性、締まり共になし。

゜
1 : 40 lm 

第246図 3区14~21号土坑平面・断面図

292 



[4]中世以降の遺構と遺物

3区22号土坑 3区23号土坑 3区24号土坑

A ;¥oi上
／三—二—-

A L-220.20m A' 
A L-220.80m A' 

口3区22号土坑
l 暗褐色土 Hr-FPを若干含む。粘性、締まり

共になし。砂質。

2 暗褐色土 Hr-FP、Hr-FAプロックを若干

含む。粘性、締まり共になし。砂質。

3区25号土坑 叫

：ロロ
A L-220.SOm A' 

A
 

叫

A L=220.60m 

叫

A' 

g 
“ 0 
c、〗

Cヽ＇

』

叫

A' 

_ - 一3区23号士坑 3区24号士坑

1 暗掲色土 Hr-FP、Hr-FAブロソク l 黒褐色土 Hr-FPを若干含む。粘性、

を含む。締まりなし。 締まり共になくばさつく 。

3区26号土坑 'i:o\-一~
/ • 攪乱
/―・ー----

／ ／一ー、

I 
／ 

A
 

A L=220.80m 
叫

＼ 
叫

A' 

二゚

＜ ゚CJl 
c、】
....: l l 

A' 
叫

口
3区25号士坑

l 黒褐色土 Hr-FPを少屈含む。粘性、締まりなし。

2 暗褐色土 Hr-FPを少鼠含む。粘性、締まりなし。 3区28号土坑 叫

3区27号土坑 叫

A
 

叫

A' 

A
 

叫

A' 

叫
A_ _L=220.80m △’ □ 

lllQ
8
'0

Z
Z

=

1

 

8
 

叫 叫

A L=219.50m A
 

3区28号士坑

l 暗褐色土 Hr-FPを多く含む、粘性、締まり共になし。

2 黄褐色土 Hr-FPを多く含む、粘性、締まり共になし。

ヘ ゜
1 : 40 lm 

第247図 3区22~28号土坑平面・断面図
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隅丸方形

1区5号土坑

叫 叫

叫

A

[

 

吋

A L=210.10m 

叫

i 
｀ A' 旦

一゚？

Cヽ】
II 

一吋

A' 

1区5号土坑

1 暗灰褐色土 Hr-FAプロック、 Hr-FPを多く含む。

2 暗灰褐色土 Hr-FPを多く、 Hr-FAを少量含む。

2区9号土坑 叫／ 叫

外

A
-

叫 叫

A L-210.IOm A' 

口
1区6号土坑

1 暗灰褐色土 Hr-FAプロックを多く含む。

2 暗褐色土 Hr-FAプロ ックを若千、Hr-FPを少屈含む。

A
 

叫
1住

A L-211.40m 

A' 

A' 

E
O
V
.
 

N
I
I
T
a
 

2区9号土坑

1 黒褐色土 ロームプロ ックを少最含み、径5~10cm大の礫が

多贔に含まれる。

2 黒褐色土 ロームプロ ックが多量に含まれる。

3 黒褐色土 Hr-FP(5~10cm大）、ローム粒が少量含まれる。

2区10号土坑 ;`,,:I , ;,,:I 

<!'.I 吋
2区10号士坑

l 黒褐色土軽石を少籠、炭化物を多砒に含む。

2 暗褐色土 Hr-FP、炭化物を少益含む。

3区29号土坑 —4.\ <̀| 

塁

2 

：い）（ I゚VD 住

E 
＜ 

-゚-•` --~ 
c 
l l 

←」

4-¥ 吋
3区29号士坑

1 暗褐色土 Hr-FP、Hr-FAブロックを多量に含む。

゜
1 : 40 lm 

第248図 l区5、6号、 2区9、10号、 3区29号土坑平面 ・断面図
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[4]中世以降の遺構と遺物

2区11号土坑

： 

i 
叫

攪

乱

A' 
~ I,ヽ

2区11号士坑

l 暗褐色土 軽石粒を少量含み、良く締ま っている。

Hr-FPをごく少量含む。

2 黒褐色土 Hr-FAを少餓含む。

3 黒色土 砂質。

A
 

。 。
E
O
N
.
[
I
N
I
I
T
T
『

A L=211.20m A
 

2区12号土坑

A
 

A L-219.00m 

／
 A' 

z
 

攪

乱

12土ー 1

゜
1 : 40 

2区12号士坑

l 黒褐色土 Hr-FP、炭化物を少量含む。

lm 2 暗褐色土 Hr-FP、Hr-FAプロックを多戴に含む。

3 暗褐色土 Hr-FAを多贔に含む。締まりなし。

第249図 2区11、12号土坑平面・断面図、出土遺物図゚

1 : 6 20cm 
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隅丸長方形
叫 叫

1区7号土坑 1区8号土坑

日／］

＼ 叫
I I 

A' 
A 11 JI A' 

g 
c 
r̀: 

゜CJl II 
...-l 

叫 叫
E; 

゜心0 
／ 

A L=207.90m △ 

口゚ □ 叫 叫

A L-209.60m A' 1区8号土坑

l 黒色土 Hr-FPを少屈含む。

□/ 1区10号土坑 叫

1 叫

1区7号土坑

1 暗褐色土 Hr-FPを多屈に含み、 Hr-FAプロックを少益含む。

1区9号土坑 叫

A
 

叫

A L-209.50m 
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A' 

叫

゜

゜
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。
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を
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を
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I
I
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ー

叫

号

褐

褐

褐

9

暗

暗

暗

区ー

1

2

3

A
-

A

l
 

A' • 

叫

E

0
6
"6

0
Z
-
1
 

8
 A L=209.90m _K 

＼ 
1区10号土坑

1 掲色土 Hr-FAと多屈の Hr-FPを含む。

2 黒褐色土 Hr-FPを多最に含む。

゜
1 : 40 lm 

第250図 l区7~10号土坑平面 ・断面図
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[4]中世以降の遺構と遺物

1区11号土坑 叫

A
 

A' 

3土

叫

．
 

l
u
o
o
.
o
o
o
8
1
1
1
 

8
 

A
 

g
 

m
 ゜゚

＆
 ゜
2
 
――
 

L
 
A
 

4

一

立

A L=220.90m A' 

口
＼ ヒ

3区30号士坑

1 暗褐色土 Hr-FPを多く 含む。粘性、締まりなく砂質。

2 黒褐色土 Hr-FPを多く含む。粘性、締ま りなく 砂質。

3 黒褐色土 Hr-FPを多く含む。粘性、締まりなく、やや砂質。

3区31号土坑 汎

4

/

 

髭

-~ L-220.90m ・旦＇

口

刈

旦
邑

立 ＼ 
c ° 
c、]
c 
l l 

一
Q¥ Q| 

A L-220.90m A' 

3区32号土坑

A
_
 

ー

A' -----

A L=220.40m A' 

口
3区32号土坑

1 黒褐色土 Hr-FPを少賊、 Hr-FAプロ ックを若干含む。

゜
1 : 40 lm 

3区31号土坑

l 黒褐色土 Hr-FPを含む。

2 黒褐色土 1層よりやや Hr-FPが多い。

第251図 1区11号、 3区30~32号土坑平面・断面図、出土遺物図
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

3区33号土坑叫

5土
I o:il 

A
-

A
-

3区34号土坑 ixlI ixl I 3区35号土坑i:o| i:o| 

2
住

ー
↑
十

T

叫

E

0

0
・1
z
z
1
1
1

g
 

A _L=221.00m . _,凶

口
3区33号土坑

1 暗褐色土 Hr-FPを多屈に含む。

2 黒褐色土 Hr-FAを含む。

3 累褐色土 Hr-FAを多量に含む。

3区36号土坑叫 叫
l
f
す
ー

A II I I A' 

m
o
o
.
I
8
N
-
1
 
8
 g

 

A L=22!.00m A' 

ェー

4

/

 

ぎ

／

2
住

E

0

6
'0
Z
Z
1
1
1
 

叫 m|

A L=220.90m A' 

口
3区35号土坑

1 黒褐色土 Hr-FPを多誠に含む。

2 黒褐色土 Hr-FPを少屈含む。

3区37号土坑

A

l

 

A
 

A
 

吋 叫

E

0

8"0
Z
Z
=
1
 

8
 

A L=219.90m 
叫

A' 

A' 

．
 

E

0

6
'6
T
Z
=
'1 

8
 

m| 

A L=220.80m A' 
3区37号土坑

1 暗褐色土粘性、締まりなし。Hr-FP含む。

2 黒褐色土粘性、締まりなし。Hr-FP含む。口3区36号士坑
1 暗褐色土 Hr-FPを多最に含む。

゜
1 : 40 lm 

第252図 3区33~37号土坑平面 ・断面図
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[4]中世以降の遺構と遺物

不定形

1区12号土坑叫 I 
叫

1区13号土坑
c:ol 
＼ 

叫

＼ 
-A --， —· 

パ三三日
A I I 分~ -I _J A' g — 八｀ cr) 

゜ぐJl l 
← 

叫 叫
叫

A L=209.60m A' A L=207.70m A' 

三
1区］3号士坑

l 暗褐色土 Hr-FPを多く 含む。
l区12号士坑

1 暗褐色土多紐のHr-FAプロックを含む。下位に礫あり。

1区14号土坑 1区15号土坑

紅

A
-
J

A' 

A L-208.00m A' A L=208.00m A' 

てここ7―
1区14号土坑

l 黒褐色土 Hr-FPを多く含む。

1区17号土坑 叫 叫

之
A' 

＼ 
1区15号士坑

l 暗褐色土 Hr-FPを多く含む。

1区16号土坑

叫

A
 

A
 

叫

叫

叫

E
0
6
.L
O
Z
1
1
1

g
 

A L=207.90m 立：

A' 

,
u
o
6"L
O
o
1
1
1
9
 

ー文ここー］ ―
1区16号土坑

1 暗褐色土 Hr-FPを多く含む。

A L=207.90m A' 1区17号士坑

l 暗褐色土 Hr-FPを多屈に含む。

2 馬褐色土 Hr-FPを少菌含む。

3 黒褐色土 Hr-FPをやや多く含む。

゜
1 : 40 lm 

第253図 l区12~17号士坑平面・断面図
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

1区18号土坑叫

A
 

叫
A L-208.20m 

叫

A' 

且
c 
oo 
<=〉

>
叫

A' 

-1区18号士坑
1 黒褐色土 Hr-FPを多く含む。

2 黒褐色土 Hr-FPを少屈含む。

叫
A L=207.40m ーど-1区19号土坑
1 暗褐色土 Hr-FPを多く含む。

2区14号土坑 畔

ー

2区13号土坑叫
叫

22土

I/¥  
-A 

立
g 
“ c 

口゚
叫 叫

1区19号土坑 叫

A
-

叫

A-

A L-209.60m 

口
2区13号士坑

1 黒褐色土 Hr-FPを少最、 Hr-FAをごく少最含む。

2 暗褐色土 Hr-FPをごく少量含み、ローム土が混入する。

口

A' 

A
 

A L-213.00m 

吋

U
I
O
V
.
L
O
N
1
1
1
 

吋

E

0

9
.6
0
Z
-
1
 

V
 

2区15号土坑

一←仔ー

4井

A' 

A
 

゜
1 : 3 10cm 

2区15号士坑

1 黒褐色土 Hr-FPを含む。

2 黒褐色土 Hr-FPをごく少旦含む。

3 黒褐色土 Hr-FAプロックを含む。 3
 

4 t 

゜
1 : 40 lm 

第254図 l区18、19号、 2区13~15号士坑平面・断面図、出士遺物図
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[4]中世以降の遺構と遺物

叫

（＼／―ーヘ入 立

2区16号土坑叫

／ 

［（＼こpq
-----A 

立

A」A L=2!920m E: 

マ゚

＇ 
>
叫叫

A' A L-219.40m 

1区16号士坑

1 暗褐色土 Hr-FPをごく少最、 Hr-FAプロックを含む。

2 暗褐色土 Hr-FAプロックを含む。1層より締まりなし。

2区18号土坑 //--ア＼＼べ ， 

シ

シ

A L-219.SOm 

井

バ

2区18号土坑

1 暗褐色土 Hr-FPを多醤、少贔の炭化物、

少屈のロームプロ ックを含む。

2 暗褐色土 Hr-FPを少屈含む。黒褐色土

の混入により 黒色がやや強い。

A
-

A L-219.!0m 

2区17号士坑

1 黒褐色士 Hr-FP、Hr-FAプロックをごく少械含む。

2 黒褐色土 Hr-FP、Hr-FAを多く含む。

3 にぶい黄褐色土砂粒。

4 にぶい黄褐色土 Hr-FP、Hr-FAプロックを少鼠含む。

5 にぶい黄褐色土 Hr-FAプロック、黒色土プロックを含む。

／
 

立

A' 

2区20号土坑

A
_
 
g

土

ー

A L-219.!0m 

／
↑
す
ー

z-

A
 

＼ ニニ—
2区19号土坑 2区20号土坑

1 黒褐色土 Hr-FAブロック、 Hr- 1 黒褐色土 Hr-FAプロ ックを含む。

FPを少品含む。

3区38号土坑 r:o¥ 
2区21号土坑

A
 

ー`

一―

z＿
撓

乱

A L=214.6 Om A' 

＼ 

A
 

A L=22!.00m 
畔

＼ 
z
 

叫

： 
( 3区38号土坑

叫 2 暗褐色土 Hr-FAプロックを多く含む。

3 暗褐色土 Hr-FAプロ ックを少し含む。

0 1 : 40 lm 

-—---」
第255図 2区16~21号、 3区38号土坑平面・断面図
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

3区39号土坑

A
 

叫

A L-221.lOm A' 

――・l C 
CJ 
ll ツーニッ 』 → 9 “ 

→. I 1 黒褐色土 Hr-FP、Hr-FA 叫
叫 ブロックを多く含む。

2 暗褐色土 Hr-FPを多く含む。

： 
3区41号土坑

A' 

叫 /m|

A
 

g

1
1
1

g
 

m
 。
ーー

,'

2
 

．

．

 

V̀

E

0
00
・o
z
o
=
1
 
v

';i' L
 

z
＿
 

叫
A L=220.90m 

ヘ

3区39号士坑

1 暗褐色土 Hr-FPを多く含む。

2 暗褐色土 Hr-FPを含む。暗褐色土が主体。

3 暗褐色土 Hr-FPを多く含む。1層より粘性、

締まり共になし。

!I A' 3区41号士坑
l 黒褐色土 Hr-FPを多く含む。

叫

叫

A L-220.30m 

叫
A' 

一0 1 : 40 lm 

第256図 3区39~42号土坑平面・断面図

2区7号土坑出士遺物観察表

No ：言言凸 出土位置

遺存状態

埋土

1/3 

計測値

(cm) 

ロ(30.2)裔11.7
底(94)

特徴など

底部回転糸切無調整。板状圧痕あ り。 調整時ロクロ左回転。6本1単位のすり

目を4ヶ所に施す。内面体部下位以下使用によ り磨滅。中世。

2区12号土坑出土遺物観察表
別
種

臼

種

器冨ー 詈~6
特徴など

上臼。側面に引き手差 し込み用の孔を有 し、その横に粗雑な孔を 2穴穿つ。
この孔は破片化した後の再利用時のものと思われる。挽き面は片減 りせず均

質。全体に風化磨滅が著しい。挽き孔径4cm、芯孔径4.2cm。

3区32号士坑出士遺物観察表

No ：言；日宝
出土位置

遺存状態

+17 
完形

計測値 • 特徴など

外縁銭径23.25~23.50mm、外縁内径20.00~20.50mm、銭厚1.00mm、最目 238g。

2区13号土坑出士遺物観察表
出土位置

退存状態

No ：言言［器 埋土

1/3 

計測値

(cm) 

口(10.0) 高 33
底 (72)

①胎土 ②焼成

③色調

①細粒 ②酸化焔 I底部回転糸切無調整。中世。
③にぶい橙色

特徴など
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[4]中世以降の遺構と遺物

(3)土坑墓

諏訪ノ木V遺跡では、中世以降の土坑81基、土

坑墓2基が検出された。土坑の内、人骨や銭貨が出

土したものを土坑墓とした。

2区22号士坑（墓） （第257図PL87・ 120) 本土坑

は860-430グリ ッ ドに位置する。2区13号土坑

と重複する。本土坑が13号土坑を切る調査所見を

得た。形態は不整円形を呈す。規模は長径379cm、

短径303cm、最大深142cmを測る。土坑内から銭

貨が出土したことから土坑墓とした。

2区23号土坑（墓） （第257図、 PL87) 本土坑は

862 -452グリッドに位置する。他遺構との重複関

係は確認されなかった。形態は楕円形を呈す。規模

は長径193cm、短径155cm、最大深38cmを測る。

土坑内から骨片が出土したとの調査所見から土坑墓

とした。

2区23号土

A tr三＼ A 

A L=211.20m A' 

ー文ニニニプ--
2区22号土坑（墓）

孤

•
土

A
-
3
 

ー

ハA L-209.60m 

A' 

叫

UIQ
9
.6
0
Z

-
1
 

8
 A

 

2区23号士坑（墓）

1 暗褐色土多最の Hr-FPを含む。砂粒。

2区22号土坑（墓）

1 暗褐色土 Hr-FPをごく少最含む。
銭貨（1/1)

゜
1 : 40 lm 

第257図 2区22、23号土坑（墓）平面 ・断面図、 出土遺物図

2区22号土坑（墓） 出上遺物観察表

No 
挿図No 種別 出土位置

計測値特徴など
図版No 器種 遺存状態

第257図 銭貨 +5 外縁銭径2450mm、外縁内径1950mm、銭厚100mm、盈目 269g。
1 
PL -120 皇宋通宝 完形

第257図 銭貨 埋土 外縁銭径2450mm、外縁内径1850~1900mm、銭厚125mm、量目384g。
2 
PL -120 口寧元宝 完形

3 
第257図 銭貨 埋土 外縁銭径2425mm、外縁内径2100~2125mm、銭厚150mm、量目 297g。
PL -120 永楽通宝 完形
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

(4)井戸 （第258~262図、 PL87• 88 • 120) 

井戸は 1区l基、 2区4基、3区5基の計10基検出

された。出土遺物も少なく時期を比定することの難

しい遺構がほとんどである。埋土や形状から中世以

降とした。ほとんどの井戸は調査時の湧水のため

危険が生じたので、底部まで調査することが出来な

かった。

井戸の位置、形態、重複関係、規模、などについ

ては第12表に掲載してある。なお、特異なものや

遺物が多く出土しているなど特徴的な井戸について

は下記に記載してある。

1区1号井戸 （第258図、 PL87)

本井戸は 1区北東の 794-395グリッド付近に

位置する。重複する遺構は検出されなかった。

形態は円形を呈す。残存状況は良好であったが、

調査時の湧水のため危険が生じたので、底部まで調

査することが出来なかった。1、5、6層は締まりの

やや弱いブロック状の土層であるが、井戸の縁を囲

む様に石組みが検出され、井戸構築の際に埋め込ま

れた土層である可能性が高いとの調査所見を得た。

内部から井戸枠などの施設は確認されないことから

素掘りの状態で使用されていたようである。

第12表諏訪ノ木V遺跡井戸一覧表

遺構名称 位置 平面形状 主軸方向
規模(cm)

備考
長軸 短軸 最大深

1 1区ー 1号井戸 794 -395 円形 250 180 

2 2区ー1号井戸 867 -448 円形 129 127 278 

3 2区ー 2号井戸 868-447 円形 127 112 162 

4 2区ー3号井戸 976 -506 149 18土に切られる

5 2区ー4号井戸 882 -462 円形 142 133 (162) 15土を切る

6 3区ー 1号井戸 072 -565 円形 145 110 3住、 30土を切る

7 3区ー2号井戸 075 -567 円形 327 322 5住を切る

8 3区ー3号井戸 066 -560 円形 75 70 180 2住、 29土を切る， 3区ー4号井戸 077 -568 円形 167 149 342 5住を切る

10 3区ー5号井戸 071-556 不定形 N -66 ° -E 127 101 

1区1号井戸
A L-207.80m A' 

A
 

l区l号井戸

1 黄褐色士暗褐色土を混入する。締まり弱、粘性弱。

2 黒褐色土 Hr-FPを含む。締まりやや弱、粘性弱。

3 黒褐色土 Hr-FPを少屈含む。締まりやや弱、粘性弱。

4 黒褐色土黄褐色ロームを含む。締まり弱、粘性弱。

5 暗褐色土黄褐色ロームブロックを多品に含む。粘性弱、

締まりやや弱。

6 暗褐色土 ローム粒、ロームブロックを少賊含む。粘性弱、

締まりやや弱。

0 1 : 40 lm 

2 。

A' 

8
¥
 

II 

l 

I 

l 

I 

B L=207.80m B
 

。

第258図 1区1号井戸平面 ・断面図
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[4]中世以降の遺構と遺物

2区1号井戸

A
 

2区1号井戸

l 暗褐色土 ロームプロソクを含む。軽石粒を少絨含む。

2 暗褐色土混じりの少ない土。

3 暗褐色土 ロームブロックを含む。

A- 2区3号井戸

A L-210.70m A' 

>•

A L-219.90m A' 

B L=219.90m B' 

2区2号井戸

A
 

|
l
4
-
T
 

A
 

A L=210.30m △ 
2区3号井戸

l 暗褐色土 Hr-FPを多祉に含む。

2 暗褐色土 l@にHr-FAブロック、黒褐色ブロックが混入。

3 暗褐色士 2屑よりも Hr-FAプロックの混入が少なく、ロー

ム粒子、プロ ックが混入。

2区2号井戸

1 暗褐色土 ロームプロ ックを含む。白色軽石粒を少賊含む。

2 黒褐色土 ロームブロックを少最含む。

3 黒色土

第259図 2区l~3号井戸平面・断面図 ゜
1 : 40 lm 
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

2区4号井戸 呵 叫
ーヤチー

A
 

叫

E
0
9
.
N
I
8
1
1
1

g
 

~--

A L-212.60m A' 

2区4号井戸

1 黒褐色土軽石、礫が多賊に含まれる。

2 黒褐色土 Hr-FPを少最含む。

3 黒褐色土 Hr-FPを少拭含む。1、2層に

比較して粘性がある。

4 黒掲色土 礫を多贔に含む。

5 黒褐色土礫 （径5~20cm大）を多く含む。

3区1号井戸

―》
~// 

2区4井ー 2

A
 

A
- 0 1 : 2 5cm 

0 1 : 3 10cm 

A L-220.SOm A' 

3区1号井戸

l 黒褐色土 Hr-FPを多く 含む。粘性、締まり共になし。

2 黒褐色土 Hr-FPを少拭含む。粘性、締まり共になし。

3 黒褐色土 Hr-FPを少批含む。Hr-FAブロソクを少絨含む。

粘性、締まり共になし。

4 黒褐色土 Hr-FPを少黛含む。粘性、締まり共になし。砂質。

5 暗褐色土 Hr-FPを少拡含む。粘性、締まり共になし。砂質。

゜
1 : 40 lm 

第260図 2区4号、 3区1号井戸平面・断面図、出土遺物図
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[4]中世以降の遺構と遺物

3区2号井戸

A
 

3区2号井戸

1 黒褐色土締まり、粘性なし。 Hr-FPを多く含む。

2 黄褐色土締まり、粘性なし。Hr-FPを多最に含

む。Hr-FPは径3~15cm程の大き

なものが多い。

3 黒褐色土締まり、粘性なし。Hr-FPを多く含む。

径15~50cm程の角張った礫を含む。

礫は井戸を構築していた石材の可能性

がある。

4 黄褐色土礫を多く含む。多量の礫・ロームプロソ

クを含む。締まりなし。

5 黒色土 黒色土を主体とし、 Hr-FAブロック

を若干含む。

6 灰褐色土灰褐色土を主体とし、多祉の礫を含む。

石組か。

A' 

3区3号井戸

A L=220 80m A' ／ 三11
¥ A' I. _ 

／ 

／／攪乱
C/ 

A L-221 OOm A' 

2 9 I一・

|

0

 ーロ＞

3区2井ー 1
3区3号井戸

l 暗褐色土礫 （径20cm以下）を若干、ロームプロックを少し含む。

粘性、締まり共になし。

2 暗褐色土 礫 （径10cm以下）を若干、ロームプロソクを多く含む。

1層より多くのローム土を含み、やや明るい。粘性、

締まり共になし。砂質。

3 暗褐色土 2層よりローム土が多く含まれる。粘性、締まり共に

なし。砂質。

゜
2
 
5cm 

□-2~ 
第261図 3区2、3号井戸平面・断面図、出土遺物図 ゜

1 : 40 lm 
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

A
 

A
-ー

＼

／

 

5 住

3区4号井戸

1 黒褐色土粘性、締ま りなし。Hr-FPを多く含む。

2 黒褐色土黄色のロームプロ ック、径20~40cmの

角張った礫を多益に含む。

3 黒褐色土粘性ややあり 、締ま りなし。 Hr-FPを

多く含む。

4 黒褐色土粘性ややあり、やや締まる。Hr-FPを

少輩含む。

バ

i

3区5号井戸

A
 

撹乱

A' 

A L-220.50m A
 

゜
I : 40 lm 

第262図 3区4、5号井戸平面 ・断面図

2区4号井戸出土遺物観察表

No 
挿図No 種別 出土位置 計測値

特徴など
図版No 器種 遺存状態 (cm) 

第260図 軟質陶器 埋土 口(290)高 114残 内面口縁以下使用による磨滅著しい。底部周縁は使用により凹む。中世。
1 PL -120 揺鉢 破片 底(100)

No 
挿図No

遺物名 ①重②磁③メ
出土位置

特徴など
図版No 計測値

第260図 銅製品 ①300 g 埋土 不規則に環状に折れ曲がった薄板状の銅製品。両端部から 15cm前後、内側

PL -120 環状 ②1 長68 に入った位置に径2mm大の穴が穿たれている。横断而形は外面が僅かに弧状

2 
不明 ③L （●） 厚0.2 で内面がごく浅い樋状に窪んでいる。内外面の各所に短軸方向に向かう繊維

痕が貼り付くように残されている。動物の毛の様にも見えるが、植物性の繊

維痕であろう 。表面全体は緑青に覆われている。長軸の中央部で 2つに割れ
ている。端部寄りの小穴を重ねる様にして用いられたものか。

①重址②磁着度③メタル度

3区2号井戸出士遺物観察表

No 
挿図No

遺物名 ①重②磁③メ
出土位置

特徴など
図版No 計測値 (cm)

第261図 鉄製品 ①79 g 埋土 先端部の欠落した片関の刀子片。関は背側である。背側から見ると刀子は弓

PL -120 鍛造品 ②6 長14.9残幅13 なりに曲がっており、茎の先端部寄りのみが小さく逆方向に折れている。こ

l 刀子 ③M（◎） 厚05 の折れた端部周辺のみに木質が僅かに確認される。刃部は研ぎ減りしている。

刀子としては背側の最大厚みが5mm程あり、比較的しつかりした作りである。
刃部の横断面形がやや片刃状になってしまっているのは保存処理によるもの。

第261図 鍛冶滓 ①7.3 g 埋土 平面、不整楕円形をした小塊状の含鉄の鍛冶滓。放射割れが発達しており、

2 PL -120 （含鉄） ②2 長径22 短径18側面左側の肩部は欠落してしまっている。上面はほぽ平坦で側面から下面が

③銹化 （△） 厚12 丸みを持っている。
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[4]中世以降の遺構と遺物

(5)溝

溝は 1区に 4条、 2区に 4条検出された。3区から

は検出されなかった。検出された溝は、断面形状や

規模とも様々である。

1区l• 4号溝、 2区1~4号溝は、ほぼ東西、南北

の軸にのる。特に 2区1~4号溝は、検出状況から

2区の削平された区画（第226図参照）に関連した溝

の可能性が高く、出土遺物や埋土から中世に比定さ

れる。2区の削平された区画は、本調査で検出され

た2区1号掘立柱建物や諏訪ノ木II遺跡（渋川市教

委）で検出された中世の掘立柱建物群が存在する区

画である。

1区1号溝 （第263図、 PL89• 120) 

1区北に位置し、ほぽ東西に走行する。確認全長

10.4m、最大深87cm、比高は 85cmを測る。

寛永通宝1点、鎌の可能性がある板状の鍛造品、

工具の可能性がある棒状の鍛造品が埋土から出土し

た。重複する遺構は検出されなかった。

本溝は、傾斜方向に走向しているため比高が大き

し‘°

1区2号溝 （第264図、 PL89)

1区中央に位置し、ほぽ南北に走行する。確認全

長13.3m、最大深14cm、比高は 19cmを測る。

遺物はない。重複する遺構は検出されなかった。

1区3号溝 （第264図、 PL89)

1区北に位置し、ほぽ南北に走行する。確認全長

8.8m、最大深30cm、比高は 21cmを測る。

遺物はない。1区1号掘立柱建物と重複する。 1区

1号掘立柱建物に切られる調査所見を得た。

1区1号溝

十 810
-430 

十 810
-425 ］ ＼＼＞虞 810

叫

E

0

0
・1
 

o¥ 
～1
1
1
3
 

口
：：：：こ----—ノニ 1 

゜
2
 

-

2

:

 

ー

ー
［
ー
1
0

旦竺]0m 虫ーユ一旦

口
A' 

l区1号溝

1 暗褐色土 現在耕作土。

2 暗褐色土 軽石を多く含み、陶器片や炭化粒子も少屋含む。

3 暗褐色土 軽石を含み、少贔ローム粒子を含む。

4 暗灰褐色土下部に水流による砂礫が多昼にあり 。

゜
1 : 50 2m 

゜
I : 100 5m 

第263図 l区1号溝平面・断面図、出土遺物図
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

1区2号溝

十 760
-400 

>`△

燈

+ 755 

-400 

し

1 B音褐色土 Hr-FPを多く含む。

2 Hr -FP土

3 暗褐色土 Hr-FPを多械に含み、少械の Hr-FAプロック

が混入。

4 暗褐色土 Hr-FP、Hr-FAプロ ック、黒褐色土プロック

を含む。

1区3号溝

l
ー
下
ー

／
 
／

／
 

／

ー

／

ー／
 

5
 

0

p
 

ーA L-209.20m 

表土 A' 

¥ 
B L=208.90m B' 

＼ 

C L=208.90m ~ 

＋
 

」仁三

ヘ
L=210ロニ／上
1区3号溝

l 黒褐色土多贔の Hr-FP、礫を含む。

2 黒色土 少鼠の Hr-FPを含む。

゜
1 : 50 2m 

゜
I : JOO 5m 

第264図 l区2、3号溝平面・断面図
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1区4号溝

／ 

[4]中世以降の遺構と遺物

1区4号構（第265図）

1区南に位置し、ほぽ東西に走行する。確認全長

27.5m、最大深87cm、比高は 234cmを測る。

遺物はない。重複する遺構は検出されなかった。

本溝は、傾斜方向に走向しているため比高が大き

し‘o

髯＼

A L=206.50m A
 

゜
1: 50 2m 

1区4号溝

l 黒褐色土 Hr-FP、小礫を多益に含む。緻密な堆積。

2 黒色土 Hr-FPを少益含む。緻密な堆積。

3 黒褐色土 Hr-FAを少屈含む。緻密な堆積。

゜
1 : 100 5m 

第265図 l区4号溝平面 ・断面図
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

2区1号溝 （第266図、 PL89)

2区中央やや南に位置し、東西に走行する。確認

全長22.lm、最大深49cm、比高は 320cmを測る。

遺物はない。2区2号溝と重複。2区2号溝とほぼ

同時期であるとの調査所見を得た。

本溝は、傾斜方向に走向しているため比高が大き

し‘o

2区2号溝 （第267図、 PL120)

2区中央やや南に位置し、南北に走行する。確認

全長24.2m、最大深61cm、比高は 34cmを測る。

中世に比定される軟質陶器の播鉢が出土した。2

区1号溝と重複。2区1号溝とほぼ同時期であると

の調査所見を得た。

2区3号溝 （第267図、 PL120)

2区中央やや南に位置し、南北に走行する。確認

全長12.Sm、最大深40cm、比高は 12cmを測る。

中世に比定される中国磁器碗が出土した。重複す

る遺構は検出されなかった。

2区4号溝 （第268凹、 PL90)

2区中央北に位置し、南北に走行する。確認全長

87.5m、最大深73cm、比高は 235cmを測る。

遺物はない。重複する遺構は検出されなかった。

A L=213.70m A' ..  

丁□三／
2区1号溝

1 黒褐色土 Hr-FP、炭化物を少最含む。

2 黒褐色士 Hr-FP、小礫を多屈に含む。

3 黒褐色土礫、 Hr-FP、Hr-FAブロックを多批に含む。

Ji. L=213.20m 

゜
1 : 50 2m 

B
 

2区1号溝

三

+ -455 

885 

/ I / / 
I I I I 

゜
1 : 100 5m 

第266図 2区1号溝平面 ・断面図
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[4]中世以降の遺構と遺物

2区2号溝

(1/3) 

ー
、又
勾~ ％ 

、メ
% % 

'<!.' 

＼二溝ー1
(1/3) 

A L-2 I 2.00m A' 

2 溝

3 溝

又
、な5 % 

゜
1 : 50 2m 

゜
1 : 100 5m 

第267図 2区2、3号溝平面・断面図、出土遺物図
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

2区4号溝 I I I/ 

I 

／ 1-..../ I I I ＼ .. 

{f(/ 
メ

I/ 
、190 955 

I I 
I I 
I/ 

I I f , I l I I If 
＼ 

I II 
| I II 

I 
I I 

I 
I 
I 
I 

●I りI 

翌 ／ 

三］ ！（／ ＂ ／ | I 
A L=217.00m A' 

.. 
噸

調

2区4号溝

1 黒褐色土 Hr-FPを少賊含む。

2 黒褐色土 Hr-FPをごく少最、 Hr-FA（にぶい

黄褐色土）プロックも混入。

3 暗褐色土 Hr-FA（にぶい黄褐色土）プロックが

2層より多く混入。

、:!;915 0 

第268図 2区4号溝平面 ・断面図

゜
1: 50 2m 

I : 100 5m 
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1区1号溝出土遺物観察表

No 
挿図No

遺物名
図版No

第263図 鉄製品
PL -120 鍛造品
1 板状不明

第263図 鉄製品
PL -120 鍛造品
2 棒状

不明

No 
挿固No 種別

図版No 器種

第263図 銭貨
3 PL -120 寛永通宝

No ：頁］旦

①重②磁③メ

①126 g 
②5 
③銹化（△）

①14 

②3 
③銹化（△）

出土位置

遺存状態

埋土

完形

出土位置

遺存状態

埋土

口縁部片

2区3号溝出土遺物観察表

No □言長 出土位置

遺存状態

埋土

底部片

[4]中世以降の遺構と遺物

出土位置
特徴など

計測値 (cm)

埋土 偏平な薄板状の鉄製品破片。上下面と上手側の直線状の側面が生きており、

長38残幅37残 それ以外の側面は破面となっている。はっきりとした刃部は認められず、鎌
厚04 ではないと考えられる。放射割れが内外面に目立ち、薄作りの鋳造品の口縁

部の破片の可能性も残るが、保存処理後のため、判断が難しい。

埋土 長軸方向にやや反り返った棒状の鉄製品破片。長軸の両端部と下面の半分が

長25残幅06 破面となっている。横断面形は手前側が台形ぎみで、上手側に向かい偏平な

厚0.5 形となる。釘等ではなく、何らかのエ具の茎から刃部にかけての破片か。

計測値 • 特徴など

外縁銭径2325mm、外縁内径1900mm、銭厚1.00mm、量目 238g。

計測値

(cm) 
特徴など

①重晟②磁着度③メタル度

ロ(30.0)高 4.2残 1外面器表は燻しにより黒色に仕上がる。中世。口縁端部内面使用による磨滅。
底ー

計測値

(cm) 
特徴など

口一 高 2.3残 1外面鏑蓮弁文。龍線窯系青磁、高台内から裔台端部無釉。中世。
底 (49)

2区1号溝（西より） 2区4号溝 （北より ）
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第5章 諏訪ノ木V遺跡の遺構と遺物

(6)遺構外出土遺物（第269・270図、 PL120• 121) 

在地系土器、中国磁器、軟質陶器、砥石、板碑、

骨蔵器、五輪塔、宝陵印塔、銭貨といった中世以降

の遺物が遺構外から出土した。帰属の明らかにでき

なかった遺物で、残存率のよい個体を取り上げた。

3~6の在地系土器は、 2区1号掘立柱建物付近で出

土したので、遺構に伴う可能性もある。

< 1

＼ ー

ロロニ□三二

〇 1 : 3 10cm 

□ 10 (l /2) 9-- --I ヽヽ 、，―

＼ 

゜
1 : 6 

ロニ□{}7／ーロ

ーーロ
11(]/2) 

14 

15 

第269図 諏訪ノ木V遺跡中世以降遺構外出土遺物図（1)
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[4]中世以降の遺構と遺物

` 第270図 諏訪ノ木V遺跡 中世以降遺構外出土遺物図 (2)

諏訪ノ木V遺跡 中世以降 逍構外出土遺物観察表

16~21(l/l) 

No 
挿図 No 種別 出土位置 計測値

特徴など ①胎土 ②焼成 ③色調
図版No 器種 遺存状態 (cm) 

1 
第269図 在地系土器 2区 口(67) 高 18 底部左回転糸切無調整。中世。①粗砂②酸化焔ぎみ③にぶい黄橙色

PL -120 皿 1/2 底 42

第269図 在地系土器 2区 口74 晶 25 底部左回転糸切餌調整。口縁部灯芯痕付着。中世。①砂粒②酸化焔③にぶい
2 
PL -120 皿 ほぽ完形 底 56 橙色

3 
第269図 在地系土器 2区 口(126)高 35 底部右回転糸切餌調整。底部内面指ナデ。中世。底部外面板状圧痕残る。

PL -120 皿 1/3 底 76 ①砂粒②酸化焔③にぶい橙色

4 
第269図 在地系土器 2区 口(115)高31 底部右回転糸切紐調整。底部内面指ナデ。中世。①砂粒②酸化焔③にぶい橙

PL -120 皿 1/3 底 74 色

第269図 在地系土器 2区 口 一 高 23残 底部右回転糸切無調整。底部内面指ナデ。中世。①砂粒②酸化焔③にぶい橙
5 PL -120 皿 体～底部1/4 底 72 色

6 
第269図 在地系土器 2区 口(120)高 33残 底部右回転糸切無調整。中世。①砂粒②酸化焔③にぶい橙色

PL -120 皿 1/5 底（78)

第269図 中国磁器 1区 口ー 高 38残 いわゆる青白磁。2次的な被勢あり 。古代末～中世初。
7 
PL -120 瓶 底部片 底(80)

第269図 中国磁器 2区 n - 両 17残 口縁部は、内面に稜をなして外反し、端部を上方に曲げる。中世。
8 
PL~ 120 瓶 口縁部小片 底ー

， 第269図 軟質陶器 2区 ロ ー 高 60残 器表燻し焼成。中Ill:。
PL -120 播鉢 片口小片 底一

10 
第269図 砥石 1区 長 48残幅 27 4面使用 し、調整痕は残らない。

PL -121 厚 15 重379g

11 
第269図 砥石 1区 長 81 幅 22 クシ歯状タガネ痕あり 。

PL -121 厚 28 重1206g

12 
第269図 板碑 2区 長250 幅107 基部。碑面は風化磨滅甚大。表表面共にエ其痕は見られない。

PL -121 破片 厚20 菫086kg

第269図 石製骨蔵器 2区 長220 幅390 形状は上面がやや小さい不均質な台形状直方体を呈す。底面は原石面を残し、

13 PL -121 略完形 厘3045 kg 側面は僅かに張出す。上面は平坦に加工され、別造の蓋が想定される。上 ・

側面は共に丁寧な研磨を施す。上面の中央部を長方形に 84cmほと掘り込む。

14 
第269閲 五輪塔 2区 長115 幅216 火輪。形状は小型でやや歪む。上部は平坦で空風輪突起の差し込み用の孔を

PL -121 略完形 重255kg 持たない。整形は全面に丁寧な研磨を施し、表面はやや風化磨滅する。

15 
第269図 宝箇印塔 2区 長183 111品288 笠部。形状は均質で。整形は全面に丁寧な研磨を施す。隅飾部は額状の縁取

PL -121 完形 重1635kg りを持つが、唐草文様の施文はない。

16 
第270図 銭貨 2区 外縁銭径2525mm、外縁内径1800~1825mm、銭厚120mm、量目 310g。

PL -121 開元通宝 完形

17 
第270図 銭貨 2区 外縁銭径2350mm、外縁内径1900mm、銭厚125mm、鼠目 327g。

PL -121 寛永通宝 完形

18 
第270図 銭貨 3区 外縁銭径2300~2325mm、外縁内径1900mm、銭厚1.0mm、醤日 213g。

PL -121 寛永通宝 完形

19 
第270仮 銭貨 3区 外縁銭径2650mm、外縁内径ー、銭厚125mm、量目 149g。

PL -121 口永通□ l/2 

20 
第270柊 銭貨 3区 外縁銭径2450mm、外縁内径2000mm、銭厚125mm、益目 181g。

PL -121 口永□宝 2/3 

21 
第270図 銭貨 3区 外縁銭径2325mm、外縁内径1850~187 5mm、銭原10mm、梵目 219g。

PL -121 窟永通宝 完形
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第6章自然科学分析

[l]石原東遺跡出士人骨

はじめに

石原東遺跡は、群馬県渋川市石原に位置し、（財）

群馬梨埋蔵文化財調査事業団による発掘調査が平成

12 (2000)年4月～平成13(2001)年5月まで行わ

れた 。 本遺跡の D2 区 4号 •5 号 •6 号土坑、 D4 区 1 号 ・

2 号・ 3 号 •6 号土坑、 D5 区 1 号・ 2 号 ・ 4号土坑の

10基より人骨が出土したので以下に報告する。こ

れら 10基の土坑出土人骨には、火を受けた痕跡が

認められないため、すべて土葬により埋葬されたと

推定される。なお、 D5 区 5号 •6 号 • 7 号土坑よりも、

人骨として取り上げられた物体が存在したが、水洗

後、すべて消失してしまった。これらは、紙であっ

たと推定される。人骨として取り上げられた出土人

骨の時代は、層位及び出土遺物より、すべて中近世

に比定されている。

人骨は、清掃あるいは水洗後できる限りの接着

復元を行った後、写真撮影・計測 ・観察を行った。

なお、人骨の計測はマルティン［Martin]の方法（馬

場、 1991)に、歯の計測は藤田の方法(1949)に

従った。また、人骨の比較データは遠藤他(1967)

を用い、歯の比較データは、中近世人のものは

MATSUMURA (1995)を、現代人のものは権田

(1959)を用いた。

1. D2区出土人骨

(1) 4号土坑出土人骨 ［2000年7月17日出土］

①人骨の出土状況

人骨は、長さ約222cm・幅約178cm・深さ約

17cmの土坑より出土している。この土坑の内、 2

個体は東南部より、 1個体は北西部より出土してい

る。発掘調査時は、D2区2号土坑と記録されている。

②人骨の出土部位

人骨は、子供の頭蓋骨片 • 第 2頸椎・左肩甲骨 ・

上腕骨．左右腸骨・腔骨遠位端・排骨等が出土して
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いる。

また、青年期の右上腕骨・左撓骨近位端・大腿骨

骨頭 ・腔骨遠位端・右排骨遠位端等が出土している。

③被葬者の頭位・埋葬状態

同土坑の東南側には、少なくとも子供と青年の 2

個体が埋葬されていたと推定される。出土人骨の出

土位置より 、どち らも、頭位は北東であると推定さ

れる。また、埋葬状態は、子供は人骨の出土状況か

ら伸展葬であることが断定できる。青年の方は、出

土人骨からは伸展葬か屈葬かは判定できない。しか

しながら、同土坑の北東から南西にかけての長さが

約178cmもあることから伸展葬である可能性が高

し‘°

さらに、同土坑の北西側には、子供が1体埋葬さ

れていたと推定される。出土人骨の残存状況が悪い

ため出土人骨の出土位置からは頭位及び埋葬状態を

推定するのは困難であるが、恐らく、頭位は北東で

埋葬状態は屈葬であると推定される。しかしながら、

同人骨の埋葬状態は伸展葬である可能性もある。

④被葬者の個体数

子供の骨に一部大きさが異なる重複部位が認めら

れたため、被葬者の個体数は、子供2個体と青年1

個体の 3個体と推定される。

⑤被葬者の性別

子供の性別は、歯が出土していれば永久歯の歯冠

計測値で推定することもできるが、今回、歯が出土

していないため、 2個体共性別不明である。また、

青年の性別は、上腕骨骨頭及び大腿骨骨頭が大きく、

男性であると推定される。

⑥被葬者の死亡年齢

子供の死亡年齢は、歯が出土していれば歯の萌出

状態からかなり正確に推定することが可能である。

しかし、今回、歯は 1本も出土しておらず、被葬者



[l]石原東遺跡出土人骨

□
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 ■
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.
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ヽ

右上腕骨（骨頭を分離） 右上腕骨

左：右上腕骨近位端（骨端線に注意）
右：左撓骨近位端（骨端線に注意）

右排骨

写真1. 石原東遺跡D2区4号土坑出土人骨（約16歳男性）
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右腸骨

左：外側面観
右：内側面観

写真2. 石原東遺跡D2区4号土坑出土人骨（約6歳）

の死亡年齢を推定するのは困難である。ただし、 一

部残存している四肢骨の大きさから、他の遺跡から

出土した人骨と比較すると、東南部に埋葬された子

供が約6歳であり、西北部に埋葬された子供が約9

歳と推定される。

青年期の個体は、右上腕骨・左撓骨近位端・癒合

していない右大腿骨骨頭部・癒合していない大転子

部が出土している。右上腕骨は骨頭部及び内側上顆

部が癒合していない状態である。骨頭部は、男性で

約16歳～20歳・女性で約13歳～17歳で癒合し、

内側上顆部は、男性では約14歳～16歳 ・女性で約

13歳～15歳で癒合するとされている。従って、死

亡年齢は約14歳～16歳以下となる。また、右大腿

骨の大転子部は、男性で約16歳～18歳・女性で約

14歳～16歳で癒合するとされている。従って、死
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亡年齢は約16歳～18歳以下となる。さらに、左撓

骨近位端は、撓骨頭が癒合しかかっている状態であ

る。この部位は、男性で約14歳～17歳、女性で約

11.5歳～13歳で癒合するとされている。本個体は、

男性と推定されるので、四肢骨の癒合状態から総合

的に判定すると、死亡年齢は、約16歳と推定される。

⑦被葬者の生前の身長

子供の個体は、生前の身長を推定することは不可

能である。参考までに、現代日本人の 1975年の統

計では、 6歳時で男子114.3cm・女子113.4cm、9

歳時で男子131.6cm・女子129.7cmである （鈴木、

1996)。

青年期の個体の右上腕骨の最大長を計測すると、

295mmであった。これを、藤井(1960)の式で計

算すると、被葬者の生前の身長は約155.5cmとなっ



た。北里大学の平本嘉助による右大腿骨を使用した

研究では、江戸時代人男性の平均身長は 157.1cm

［最大167.2cm、最小147.2cm]・女性の平均身長は

145.6cm［最大157.1cm、最小137.6cm]である（平

本、 1972）。本被葬者の死亡年齢は約16歳である

ことから、成長すれば約2~3cmは身長が伸びると

想定されるので、そうすると、平均的な江戸時代人

[l]石原東遺跡出土人骨

男性の身長を有したであろう 。

参考までに、現代日本人の 1975年の統計で

は、 13歳時で男子154.6cm・女子152.3cm、14歳

時で男子161.8cm・女子154.8cm、15歳時で男子

165.3cm・女子154.4cm、16歳時で男子166.4cm• 

女子155.7cmである（鈴木、 1996)。

ーヽヽ

ーヽ

り悶

◎
 

疇

り。

図1. 石原東遺跡D2区4号土坑出土人骨の埋葬形態の想像図

(2) 5号土坑出土人骨 [2000年7月14日出土］

①人骨の出土状況

人骨は、長さ約150cm・幅約75cm・深さ約

32cmの土坑より出土している。発掘調査時は、 D2

区1号土坑として記録されている。

②人骨の出土部位

人骨は、左鎖骨・左右肩甲骨・左上腕骨・右排骨

遠位端・左距骨等が出土している。

③被葬者の頭位・埋葬状態

出土人骨の出土位置より、被葬者の頭位は北東で、

埋葬状態は屈葬と推定される。

④被葬者の個体数

出土人骨には、明らかな重複部位が認められない

ため、被葬者の個体数は 1個体と推定される。
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1前 面観 I I後面観I

← 左鎖骨

...l 

写真3. 石原東遺跡 D2区5号土坑出土人骨
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⑤被葬者の性別

被葬者の性別推定の指標となる、頭蓋骨及び寛骨

は出土していない。しかしながら、出土人骨の左右

肩甲骨及び左上腕骨の大きさが、比較的大きいため、

被葬者の性別は男性と推定される。

⑥被葬者の死亡年齢

被葬者の性別推定の指標となる、頭蓋骨・歯は出

土していない。しかしながら、右肩甲骨の肩峰部及

び下角部を観察すると、まだ、癒合が完了してい

ない状態である。肩峰部は、約18歳～20歳で癒合

し、下角部は約19歳～23歳で癒合が完了するとさ

れている。また、左上腕骨の近位端部は、癒合が完

了しており、この部位は男性で 16歳～20歳、女性

で13歳～17歳で癒合が完了するとされている。被

葬者の性別は男性と推定されているので、被葬者の

死亡年齢は、総合的に約20歳前後と推定される。

(3) 6号土坑出土人骨 [2000年7月18日出土］

①人骨の出土状況

人骨は、長さ約164cm・幅約87cm・深さ約

61cmの土坑より出土している。発掘調査時は、 D2

区3号土坑として記録されている。

②人骨の出土部位

出土人骨の残存状況は、比較的、良好である。頭

蓋骨・下顎骨 ・左右上腕骨 ・右尺骨 ・右撓骨・寛骨

[l]石原東遺跡出土人骨

片・左右大腿骨 ・左右腔骨等が出土している。

③被葬者の頭位・埋葬状態

出土人骨の出土位置より、被葬者の頭位は北西で

仰臥屈葬で埋葬されたと推定される。

④被葬者の個体数

出土人骨には、明らかな重複部位が詔められない

ため、被葬者の個体数は 1個体と推定される。

⑤被葬者の性別

出土した寛骨は、破損しているため、性別推定の

部位に有用な大座骨切痕部分が欠けている。しかし

ながら、頭蓋骨の骨の厚さは薄く、わずかに残存し

ている眼商上縁部は鋭く薄く、側頭骨の乳様突起も

小さく、四肢骨は華奢で小さいため、被葬者の性別

は女性であると推定される。

⑥被葬者の死亡年齢

被葬者の死亡年齢推定に有効な歯が8本出土して

いる。歯の咬耗度を観察すると、象牙質が点状に露

出している状態である。これは、約30歳代にあたる。

しかしながら、出土した下顎骨を観察すると、著し

く変形しているが、歯槽部の退縮が認められ、かな

りの歯は生前に脱落したと推定される。そうすると、

歯が生前脱落し、上顎と下顎の歯の噛み合わせがな

くなり、歯が咬耗しなかったとも推定される。した

がって、本被葬者の死亡年齢は、老齢である可能性

が高い。

■ ■ eec,Gt 
C 曹 0

巨□ 巨
C Pl P2 Ml 

巨
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 区

写真4. 石原東遺跡D2区6号土坑出土歯
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前頭骨 →~

右尺骨 →~

／ 
右撓骨
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← 右｝排骨

o・・  ••エこ

写真5. 石原東迫跡D2区6号土坑出土人骨

＼ 左頭頂骨
左側頭骨
後頭骨

← 左尺骨

左腔骨 →~



2. D4区出土人骨

(1) 1号土坑出土人骨［2000年7月7日出土］

①人骨の出土状況

人骨は、長さ約71cm・ 幅約71cm・ 深さ約11cm

の土坑より出土している。

②人骨の出土部位

人骨は、右寛骨片及び右大腿骨骨幹部が出土して

いる。

③被葬者の頭位・埋葬状態

大腿骨及び寛骨は、土坑の東側から出土している。

頭蓋骨や歯が出土していないので、確かではないが、

恐らく、被葬者の頭位は西側で、埋葬状態は屈葬で

あると推定される。

④被葬者の個体数

出土人骨の残存部位は少ないが、人骨には明らか

な重複部位が認められないため、被葬者の個体数は

1個体と推定される。

⑤被葬者の性別

被葬者の性別を推定する指標となる部位が出土し

ていないが、出土四肢骨の大きさを観察すると華奢

(2) 2号土坑出土人骨 [2000年7月7日出土］

①人骨の出土状況

人骨は、長さ約120cm・幅約71cm・深さ約

32cmの土坑より出土している。

②人骨の出土部位

人骨の出土部位は、頭蓋骨片・下顎骨・脊椎骨片・

四肢骨片等が出土している。

③被葬者の頭位 ・埋葬状態

人骨の出土位置より、被葬者の頭位は北西であり、

恐らく屈葬で埋葬されたと推定される。

④被葬者の個体数

人骨の残存部位は少ないが、明らかな重複部位が

認められないため、被葬者の個体数は 1個体と推定

される。

⑤被非者の性別

出土右前頭骨の眉弓の発達が悪く、頭蓋骨片の骨

の厚さを観察すると薄いので、被葬者の性別は女性

[l]石原東遺跡出土人骨

写真6. 石原東遺跡D4区1号土坑出土人骨

で小さいので、被葬者の性別は女性と推定される。

⑥被葬者の死亡年齢

被葬者の死亡年齢を推定する指標となる部位が出

土していないが、恐らく成人であると推定される。

と推定される。

⑥被葬者の死亡年齢

出土頭蓋骨の上顎と下顎の歯の萌出状態を観察す

ると、上下顎の4本の第3大臼歯が萌出していない

状態である。また、歯の咬耗度も、エナメル質のみ

に限定されている。したがって、被葬者の死亡年齢

は、幅をもたせて、約15歳～18歳と推定される。

⑦歯の特徴

歯の噛み合わせは、鋏状咬合である。しかしなが

ら、上顎右第1切歯は反対咬合である。残念ながら、

同左第1切歯は出土しておらず、確認できない。

俗に虫歯と呼ばれる、議触は認められなかった。
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(3) 3号土坑出土人骨 [2000年7月7日出土］

①人骨の出土状況

人骨は、長さ約75cm・幅約65cm・深さ約32cm

の土坑より出土している。

②人骨の出土部位

人骨の残存状況は、全体的に悪い。人骨の出土部

位は、前頭骨片・下顎骨右片・右大腿骨片等が出土

している。

③被葬者の頭位・埋葬状態

人骨は、 一括して取り上げられているので、被葬

者の頭位 ・埋葬状態は不明である。しかしながら、

被葬者は成人であるので、屈葬であると推定される。

前頭骨 →~

下顎骨右→~

写真8. 石原東遺跡D4区3号土坑出土人骨

(4) 6号土坑出土人骨 [2000年7月10日出土］

①人骨の出土状況

人骨は、長さ約106cm・幅約70cm・深さ約

31cmの土坑より出土している。

②人骨の出土部位

人骨の残存状況は悪い。四肢骨片及び歯が2点出

土している。報告に耐える人骨は、下顎右大臼歯2

点のみである。

③被葬者の頭位・埋葬状態

人骨の出土位置が不明であるので、被葬者の頭位

は不明である。しかしながら、出土歯は明らかに成

[l]石原東遺跡出土人骨

④被葬者の個体数

人骨の残存部位は少ないが、明らかな重複部位が

眩められないため、被葬者の個体数は 1個体と推定

される。

⑤被葬者の性別

出土歯の計測値から、計測値が比較的大きいこと

から、被葬者の性別は男性と推定される。

⑥被葬者の死亡年齢

歯の咬耗度を観察すると、象牙質が点状に露出す

るブローカの 2度の状態である。したがって、被葬

者の死亡年齢は、約30歳代と推定される。

邊， tし郊

• • 
写真9. 石原東遺跡D4区3号土坑出土歯

［左：下顎右第1大臼歯、右：下顎左第2小臼歯］

弓
写真10. 石原東遺跡D4区6号土坑出土歯

［左 ：下顎右第2大臼歯、右：下顎右第1大臼歯］
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人のものであるので、埋葬状態は、屈葬であると推

定される。

④被葬者の個体数

人骨の残存部位は少ないが、明らかな重複部位が

認められないため、被葬者の個体数は 1個体と推定

される。

⑤被葬者の性別

出土人骨の残存部位が少なく、性別指標となる人

3. D5区出土人骨

(1) 1号土坑出土人骨 [2000年8月23日出土］

①人骨の出土状況

人骨は、長さ約124cm・幅約99cm・深さ約

34cmの土坑より出土している。

②人骨の出土部位

人骨の残存状況は悪い。左右側頭骨片・肩甲骨片・

大腿骨片等が出土している。

③被葬者の頭位・埋葬状態

人骨の出土状況から、被葬者の頭位は北西で、恐

らく屈葬であったと推定される。

④被葬者の個体数

人骨の残存部位は少ないが、明らかな重複部位が

右側頭骨鼓室部 ／

g■ 

骨は出土していないが、 出土大臼歯の計測値から、

被葬者の性別は男性と推定される。

⑥被葬者の死亡年齢

出土大臼歯の咬耗度を観察すると、下顎右第1大

臼歯は、象牙質が点状に露出するブローカの 2度の

状態である。従って、被葬者の死亡年齢は、約30

歳代と推定される。

認められないため、被葬者の個体数は 1個体と推定

される。

⑤被葬者の性別

性別指標となる部位が出土していないが、接着復

元された大腿骨が大きいので、被葬者の性別は、恐

らく男性と推定される。

⑥被葬者の死亡年齢

年齢指標となる部位が出土していないが、被葬者

の死亡年齢は、恐らく成人であろう 。

⑦出土人骨の特徴

左右側頭骨の乳突嵩が、かなり、発達している。

写真11. 石原東遺跡D5区1号土坑出土人骨
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(2) 2号土坑出土人骨 [2000年8月23日出土］

①人骨の出土状況

人骨は、長さ約92cm・深さ約30cmの土坑より

出土している。 土坑の幅については、不明である。

②人骨の出土部位

人骨は、寛骨片・左右大腿骨片等が出土している。

③被葬者の頭位 ・埋葬状態

出土人骨の出土位置より、被葬者の頭位は東側で、

埋葬状態は仰臥屈葬と推定される。

④被葬者の個体数

人骨の残存部位は少ないが、明らかな重複部位が

[l]石原東遺跡出土人骨

認められないため、被葬者の個体数は 1個体と推定

される。

⑤被葬者の性別

性別指標となる部位が出土していいないが、左右

大腿骨が華奢で小さいため、被葬者の性別は女性と

推定される。

⑥被葬者の死亡年齢

年齢推定の指標となる部位が出土していないが、

被葬者の死亡年齢は、恐らく成人であろう 。

写真12. 石原東遺跡D5区2号土坑出土人骨

(3) 4号土坑出土人骨 ［2000年8月23日出土］

①人骨の出土状況

人骨は、長さ約115cm・幅約79cm・深さ約

42cmの土坑より出土している。

②人骨の出土部位

人骨の残存状況は悪く、そのほとんどが細片であ

る。形をとどめているものは、歯3点と右腔骨遠位

部・右距骨・右踵骨のみである。

③被葬者の頭位 ・埋葬状態

出土人骨の残存部位が少ないため、被葬者の頭位

及び埋葬状態は不明である。しかしながら、被葬者

写真13.石原東遺跡 D5区4号土坑出土歯

［上段：上顎左第3大臼歯、下段左：下顎左

第1大臼歯］、下段右：下顎左第2大臼歯］
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の死亡年齢は成人であるので、土坑の大きさから埋

葬状態は屈葬であると推定される。

④被葬者の個体数

人骨の残存部位は少ないが、明らかな重複部位が

認められないため、被葬者の個体数は 1個体と推定

される。

⑤被葬者の性別

歯の歯冠計測値から、計測値が比較的小さいため、

被葬者の性別は女性と推定される。

⑥被葬者の死亡年齢

歯の咬耗度を観察すると、下顎左第1大臼歯の咬

表1．石原東遺跡出土人骨一覧表
区名 土坑番号 個体数 性別 死亡年齢

男性 約16歳

4号 3個体 不明 約9歳

D2 不明 約6歳

5号 1個体 男性 約20歳前後

6号 1個体 女性 老齢

1号 1個体 女性 成人

2号 1個体 女性 約15~18歳
D4 

3号 1個体 男性 約30歳代

6号 1個体 男性 約30歳代

1号 1個体 男性 成人

05 2号 1個体 女性 成人

4号 1個体 女性 約40歳代

謝辞

本出土人骨を報告する機会を与えていただき、出

土人骨に関する様々な情報をいただいた、（財）群

馬県埋蔵文化財調査事業団の笹澤泰史氏に感謝いた

します。また、遺跡の発掘時に現場にてご教示いた

だいた元群埋文の間庭稔氏 ・現群埋文の平方篤行

氏・現群埋文の木暮育秀氏に感謝いたします。
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耗は、象牙質にまで達し面を形成するブローカの 2

度の状態である。また、同第2大臼歯も、咬耗が象

牙質にまで達している。したがって、被葬者の死亡

年齢は 40歳代であると推定される。

まとめ

石原東遺跡の土坑10基から、中近世の人骨が12

体出土した。10基の人骨すべてに、火を受けた痕

跡が認められないため土葬であったと推定される。

出土人骨の判定結果のまとめを、以下の表に示した。

頭位 埋葬状態 備考

北東 不明 身長約1555cm

北東 不明

北東 伸展葬

北東 屈葬

北西 仰臥屈葬

西 屈葬

北西 屈葬

不明 屈葬

不明 屈葬

北西 屈葬

東 仰臥屈葬

不明 屈葬？
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表2.石原東遺跡出土人骨歯冠計測値及び比較表
歯 計測 石原東遺跡 江戸時代人・ 現代日本人．．

02区6号 D4区2号 D4区3号 D4区6号 D5区4号

種 項目 右 左 右 左 右 左 右 左 ； 辛 り 牟

MD 91 欠損 878 838 867 855 
Il 

欠損BL 83 752 7.06 735 728 
MD 70 7.0 716 697 713 7.05 

I2 
BL 71 73 674 633 6.62 651 
MD 71 83 83 801 760 794 771 

上 C 
95 96 BL 74 866 803 852 8.13 

MD 72 76 76 741 723 7 38 737 
Pl 
BL 89 106 105 967 933 959 943 
MD 64 82 68 700 682 702 694 

P2 
BL 83 110 113 955 929 941 923 
MD 10.5 118 117 10.61 10.18 1068 10.4 7 

顎
Ml 

123 126 BL 114 1187 1139 1175 1140 
MD 105 102 988 948 991 974 

M2 
BL 125 121 1200 1152 1185 11.31 
MD 93 90 8.7 894 8.8 6 

M3 
BL 120 124 96 1079 1050 
MD 59 59 545 532 548 5.4 7 

Il 
BL 66 66 578 565 588 577 
MD 59 62 63 6.09 597 620 611 

12 
62 73 629 643 BL 75 611 630 

MD 74 73 75 706 669 707 668 
下 C 

BL 80 89 91 804 739 814 750 
MD 76 72 732 705 7 31 719 

Pl 
BL 8.6 90 834 789 8.06 777 
MD 欠損 8.1 69 7 45 712 742 729 

P2 
欠損 96 85 BL 868 830 8.53 826 

MD 112 126 124 114 117 (112) 1172 1114 11 72 1132 

顎
Ml 

107 120 120 10.8 (110) 1062 1089 1055 BL 111 1115 
MD 119 119 113 115 1139 1078 1130 1089 

M2 
BL 110 109 104 115 1075 1021 1053 10.20 
MD 欠損 欠如 1096 10.65 

M3 
欠損 欠如BL 1028 1002 

註1計測値の単位は、すべて、「mm」である。
註2 歯種は、 Il（第1切歯）． I2（第2切歯）． C（犬歯）． Pl（第1小臼世） •P2 （第 2 小臼歯） •Ml （第 1 大臼歯） •M2 （第 2 大臼歯） • M3 
（第3大臼歯）を意味する。

註3:MD（歯冠近遠し径） •BL （歯冠唇頬舌径） を意味する 。
註4 「欠損」は、歯が出土していないために計測できなかったことを示す。

註5:「欠如」は、歯が先天的に欠如しているため計測できかなかったことを示す。
註6：計測値の内、（ ）で囲まれているものは、咬耗のために計測値が影響を受けていることを示す。
註7 「*」は、 MATSUMURA(1995)より引用。なお、同論文には M3（第3大臼歯）のデータは無い。
註8:「**」は、権田(1959)より引用。

表3.石原東遺跡出土歯冠非計測的形質観察結果

歯種 非計測的形質
D2区6号土坑 D4区2号土坑 D4区3号

右 左 右 左 右

シャベル形切歯 有り

I 1 棘突起 無し

上 盲孔 無し

シャベル形切歯 有り 有り

I 2 棘突起 無し 無し

顎 盲孔 無し 無し

p 1 介在結節 無し 有り 有り

Ml カラベリ結節 無し 有り 有り

第6咬頭 無し 無し 無し 咬耗

下 第7咬頭 無し 有り 無し 無し
Ml 

原錘茎状突起 無し 無し 無し 無し

屈曲隆線 咬耗 無し 無し 咬耗

顎 咬合面の溝型 Y5 Y5 
M2 

4咬頭 無し 無し

D4区6号 D5区4号

右 左

無し 咬耗

有り 咬耗

無し 咬耗

無し 咬耗

X4 咬耗

無し 咬耗

註1.歯種は、 Il（第1切歯） • I2（第2切歯）． Pl（第1小臼歯） • Ml （第 1 大臼歯） •M2 （第 2大臼歯）を意味する 。
註2. 「咬耗」とあるのは、咬耗があり観察できなかったことを示す。
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表4．石原東遺跡D4区2号上坑出土下顎骨計測値及び比較表

江戸時代人・

計測項目 (Martm'sNo) D4区2号土坑

り

67 前下顎幅 51 mm 478 mm 

69 頗高 35 mm 345 mm 

69 (1) 下顎体高 30 mm 330 mm 

69 (2) 下顎体高 26 mm 285 mm 

69 (3) 下顎体厚 12 mm 132 mm 

69 (6) 下顎体厚 16 mm 

71 下顎枝幅 33 mm 35.4 mm 

7 la 最小下顎枝幅 34 mm 

69 (3) 69 (1)下顎体高厚示数 400 405 

表5.石原東遺跡出土人骨四肢骨計測値及び比較表

計測部位
石原東遺跡出土人骨

計測項目 D2区4号土坑 D2区5号土坑

肩甲骨 右 右 左， 肩峰最大幅 230 280 

12 関節腐長 360 370 

13 関節嵩幅 250 

13 -01 肩峰関節窟距離 150 160 
上 腕骨 右 右 左

1 上腕骨最大長 2950 

4 下端幅 590 

5 中央最大径 190 (230) 

6 中央最小径 18.0 (200) 

6 5 体断面示数 94 7 870 

6b 中央横径 180 (2 2.0) 

6c 中央矢状径 200 (230) 

7a 中央周 600 (700) ， 頭最大横径 410 420 

10 頭最大矢状径 440 440 

14 肘頭商幅 260 
大腿骨 右 右 左

6 骨体中央矢状径

7 骨体中央横径

6 7 体中央断面示数， 骨体上横径
10 骨体上矢状径

10 9 体上断面示数

15 頸垂直径

16 頸矢状径

16 15頸断面示数

18 頭垂直径 450 

19 頭横径 450 

19 18頭断面示数 1000 

註1.示数以外の計測値の単位は、 示数以外はすべて 「mm」である。

註2. ( )は、推定中央部での数値

* '遠藤・北條 ・木村(1967)より弓I用

辛

447 mm 

325 mm 

302 mm 

249 mm 

118 mm 

311 mm 

388 

D2区6号土坑

右 左

右 左

(165) 

(160) 

970 

(160) 

(1 70) 

(550) 

210 
右 左
(220) (230) 

(240) (250) 

917 920 

300 290 

210 200 

700 690 

260 260 

190 170 

731 654 

390 

＊ ＊ 肩甲骨［高野 （1949)] • 上腕骨［西原(1 953)] • 大腿骨［大場(1 950) ] より引用

332 

現代人．．

？ -'1-

361 mm 332 mm 

331 mm 311 mm 

江戸時代人骨＊ 現代人＊＊ 

り 早 り 早

右平均 右平均 右平均 右平均

308 253 303 267 

366 329 355 316 

270 228 262 225 

右平均 右平均 右平均 右平均

296.8 2697 2959 2724 

596 508 590 499 

227 196 224 19 7 

177 149 177 14 7 

783 766 796 751 

415 365 416 359 

443 387 442 379 

273 24.4 270 243 
右平均 右平均 右平均 右平均

283 24.8 276 245 

274 241 263 2 3.0 

1039 1031 1054 1073 

307 265 310 279 

278 255 256 22.4 

912 973 822 809 

325 283 336 281 

258 237 27.4 231 

795 84.l 812 820 

465 409 464 402 

459 402 461 401 

988 989 995 999 
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[2]石原東遺跡出土獣骨

はじめに

石原東遺跡は、群馬県渋川市石原に位置し、（財）

群馬県埋蔵文化財調査事業団による発掘調査が平成

12 (2000)年4月～平成13(2001)年5月まで行わ

れた。本遺跡の D2区6号土坑から犬 （イヌ）［Can応

fam山城s］の骨が、 D5区3号土坑から馬 （ウマ ）

[Equus caballus]の歯が出土したので以下に報告す

る。なお、犬歯及び馬歯の計測方法は、フォン・デ

ン・ドリーシュ[von den Driesch] (19 7 6)に従った。

1. D2区6号士坑出土犬骨

D2区6号土坑出土犬骨は、破損してお り、計測

できたのは歯のみであった。歯冠計測値の比較は、

すべて茂原・小野寺(1987)より引用した。

(1)出土状況

一括で取り上げられているので、出土状況は不明

である。

(2)出土部位

犬の下顎骨左の第1大臼歯部から第3大臼歯部（歯

が植立）が出土している。

(3)個体数

重複部位が認められないため、個体数は 1個体と

推定される。

(4)性別

性別推定は、完全な頭蓋骨が出土していないため

に難しいが、歯冠計測値の比較からは比較的歯の大

きさが大きいため、雄 （オス）と推定される。

(5)死亡年齢

歯の咬耗度を観察すると、それほど咬耗しておら

ず、若年個体と推定される。本個体の場合、乳歯は

認められず、すべて永久歯である。犬は、約4ヶ月

~7ヶ月で永久歯が萌出して乳歯は脱落するので、

死亡年齢は約4ヶ月～7ヶ月以上としておく 。

(6)その他の病変

出土歯には、歯石及び鯖蝕（虫歯）は認められな

かった。

楢崎修一郎

写真1. 石原東遺跡D2区6号土坑出土犬骨左側面観

詞

図1．石原東遺跡D2区6号土坑出土犬骨出土部位図

表1.石原東遺跡出土犬骨下顎歯計測値及び比較表

計視lj本遺跡 現生柴犬・ 中世犬・ 縄文田柄貝塚・

歯種

項目 左 り 早 ； -'/- り 早

MD 194mm 186mm 17 4mm 197mm 178mm 195mm 185mm 

Ml 

BL 75mm 77mm 71mm 82mm 73mm 79mm 73mm 

MD 87mm 7 4mm 69mm 82mm 70mm 78mm 81mm 

M2 

BL 60mm 59mm 55mm 65mm 55mm 62mm 62mm 

MD 49mm 38mm 36mm 3 7mm 34mm 3.8mm 37mm 

M3 

BL 44mm 35mm 32mm 33mm 32mm 35mm 35mm 

註l 歯種は、 Ml（第1大臼歯） •M2 （第 2 大臼歯） •M3 （第 3 大臼歯）
を意味する。

註2 計測項目は、MD（歯冠近遠じ径） • BL （歯冠頬舌径）を意味する 。

註3. ※は、茂原 ・小野寺(1987)より り1用。
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第6章 自然科学分析

2. D5区3号土坑出土馬歯

(1)出土状況

馬歯は、長さ約116cm・深さ約36cmの不定形

土坑の南東部から出土している。幅は、西側が撹乱

を受けており、不明である。

(2)出土部位

馬歯の上顎左第2小臼歯及び同第3大臼歯が出土

している。

(3)個体数

重複部位が認められないため、個体数は 1個体と

推定される。

(4)性別

馬の場合、性別は上下顎にある犬歯の有無あるい

は、寛骨により推定できる。今回は、それらの部位

は出土していないため、性別の推定は難しい。

(5)死亡年齢

出土馬歯は、一部破損しているが、かろうじて計

測できた歯高計測値より、死亡年齢は幅をもたせて

約8歳～約9歳と推定される。獣医学の分野では、

馬の年齢を 5歳以下を幼齢馬・6歳～15・16歳を壮

齢馬・ 16歳～17歳以上を老齢馬と分類している。

この分類では、本出土馬歯は壮齢馬に属する。

(6)その他の病変

出土馬歯には、歯石の付着は認められなかった。

(7)馬の埋葬形態

馬歯の出土状況から、馬の遺体は頭を東南部に向

けて屈葬の状態で埋葬したと推定される。通常、人

間の場合は北向きにする場合が多い。これは未発表

データであるが、本報告者が群馬県吾妻町の上郷岡

原遺跡で発掘した馬骨も本馬歯と同じように頭部を

北側ではなく南側に向けて埋葬していた。恐らく、

長い間使役に使用した馬をねぎらって丁寧に埋葬し

たのだが、頭の向きは故意に人間とは同じ方向にし

なかったのだろう 。

謝辞

本出土獣骨を報告する機会を与えていただいた、

（財）群馬県埋蔵文化財調査事業団の笹澤泰史氏に

感謝いたします。

引用文献

茂原信生・小野寺'iZ1987鎌倉材木座出上の中世犬骨、「人類学雑誌」、

95(3):361-379 

von den Driesch. A. 1976 "A Guide to the Measurement of Animal Bones 

from Archaeological Sites". Peabody Museum Bulletin Noふ Peabody

Museum of Archaeology and Ethnology. Harvard University 

写真2. 石原東遺跡 D5区3号土坑出土馬歯頬側面

観［左：上顎左第2小臼歯、右：上顎左第3大臼歯］

図2. 石原東遺跡D5区3号土坑出土馬歯出土部位図

A
 

50cm 

図3.石原東遺跡D5区3号土坑出土馬骨

の埋葬形態の想像図
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[3]石原東遺跡出土漆関係遺物の断面観察

[3]石原東遺跡出士漆関係遺物の断面観察

1.はじめに

石原東遺跡Dl区では、 9世紀前半から 10世紀前

半を中心とする遺物が多く出土しているが、その中

には、漆塗り木製皿、漆付着須恵器、その他不明黒

色物付着土器等がある。漆塗り木製皿は、詳しい時

期を明らかにすることはできなかったが、平安時代

前期に属すると思われる。県内では平安時代前期の

漆器の出土は貴重であり、様々な角度からの調査が

望ましい。漆製品の場合、その種類や形態といった

外見上の検討だけでなく 、塗装技法のような内面か

らの調査も重要である。どのような塗装技法が行わ

れているかを知るには、遺物から小破片を採取し、

プレパラート資料を作成して、断面を観察する方法

が有効である。また、漆工技術を知る上では、漆工

用具の特定や観察も必要である。したがって、漆付

着土器やそれに類する遺物についても、同様に断面

観察を行い、この遺跡における漆工の存在について

も検討することとした(I)0 

その結果、黒色物が付着した須恵器1点は、漆付

着土器であると判明し、漆塗り木製皿とあわせて報

告することとした。

2.調査結果

(1)木胎漆器(Dl区遺物包含層出土木器No.23)

資料の残存状況は良くないが、皿状の漆器である。

観察は保存処理後に行っている。

肉眼での観察によると、塗膜の色調は黒色である。

部分的に漆塗膜が剥離した個所があるが、木地が良

＜露出しており 、明瞭な下地は確認できない。また、

僅かに残存している口縁部や底部を観察しても、布

着せのような補強は行われていないようである。

断面観察には、体部の 2個所から小破片を採取し

て、プレパラートを作成した。この顕微鏡観察によ

ると、木地表面には炭粉や鉱物等は確認できず、錆

漆などによる木地固めは行われていないことが確認

できた。漆が木地に浸透しており、くろめ漆を下地

小林正

として塗布していると思われる。

下地の上にくろめ漆を 2回塗布している。これら

の漆には、鉄粉や炭素といった黒色顔料は入ってい

ない。下塗りは層厚約55ミクロンから 60ミクロ

ンである。上塗りは層厚10ミクロン以下であり、

極めて薄い。この上塗りとした層は、下塗りの変色

層の可能性も考えられた。しかし、下塗り層との境

は明瞭で、 2つのサンプルそれぞれで同様の層が観

察できたことから、上塗り層と判断した。また、塗

膜はなだらかであり、塗布ごとの研ぎ出しは、確認

できない。

以上のように、この木胎漆器は、漆のみの下地の

上に漆を 2回塗布したのみであり 、きわめて簡単に

作られている。

(2)黒色物付着須恵器杯

(Dl区遺物包含層出土須恵器No.81)

須恵器の残存率は低いが、付着物の最は多い。肉

眼で観察すると、内面全体に黒色物の付着が見られ、

体部には帯状に付着物が厚く付き、漆特有の縮みし

わが確認できる。厚い付着物は黒色に近く、付着が

薄いところでは、褐色を帯びている。

断面で見ると、漆が厚く付着している様子が窺え

る。成分の均ー化が行われており、精製されたくろ

め漆である。ただし、やや強めの加熱を受けていた

ようである (2)。微細な混入物が観察できるだけであ

り、漆には顔料などは入れられていない。

断面で観察できた限りでは、この杯には、漆が何

層にも重なるように付着してはいない。肉眼で全体

的に観察しても、幾重にも漆が重なっているように

は見えない。この杯の用途は、いわゆる漆パレット

のような漆の塗布に関する作業か、くろめなどの漆

の精製作業と思われるが、漆工用具として繰り返し

使われたことはなかったようである。
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第6章 自然科学分析

3. まとめ

今回の漆関係資料分析では、木胎漆器l点と、漆

付着土器が1点、確認できた。

本遺跡で出土した木胎漆器の塗装技法は、きわめ

て簡略なものであった。平安時代に属する木胎漆器

の分析例はまだ少ないが、四柳嘉章氏や岡田文男氏

などが行っている。 9世紀代の平安京出土漆器の分

析によると、炭粉漆、あるいは錆漆を下地として、

その上に漆を 2回から数回塗布しているという 。ま

た、石川県寺家遺跡では、布着せの上に錆漆を施し、

漆を 8回塗り重ねているという 。

漆器の品質は、塗り重ねが多ければ良いというよ

うな単純なものではない。しかし本遺跡出土の木胎

漆器は、下地から上塗りに至るまで、漆のみを使用

した素朴な作りであった。官街や有力寺院に属する

工房で作られたものというよりも 、地域における独

自の生産も考えるべきであろう 。

木胎漆器の生産に関わる遺物としては、木胎漆器

以外にも漆付着須恵器や輸轄の爪痕が残る木製容器

の未製品が出土している。木胎漆器の生産が行われ

ていたかどうかは、漉し布や刷毛などの漆工に関す

る遺物の出土がないので断定はできないが、漆付着

須恵器は漆の何らかの利用が行われていたことを示

している。木製容器未製品は、この地で輛轄使用に

よる木地生産が行われていたことを示し、やはり、

漆器生産との関わりが窺える。これらの木工や漆工

に関連する遺物は出土数こそ少ないが、木地と漆と

いう漆器生産に関する重要な資料である。本遺跡出

土の木胎漆器は、この地で生産されたものである可

能性もあるだろう 。

今回は、石原東遺跡の木胎漆器と漆関連遺物につ

いて分析を行ってみた。本遺跡出土の木胎漆器は、

漆を塗布した回数が少なく、簡単な作りではあるも

のの、 11世紀以降の中世に多い渋下地ではなかっ

た。古代の漆器生産は、官術や寺院に所属する工房

での生産が一般的には考えられる。しかし、それら

とは別の在地における独自の生産である可能性もあ
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り、中世的な渋下地漆器が登場する前段階の地域生

産を考える上で、貴重な資料となりうるだろう。 ま

た、輔輔技術を持つ木工や漆利用が確認できたこと

は、官1訴や寺院との関係が無いとされる本遺跡の性

格を考える上でも、重要な資料となるだろう 。

無論、このような可能性を考えるには、官術など

に所属する工房の生産や技術の実体を捉える必要が

あり、それはほとんど明らかにはなっていない。今

後も漆関連遺物の増加だけでなく 、分析数も増える

ことを期待したい。

註

(1) 今回、本追跡の漆関係沿物の分析に関しては、国立歴史民俗博物館の

氷嶋正春氏のご指導と御協力のもとで行った。厚く｛卸礼申し上げます。

(2) 永嶋正春氏のご指摘による。

参考文献

四柳嘉章 1991「古代～近世漆器変遷と塗装技術」 「石川考古学研究会々

誌」第34号

四柳嘉章 1992「北陸 ・東北における古代 ・中世漆器の楳漆技術と画期変

遷と画期」 「石川考古学研究会々誌」第35号

岡田文男 1995「古代出土漆器の研究顕微鏡て探る材質と技法」京都瞥院



[4]石原東遺跡の土層

[4]石原東遺跡の士層

1.はじめに

群馬県域に分布する後期更新世以降に形成された

地層の中には、赤城、榛名、浅間など北関東地方と

その周辺の火山、中部地方や中国地方さらには九州

地方などの火山に由来するテフラ（火山砕屑物，い

わゆる火山灰）が多く認められる。テフラの中には、

噴出年代が明らかにされている示標テフラがあり、

これらとの層位関係を遺跡で求めることで、遺構の

構築年代や遺物包含層の堆積年代を知ることができ

るようになっている。そこで、年代の不明な土層が

検出された石原東遺跡においても、地質調査を行っ

て土層層序とテフラに関する記載を行うことになっ

た。調査対象となった地点は、 Dl区である。

2. Dl区における土層層序

Dl区では、下位よ り黒色土（層厚5cm)、火山泥

流堆積物を挟む成層したテフラ層（層厚118.6cm)、

灰色砂層（層厚13cm)、黒色砂質土（層厚2cm)、褐

色軽石層（層厚18cm)、円磨された白色軽石や気泡

を含む灰色砂層（層厚21cm:高温の火山泥流堆積

物）、白色軽石混じり暗灰色土 （層厚5cm，軽石の最

大径49mm)、灰褐色砂層（層厚43cm)、暗灰褐色

土（層厚7cm)が認められる。

これらのうち、成層したテフラ層は、下位より

桃褐色細粒火山灰層（層厚10cm)、粗粒の亜角礫

に富む桃褐色細粒火山灰層（層厚59cm，礫の最大径

798mm：火山泥流堆積物）、桃褐色細粒火山灰層（層

厚14cm)、灰褐色砂質細粒火山灰層（層厚5cm)、

灰色石質岩片層（層厚0.8cm，石質岩片の最大径

2mm)、褐色細粒火山灰層（層厚0.8cm)、層理が発

達した灰色火山砂層（層厚7cm，火砕サージ堆積物）、

白色粗粒軽石混じり黄灰色細粒火山灰層（層厚2cm,

軽石の最大径82mm，石質岩片の最大径33mm)、層

理が発達した灰色火山砂層（層厚5cm，火砕サージ

堆積物）、褐色細粒火山灰層（層厚3cm)、層理が発

達した灰色火山砂層（層厚3cm，火砕サージ堆積物）、

褐色細粒火山灰層 （層厚5cm)、層理が発達した灰

株式会社古環境研究所

色火山砂層 （層厚4cm，火砕サージ堆積物）から構成

されている。この成層したテフラ層は、その層相

から、 6世紀初頭に榛名火山から噴出した榛名ニッ

岳渋｝1|テフラ (Hr-FA，新井，1979，坂口 ，1986，早

田，1989,町田 ・新井，1992)に同定される。従来の

テフラ区分 （早田，1989,1993)に従うと、下位より

泥流堆積物を挟む桃褐色細粒火山灰層はS-1、灰

褐色砂質細粒火山灰層は S-2、灰色降下石質岩片

層は S_3、掲色細粒火山灰層はS_4、火砕サージ

堆積物は S-5、黄灰色細粒火山灰層はS-7および

s_9、白色粗粒軽石は S-8、その上位の火砕サー

ジ堆積物と掲色細粒火山灰層は S-10に各々対比

されるものと考えられる。

褐色軽石層では、軽石の表面に鉄分が付着してお

り、実際の軽石の色調は白色である。この軽石層は、

その層相や層位から 6世紀中葉に榛名火山から噴出

した榛名ニツ岳伊香保テフラ (Hr-FP，新井，1962,

坂口，1986，早田 ，1989，町田 ・新井 ，1992)の降下堆

積層に同定される。その上位に認められる高温の火

山i尼流堆積物については、噴火の後半に発生した火

砕流の堆積に伴って発生した可能性が高い。

3.小結

石原東遺跡において、地質調査を行った。その結

果、下位より榛名ニッ岳渋川テフラ (Hr-FA,6世

紀初頭）とそれに伴う火山泥流堆積物、榛名ニツ岳

伊香保テフラ (Hr-FP,6世紀初頭）とそれに伴う火

山泥流堆積物を検出することができた。

文献

新井房夫(1962)関束盆地北西部地域の第四紀紺年群馬大学紀要自然科

学組 ．lo.pl-79．新井房夫(1979)関東地力北西部の縄文時代以降の示標

テフラ陪考古受シャーナル．no.53.p.41 -52 町田洋 • 新井房夫(1 992)

火山灰アトラス．東京大＇芹出版会， 276p．坂ロ ー(1986)榛名ニソ岳起源

FA・ FP層下の十師器と須恵器．群馬県教育委員会編「荒砥北原造跡 ，今

井神11古墳群 ，荒砥行柳造跡」．p.103-119.早田勉(1989)6世紀におけ

る榛名火山の 2回の噴火とその災害第四紀研究，27,p.297-312.早l:IJ勉

(1993)古瑣時代におこった榛名山ニッ岳の噴火．新井房夫編「火山灰考古

学」，古今書院，p.128-150
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[l]縄文土器草創期の出土石器

第7章調介の成果

[l]縄文時代草創期の出士石器
中束耕志

この点については、検出された器種と珪質頁岩を多

用した特殊性の関連が特筆されよう 。

本遺跡の石器群は、利根川右岸の唐沢泥流堆積物

上面から出土した、草創期に相当する資料である。

利根川左岸の赤城村見立溜井遺跡や子持村白井北中

道遺跡、北橘村房谷戸遺跡では、草創期の石器が検

出されている。本遺跡では草創期の土器や石斧の類

は発見されていないが、渋川市域においては最初に

確認された草創期の遺跡である。諏訪ノ木V遺跡2

区の石器群の分布状況と出土資料の特徴を把握し、

他地域との比較をおこない、編年上の位置を概括し

ておきたい。

1.諏訪ノ木V遺跡2区の石器分布

埋没していた小さな沢の底面に近い、緩やかな斜

面から出土している。草創期の資料は調査区西境界

地点からも 出土していて、さらに西方向に分布が広

がる可能性はあるが、およそ長径約3.5m、短径約

2mの極めて限定された範囲内に集中して検出され

た。この分布傾向は、調査区分布範囲の北西部分に

集中して検出された第1グループと、南西部分に散

在して検出された第2グループに区分される。第1

グループに石器は集中的に検出されたが、接合資料

等の分布状況から、両グループは密接な関連をもっ

た資料分布グループであることが判読された。

2.諏訪ノ木V遺跡2区の石器の特徴

本遺跡で検出された資料は、尖頭器6点、有茎尖

頭器2点、 削器3点、ノ ッチドスクレイパー1点・

掻器3点・半月形石器2点、両面加工石器(3点の接

合資料）1点の計18点と剥片130点である。さらに、

削器の接合資料を含む接合資料10点が検出されて

いる。

本遺跡で検出された資料点数は多くはないが、石

器石材としては在地の黒色頁岩も使用されている

が、搬入品である珪質頁岩が多用されている特色が

ある。また、土器及び石斧は検出されていないが、

完形に近い尖頭器の比率が多く、その他に半月形石

器や、特異な形態の有茎尖頭器及び削器が含まれて

いる。また、両面加工石器と掻器も出土している。

さらに、接合資料が10点と両面加工石器の接合

資料計11点が検出されているが、目的とする石器

の製作器種は明確にはできなかった。しかし、接

合資料ー8のような尖頭器製作関連の接合資料及

び接合資料ー 1の横位方向に折断していく技法や、

No.18の両面加工石器の接合資料にも注目しておき

たい。

3.諏訪ノ木V遺跡2区の石器編年上の位置

本遺跡の資料については、土器と石斧が未検出で

あることから、明確に糧年上の位置づけをおこなう

のは困難であるが、特徴的な石器を他遺跡の資料と

比較検討しておきたい。

まず、報告No.8の有茎尖頭器は、基本的な形態

は尖頭器であるが、先端部ないしは基部が石錐状に

尖っている。ただし、石錐としては認定できなかっ

たため、尖頭器としての可能性を推定しつつ、突出

した先端部を作出した特異な形態の有茎尖頭器と判

断した。さらに、 No.4・8の有茎尖頭器は逆三角形

状の茎部形態が類似している。本遺跡の有茎尖頭器

は、古い段階の資料として位置づけられよう 。また、

尖頭器については山形県日向洞窟西地区の一部資料

に類似している。さらに、縦長状の剥片を使用した

特異な形態の削器である No.9・10・13は、小瀬が

沢洞窟の報告No.317(1区4層出土彎曲刃器） ・181

(3区3層両側用刃器）に類似している。

群馬県内の資料としては、隆起線文土器の出土し

た白井北中道遺跡段階と対比していきたい。

これらのことより 、本遺跡の石器は縄文時代草創

期の中でも古い段階の資料として位置づけたい。土

器が検出されたならば、隆起線文土器でも古い段階

の文様が施された資料が想定されよう。

なお、本資料の編年上の位置づけについては、戸

田哲也氏のご教示を得た。
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[2]諏訪ノ木V遺跡の早期縄紋土器について

本遺跡における包含層出土の縄紋土器は98点と

少量であるが、早期から後期にわたっている。その

なかでも早期のものが大半を占め、押型紋土器、沈

線紋土器、撚糸紋・縄紋施紋土器、無紋土器が出土

した。これらの土器は包含層一括出土であるため、

それぞれの共伴関係や前後関係を論じることはでき

ないが、群馬県内での当該期資料がいまだ少ない状

況のなかで資料的価値は極めて高いといえるであろ

う。以下、特筆されるべきものについて若干触れて

みたい。

押型紋土器は樋沢式から細久保式にかけての段階

が出土している。個体復元された土器は楕円押型紋

を横位密接施紋するが、頸部に無紋帯を残してそ

の上下端に刺突列を巡らすもので、樋沢II式（中島

1990)あるいは細久保l式（岡本1997)の特徴を有

する。県内においては赤城村諏訪西遺跡（小野 ・谷

藤1986)で、同様の紋様構成をもつ山形紋施紋の

土器が、また同村勝保沢中ノ山遺跡（石坂1988)で

も紋様構成は若干異なるものの同時期に比定しうる

楕円押型紋土器が出土しており、本遺跡の資料と合

わせ、群馬県における当該期の標式的な資料となり

うるであろう 。

沈線紋土器は個体復元された三戸式は重要であろ

う。現在まで県内において三戸式土器の出土は非常

に散発的であり、またそのほとんどが破片資料のも

のばかりであった。本遺跡では1個体のみであるが、

全体の紋様構成がうかがい知れるものである。紋様

を再度概観すると、 5段ずつの横帯区画を口縁部と

胴部下半に配して紋様帯を区画し、紋様帯内に帯状

斜格子目紋による幾何学状のモチーフを描く 。こう

した特徴は三戸2式（岡本1992、1997)に見られる

ものであり、本遺跡出土資料もこの段階に位置づけ

られよう。

また本遺跡からは撚糸紋・縄紋施紋土器が出土し

ている。本文中では、「沈線紋土器に伴うと考えら
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れる」としたが、実は明確な根拠を持ち合わせてい

るわけではない。積極的に他の型式に比定すること

ができないこと、沈線紋土器に伴うとされる撚糸紋・

縄紋施紋土器の類例が他遺跡にみられることといっ

た消極的な根拠により、位置づけた次第である。そ

のため誤認があるかもしれない。特に、撚糸紋・縄

紋施紋土器と 一括りにしたが分類できる要素はあ

り、例えば第113図29~35は草創期後半の撚糸紋

土器に近い様相を呈している。また同図46は口唇

部形態、波頂部下の瘤状貼付紋、異方向の帯状縄紋

施紋、 口縁部の横位縄紋を画す横位沈線といった独

特の様相を呈する。いずれにせよ、明確な帰属時期

を特定できるものではないので踏み込んだ議論は差

し控えるが、現時点においては早期沈線紋土器に伴

う可能性を指摘するにとどめておきたい。

以上、本遺跡出上の早期縄紋土器について簡単に

触れてきた。前述したように包含層一括出土である

ことと出土点数が少量であるといった制約のため

に、土器相互の関係を論じるまでに至らないのが残

念であった。しかしながら早期資料の少ない群馬県

において、本遺跡出土資料は大変貴重なものである

ことに変わりはない。特に個体復元された押型紋土

器と三戸式土器は当該期土器研究をすすめていくう

えで欠かせないものとなるであろうし、今後の資料

の増加により本遺跡の様相がより鮮明になることで

あろう 。
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[3] 出土土器の変遷（奈良•平安時代）

[3] 出士士器の変遷（奈良•平安時代）

l．はじめに

石原東遺跡 D 区・諏訪ノ木 V 遺跡の奈良•平安

時代の遺構から、大量の遺物が出土している。出土

遺物は竪穴住居をはじめとする遺構からと石原東

Dl区遺物包含層からで、土師器・須恵器・施釉陶器・

木器などがある。

ここでは、出土遺物の内、特に住居から出土した

土器を主体的に分類して、石原東遺跡D区 ・諏訪

ノ木V遺跡における土器変遷を試みてみたい。

土器類は形態、整形などで分類が可能である。分

類の方法は、各住居より 普遍的に出土している土師

器杯、甕、須恵器杯、椀、羽釜の 5器種について形

態及び成・整形技法から分類を行う 。次に分類した

土器を出土した遺構に戻し、遺構内の共伴関係を検

討する。さらに遺物の組み合わせから画期を求め、

期の設定を行う 。

2.分類

分類は以下の通り器種ごとに行った。

上師器杯

土師器杯は、形態による大分類として、丸底のタ

イプ （土師器杯 A)、平底のタイプ （土師器杯B)、

暗文のタイプ （土師器杯C)に分け、さらに細部の

形態、整形による違いで細分した。

土師器杯A 丸底のタイプ

AI 丸底で口唇部が強く内湾。器高：口径は 1: 

AII 

3。整形は、口縁部横ナデ後、体部から底部

を手持ちヘラ削り 。胎土がやや粗く器厚は

薄い。代表的な遺物に諏訪ノ木V遺跡2区

25住ー2がある。

丸底で口縁部の内湾が弱い。器高：口径は 1・

3.5。整形は、口縁部横ナデ後、体部中位が

無調整、下位から底部がヘラ削り 。胎土が

やや粗く器厚は薄い。代表的な遺物に諏訪

ノ木V遺跡2区21住ー 2がある。

笹澤泰史

A皿 弱い丸底で、口縁部は直線的に立ち上がる。

体部はほとんど内湾しない。器高：口径は 1:

3.8。整形は、口縁部横ナデで、体部中位か

ら下位が無調整、最下位がヘラ削り 。胎土

がやや粗く 器厚は薄い。代表的な遺物に諏

訪ノ木 V遺跡2区8住ー1がある。

AW 底部はほとんど平底化しているが、底部か

ら体部にかけての丸みがAmまでの丸底の

流れを汲む丸底のタイプ。器高：口径は 1: 

4。胎土がやや粗く器厚は薄い。代表的な遺

物に諏訪ノ木V遺跡2区14住ー1がある。

土師器杯A（丸底のタイプ）

10 
器商口径 ＝l:3 

AI言□□□□9
諏2-25 器高

創口径 10 

10 
器高．口径＝I:35 

A~二：三□□9
諏2-21 器高

Amロニニ□□］
諏2-8

AW し——4==/ 
諏2-14

図l

O I口径 10 

10 
器高口径 ＝[:3.8 

器高

0 I口径 10 

10 
器商 ：口径 ＝l:4 

器託

10 
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土師器杯B 平底のタイプ

底部から体部が直線的に立ち上がる平底のタ

イプ。口縁部が直線的に外斜する。器高：ロ

径は 1:3.2。胎土がやや粗く器厚は薄い。代表

的な遺物に諏訪ノ木V遺跡2区13住ー1がある。

土師器杯c 暗文のタイプ

底部は平底。体部は直線的に外斜し、口唇部

が僅かに内傾する。器高：口径は 1:2。成・

整形は丁寧で、口縁部の上位・上半は横ナデ。

中位以下・下半は横方向のヘラ削り 。内面に

斜放射状の暗文のものもある。胎土がきめ細

かく器厚は厚い。代表的な遺物に諏訪ノ木 V

遺跡3区12住ー1がある。

士師器甕

土師器甕は主に口縁形態を軸に分類した。

A 胎土はやや粗く、器厚はやや厚い。胴部が

長い器形であろう 。代表的な遺物に諏訪ノ

木V遺跡2区25住ー 10がある。

BI 頸部より下位の外面は斜め横方向のヘラ削

BII 

B皿

り。つくりは丁寧。頸部から口縁部がやや

長めで、胎土は、ややきめ細かく、器厚は

やや薄い。胴部が比較的短い器形であろ

う。代表的な遺物に諏訪ノ木V遺跡2区16

仕ー4がある。

口縁部を強く横ナデすることによって、頸

部に「コ」の字状の形状が出てくるが、 BI

の口縁の形状をやや残す器形。器厚はやや

薄く、 BNに比べて丁寧な作り 。代表的な

遺物に諏訪ノ木V遺跡3区10住ー7がある。

口縁部を強く横ナデすることによって、頸

部に垂直の無調整部分が出来る。無調整部

分を指で押さえた痕を残すものもある。

土師器杯B（平底のタイプ） 10T 器高口径＝l3 2 

二］
諏2-13 器高

10 

士師器杯 C（暗文のタイプ） ]0t 器高口径＝］3 

こコ疇
諏3-12 器高

士師器竃
01 I_J住 10 

A ＼ <
諏2-25

BI>-三 ー」 <
諏2-16

BII ］ 〔
諏3-10

Bm 

諏3-3

「コ」の字が最もくつきりとする。 丁寧なっ BN 

BW 
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くりで器厚は非常に薄い。代表的な遺物に

諏訪ノ木 V遺跡3区3住ー6がある。

口縁部を強く横ナデすることによって、頸

部に垂直の無調整部分がわずかに残存する

諏1-2

図2

20cm 

20cm 



BV 

器形。「コ」の字の痕跡がある。器厚は BII

やB皿に比べてやや厚く、やや雑な作り 。

代表的な遺物に諏訪ノ木V遺跡1区2住ー3

がある。

「コ」の字の痕跡は止めない。胴部の整形

は、 BIVに類似する。代表的な遺物に

諏訪ノ木V遺跡3区5住ー7がある。

BVI 口縁部は短く「く 」の字状に外反する。器

厚が厚い。代表的な遺物に諏訪ノ木V遺

跡3区4・7住ー3がある。

須恵器杯

ロクロ整形で、高台を付さないものを基本的に須

恵器杯とした。分類は器形と底部切り離し技法を軸

にした。

AI 底径に比べ、器高が低い。体部は傾きが少

なく、口縁部は体部から口縁部にかけて直

線的に立ち上がる。底部は、回転ヘラ起こ

し後未調整。代表的な遺物に諏訪ノ木 V

遺跡2区26住ー3がある。

Alla 底径に比べ、器高がやや高い。体部はやや

AIIb 

傾き、口縁部は体部から口縁部にかけて直

線的に立ち上がる。底部は、回転ヘラ切り

後、ナデ。代表的な遺物に諏訪ノ木V遺跡

3区12住ー3がある。

口径に比べ器高が高いものの、 Allaとほぼ

同様な器形と成 ・整形の特徴を持つ。底部

切り離し技法は、回転糸切り 。代表的な遺

物に諏訪ノ木 V遺跡2区16住ー8がある。

Am 底径に比べ、器高がやや高い。体部は傾き、

口縁部はやや外反する。底部は、回転糸切

り。代表的な遺物に諏訪ノ木 V遺跡2区3

住ー2がある。

[3] 出土土器の変遷（奈良•平安時代）

BV 

BVI 

須墨器杯A

□ AI 
諏2-26 底径

10十 底径．口径＝I:1.5 

01口径 10 20cm 

10十 底径．口径は I:1.5 

□□ロニ／
Alla 

諏3-12 底径

01口径 IO 20cm 

10十 底径’口径＝1:1.7 

AII：ロロニロ
諏2-16 底径

01口径 10 20cm 

10十 底径：口径＝1:1.7 

A~□□二／
諏2-3

底径

O I口径 10 20cm 

図3
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AW 底径に比べ、器高が高い。D縁部はやや外 !Ot 底径口径＝I2 
反する。底部は、回転糸切り後、無調整。

AIV¥ロニロデ／
.,,,,... 

代表的な遺物に諏訪ノ木V遺跡3区10住一

4がある。 諏3-10
—・ 正斤コ径 ＇ 

AV 底径と器高がほぼ同じ。口縁部は強く外反
10 20cm 

する。底部は回転糸切り。代表的な遺物に

諏訪ノ木V遺跡3区5住ー3がある。 吋 ＇氏径口径＝ 12 4 

Ba ほぼAVと同じ器形で小形の杯。底部は、

AV＼：口］口三／ ... 
回転糸切り 。代表的な遺物に諏訪ノ木V逍

跡2区3住ー2がある。 諏3-5 底径

Bb Baとほぼ同様な器形と成・整形の特徴を
01口径 10 20cm 

持つが、底部切り離し技法が、静止糸切り 。

Baに比べて体部が内湾せず、やや器高が 須恵器杯B

低いものもある。代表的な遺物に諏訪ノ木

Ba□ 10十底径 17径＝I19 

v遺跡3区7住ー6がある。
／ 

Ca 口縁部が外反しないでまっすぐに立ち上が

る小形の杯。底部は回転糸切り 。代表的な 底径
01口径 10 20cm 

遺物に石原東遺跡D2区6住ー1がある。

Cb Caとほぱ同様な器形と成 ・整形の特徴を

持つが、底部切り離し技法が静止糸切り 。
10+ 底径口径＝］22 

Bb ¥□ 代表的な遺物に諏訪ノ木V遺跡3区7住一

7がある。 諏3-7

焼成は、概ね AI~A皿が還元焔、 AW、AVが酸 底径

化焔ぎみ、 B、Cが酸化焔焼成である。ANより A
0 I口径 10 20cm 

Vの方が酸化が強い。

須恵器杯c

Ca□ I 0十 底径口径＝I:1.9 

石02-6

底径
01口径 10 20cm 

Cb~ロ
諏3-7

10+ 底径 17径＝ll.8 

底寄直
10 20cm 

図4
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須恵器椀

ロクロ整形で、高台を付すものを基本的に須恵器

椀とした。分類は器形と底部切り離し技法及び高台

を軸にした。

AI 体部は傾きが少なく、口縁部は体部から口

All 

縁部にかけて直線的に立ち上がる。底部は、

回転ヘラ切り。代表的な遺物に諏訪ノ木V

遺跡2区21住一11がある。

体部は AIに比べてやや傾き、口縁部はや

や外反する。底部は回転糸切り 。代表的な遺

物に諏訪ノ木V遺跡3区10住ー5がある。

A皿 体部は AIIに比べて傾き、口縁部はやや外

反する。底部は回転糸切り 。代表的な遺物

に諏訪ノ木 V遺跡2区18住ー 4がある。

AW 体部は Amに比べて傾き、口縁部は強く外

反する。底部は回転糸切り 。代表的な遺物

に諏訪ノ木V遺跡2区11住ー2がある。

B 小形の足高高台の椀。

口縁部は外反しない。器厚は厚い。代表的

な遺物に石原東遺跡 D4区l住ー6がある。

c 足高高台の椀。

体部はほぽAWの器形。器厚は厚い。代表

的な遺物に石原東遺跡D4区l住ー8がある。

D 小形の足高高台の椀。黒色土器。

口縁部は外反しない。器厚は B、Cに比べ

て薄め。きれいな椀形で、成・整形が丁寧

である。代表的な遺物に石原東遺跡D4区l

住ー5がある。

焼成は、概ね AI、AIIが還元焔、 Am、AWが酸

化焔ぎみ、 B、C、Dが酸化焔焼成である。Amょ

りAWの方が酸化が強い。

[3] 出土土器の変遷（奈良•平安時代）

須恵器椀A

10十底径口径＝1:1.6 

Al□□：ロロ
諏2-21 底豆

0 I口径 10 

Allロ／□,1：十 底径口径112 

諏 3-10 01口径 10 

吋底径口径 ＝1:2.1 

A皿口：］／底径

諏2-18 。I口径
10 

- - -- 10］ 底径口径＝12 2 

A W¥_-]/  底抒

諏2-11
01口径 10 

須恵器 B
10t 底径口径＝119 

ロ＼~ 一
底径

諏4-1
01口径 10 

須恵器c
10十 底径口径＝112 

底径

諏4-1
01口径 10 

須恵器D 10十底径口径 ＝l:1.9 

諏4-1 底径

01 I I径 10 

図5
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第7章 調査の成果

羽釜 羽釜 A

羽釜は A、B、C、D、Eの5つに分類した。

Aタイプは胎土が細かく均ー。ロクロ目がはっ

きり観察できる。胴部には膨らみがあり、鍔はシャ
AI 

ープである。還元焔焼成のものもある。

Bタイプは胎土が粗く、細かい黒色や半透明の粒

子を多量に含む。胴部外面は下位から上位の縦方向

のヘラ削り 。胴部は胴長で、鍔の接合が雑である。
諏2-10

還元焔焼成のものもある。

C ~ Eタイプの胎土はやや粗く、にぶい橙色で、

土師器甕に似ている。ロクロ日もなく、整形も土師 AII 

器甕のような削り整形を施す。羽釜 Aに似た器形

をC、羽釜Bに似た器形を D、小形で胴部が球形 諏3-4

ぎみの器形を Eとした。

A AI ロクロ整形。

還元焔焼成で、胎土は均ー。

口縁部は内傾し、短い。

最大径は胴部上位。胴部に膨らみが A皿

ある。代表的な遺物に諏訪ノ木V遺

跡2区10住ー3がある。

All ロクロ整形。

還元焔焼成で、胎土は均ー。

口縁部はやや内傾し、長い。最大径

は鍔と体部上位。胴部にやや膨らみ

がある。代表的な遺物に諏訪ノ木 V

遺跡3区4住ー5がある。 羽釜B

A皿 ロクロ整形。

酸化焔焼成で、胎土は均ー。やや粗い。

口縁部は内傾し、短い。胴部から鍔に

かけての外面ヘラ削り 。

最大径は鍔。胴部にやや膨らみがある。 BI 

代表的な遺物に諏訪ノ木V遺跡3区4

住ー8がある。

諏2-10

図6
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[3] 出土土器の変遷（奈良•平安時代）

B BI 還元焔焼成で、胎土は粗い。

口縁部は短い。最大径は胴部上位。胴

長の器形。

鍔までの縦方向のヘラ削り 。代表的な
BII 

遺物に諏訪ノ木V遺跡2区10住ー2が

ある。

BII 酸化焔ぎみの焼成で、胎土は粗い。ロ 石D5-2

縁部は直立ぎみで長い。

最大径は胴部上位。胴長の器形。

鍔までの縦方向のヘラ削り 。代表的な

遺物に石原東遺跡D5区2住ー2がある。 B皿

Bm 酸化焔ぎみの焼成で、胎土は粗い。 hぃ \~: 
口縁部は直立ぎみで長い。

最大径は胴部上位。胴長の器形。
石D2-4

鍔付近までの縦方向のヘラ削り 。代表

的な遺物に石原東遺跡D2区4住ー2が

ある。 羽釜C・D・E（土師質）

二
C 酸化焔焼成で、土師器甕に似た胎土、

整形。Aの器形に類似する。 C 

口縁部は内傾して短い。胴部に膨らみ

がある。鍔より下が縦方向のヘラ削

り。代表的な遺物に諏訪ノ木V遺跡3 諏3-1

区1住ー7がある。

D 酸化焔焼成で、土師器甕に似た胎土、

整形。Bの器形に類似する。

口縁部は直立して長い。胴長の胴部。 D 

鍔より下が不定方向のヘラ削り 。丁寧

な鍔の接合。代表的な遺物に諏訪ノ木

v遺跡3区7住ー18がある。 諏3-7

E 酸化焔焼成で、土師器甕に似た胎土、

整形。口縁部は内傾して短い。小形で

球形ぎみの体部。鍔より下位は縦方向

のヘラ削り 。代表的な遺物に諏訪ノ木
E 

v遺跡3区4・7住ー3がある。

図7
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第7章調査の成果

表l．分類した土器の住居共伴関係

煮炊具 供膳具

土師器 須恵器 土師器 須恵器

こ
甕 甕 菰年 甕 斐 甕 甕 羽 羽 羽 羽 羽 羽 羽 羽 羽 杯 杯 杯 杯 杯 杯 杯 杯 杯 杯 杯 杯 杯 杯 杯 杯 椀 椀 椀 椀 椀 椀 椀

A B B B B B B 釜 釜 釜 釜 釜 釜 釜 釜 釜 A A A A B C A A A A A A B B C C A A A A B C D 

I II 皿 w V VI A A A B B B C D E I II 皿 N I JI II Ill w V a b a b I II III w 
I II lII I II III a b 

諏2区25

゜
◎ 

諏2区26

゜ ゜
．゚ 

諏3区12

゜
． ． 

諏2区24

゜諏2区21

゜ ゜゚
◎ 

゜諏2区8

゜ ゜諏2区16

゜
． 

諏2区14

゜ ゜諏2区2

゜諏2区15 ．゚ 
諏3区3 ．゚ 

゜諏3区10 ． 
゜ ゜゚

． 
゜諏2区3

゜
◎ ． ◎ 

゜諏2区18

゜
． ◎ 
゜諏l区3 ◎ 

゜
． 

諏2区20

゜゚諏2区13 ． 
゜
． ゚ ． 

諏3区2

゜ ゜諏2区4

゜
． 

諏l区l

゜
． 

諏l区2

゜諏2区7

゜
． ◎ 

諏2区12

゜諏2区5

゜
． 

諏2区11 ． 
゜ ゜諏2区l ． ◎ 

諏3区5 ◎ 

゜ ゜゜
◎ 

゜諏3区8 ◎ 

゜諏2区23

゜諏2区10

゜゜諏2区6

゜
． 

石02区3 ．゚ 
゜
． 

石02区4

゜ ゜諏3区4

゜゚゜諏3区4・7

゜ ゜石04区l

゜
． ◎ 
゜
◎ 

゜石D3区1

゜諏3区7 ． 
゜

◎ ◎ ． 
゜諏2区27

゜石D2区l

゜゚諏3区1

゜゚
◎ 

石D5区1

゜ ゜石D5区2

゜ ゜石D2区5

゜ ゜諏3区9

゜ ゜゚゜
． 
゜石D3区2

゜ ゜石D2区6

゜石D5区3

゜諏3区11

゜諏3区6

゜ ゜※諏は諏訪ノ木V追跡、石は、石原東遺跡を示す。 01点 ◎2~4点 ●5点以上の出土を表している。
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3.共伴関係と期の設定

以上の 5器種の分類を出土した遺構に還元し、土

師器甕、羽釜 A、羽釜Bを基軸に並べたものが表1

である。土師器甕の形態変化を時間的変化であろう

との仮定のもとに土師器甕 Aから BVIとなるよう

に並べると、全く別に分類した土師器杯も AIから

Bへ、須恵器杯も AIから AVへ、須恵器椀も AI

から AWへ並ぶ。このことから、土師器甕、杯、須

恵器杯、椀のこのような形態変化が時間的推移に

沿っていると考えられる。

同様に羽釜 AIから Am、BIから B皿へと形態

変化を時間的変化であろうとの仮定で並べると、全

く別に分類した須恵器杯も AVから B・Cへ、須恵

土師器杯AI

[3] 出土土器の変遷（奈良•平安時代）

器椀も AIVから B・C・Dへ並ぶ。

以上のことから土師器甕、羽釜の形態変化を基軸

に画期を求め、 7期を設定する。

4.各期の特徴

各期ごとの図示した遺物は代表する住居の一括資

料を基本とするが、同時期と思われる住居のものも

加えて構成した。

1期 （図8)

当期に該当するのは諏訪ノ木V遺跡2区25号住

居だけである。杯 AIと甕 Aの出土で、 全体の構

成は不明である。

土師器甕 A

□ロ 冑 二 ｀））  ロ <
諏2-25 諏2-25 諏2-25

諏2-25

ミ

｀ ｀ 
諏2-25 諏2-25 諏2-25

／ ニ 三`二諏2-25 諏2-25

図8

2期 （図9)

諏訪ノ木V遺跡2区26号住居に代表される。土師

器杯は All• C、土師器甕は BIで須恵器杯は AI

土師器杯All 土師器杯c 須恵器蓋

こ ＼三塁綱／／三戸三
諏2-26 諏3-12 諏2-24

口 □三戸 ー三
諏2-24

諏3-12 諏2-26

諏2-25

で構成される。土師器の他器種では口縁部の直立す

る甕がある。当期を最も特徴づけているのは、須恵

器杯 AIであろう 。

須恵器杯 AI 土師器甕BI

ロニ□□□＼
諏2-26

諏2-26

三 ロニニ三三□
＼ 
諏2-26

図9

ロニ
疇諏3-12
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第7章調査の成果

3期 （図10)

諏訪ノ木V遺跡2区8住、 2区21住に代表される。

土師器杯は All·皿• C、土師器甕は BIで、須恵

器杯は AIIa・AIIbで、須恵器椀は AIで構成され

る。須恵器の他器種では横瓶と大形の杯がある。当

期を最も特徴づけているのは、回転糸切りの底部切

り離し技法の出現と、土師器杯底部の平底化である。

供膳具では土師器が減少し、須恵器の占有率が増加

する。

土師器杯All 土師器杯c

’̀ 
須恵器杯 Alla

▽ 
須恵器椀 AI 土師器甕BI

ー二三二
諏2-21

土師器杯 Am

諏3-21
須恵器蓋

＇／三

ロ□〇紅―21 須恵器横瓶 諏2-16こ諏2-8 こ
大形の須恵器杯 諏2-21

□ 土師器杯Allbニ 2-16
諏2-21

4期 （図11)

諏訪ノ木V遺跡3区10住に代表される。土師器

杯は AIV・B、土師器甕は BIT• B皿で、須恵器杯

はA皿． AIVで、須恵器椀は Allで構成される。須

恵器の他器種では平城宮の土器分類で壺Gと呼ば

れる長頸壺がある。当期は、土師器杯 AIV・B、土

土師器杯AN 須恵器杯A旧． w

尺 一 ＼ロ
諏2-14

土師器杯B

｀二諏3-10
長頸壺

図10

諏2-3

師器甕は BIT• B皿の 2形態あり、前後に 2分され

る可能性があるが、それらは、同一遺構内で共伴し、

本遺跡内で期を分離することが出来なかった。当期

を最も特徴づけているのは、土師器杯Bの出現と

「コ」の字口縁を特徴とする土師器甕の確立である。

須恵器椀All 土師器甕B川

＼ ーニ
，諏3-10

諏2-3
＼戸言三ヌグ

諏3-10

士師器甕Bil ` :2-3  

諏2-3 二1|「`
諏2-3

諏2-3

三三べ
口

諏3-10 諏2-3

□-]―-〈 ］ 〔諏2-14
諏3-10 諏3-10

図11
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5期 （図12)

諏訪ノ木V遺跡2区13住、 18住に代表される。

土師器杯は B、土師器甕は Bill• BNで、須恵器杯

はAN·AV で、須恵器椀は Am•AWで構成される。

他器種では土師器の小型甕、光ヶ丘1号窯式期の灰

釉陶器がある。当期は、土師器甕は Bm.BW、須

土師器杯B 須恵器杯AN・V 須恵器椀Aill・N

: 
諏2-13□7ロ
←一ニニニ

諏2-13

□ 7□□ 
諏2-7

言口
ー＼、 2-18

□ ° 
こ諏2-5

¥ 

諏2-18

灰釉陶器

こ諏2-5

図12

[3] 出土土器の変遷（奈良•平安時代）

恵器杯は AN·AV 、須恵器椀は A皿• AWの2形

態あり、前後に 2分される可能性があるが、それら

は、同一遺構内で共伴し、本遺跡内で期を分離する

ことが出来なかった。当期を最も特徴づけているの

は、土師器甕の「コ」の字の形骸化である。

士師器甕Bm 上師器甕BW

諏2-13

諏2-13

==-<
諏2-7

｀ 諏1-3
諏l-3

土師器小型甕

諏1-3

三諏2-18
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第7章調査の成果

6期 （図13)

諏訪ノ木V遺跡3区5住、 2区10住に代表される。

土師器甕は BV• BVIで、須恵器杯は AVで、須恵

器椀は AWで、羽釜は AI・BI・Cで構成される。

他器種では須恵器小型甕・光ヶ丘1号窯式期・大原

2号窯式期の灰釉陶器がある。当期を最も特徴づけ

ているのは、羽釜AI・BI・Cの出現と共伴である。

諏訪ノ木V遺跡2区10住では羽釜AIとBI、諏訪

ノ木V遺跡3区5住では羽釜BIと羽釜 Cが共伴し

ている。

須恵器杯AV 須恵器椀AIV

言 言~3-5 ＾諏3-5

て口で鬱~3-5 一釦諏2-6

羽釜 AI 羽釜 BI 羽釜 C

←三ー〉諏3-5

言
諏3-5

諏2-10

諏2-10 土師器甕 BV・Vl

—ーーロ
諏3-5 ¥;  ///;  

諏3-5

尿釉陶器

〔 こ
諏3-5

三
⑥諏3-8

須恵器小型甕

こ諏3-8
こ三三／

諏2-10

□』 諏3-5

図13

7期 （図14)

石原東遺跡 D2区3住、諏訪ノ木V遺跡3区4住、

7住に代表される。土師器甕はBVIで、須恵器杯はB・

C、須恵器椀はB・C・D、羽釜は All• A皿 • BIT • 

B皿 •C · D·E で構成される 。 須恵器杯、椀には図

14の3段目に図示 した底部中央に孔のある小形で

器高の低い杯や、大形の椀がある。他器種では須恵

器甕 • 大原 2号窯式期・虎渓山 1 号窯式期の灰釉陶器・

東海産の緑釉陶器がある。当期は、細分される可能

性があるが、本遺跡では、同一遺構内でそれぞれが

共伴し、期を分離することが出来なかった。当期を

最も特徴づけているのは、須恵器椀B・C・Dの出

現と 6期で出現した羽釜の形態、焼成、成・整形の

変化である。
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須恵器杯Ba 須恵器杯Bb 須恵器杯Ca 須恵器杯Cb 須恵器椀B

口ご言□：須恵器椀c

□□ 
須恵器椀D

て，｀石 D2-3 、軍~3- 7 拿 石 D4-1 桑恥、 石 D4-1 諏3-6 石D4-l

石D4-l

ロニ3 ー~-~二言，ロ
~ 3-1 

二
諏3-4

こ＼二三ロニ——
一鬱石D4-l ＼ 「 ／諏3-4

羽釜All 羽釜Bil

□ 4 

羽釜c

□]  
羽釜D 諏3-1

羽釜E

石D2-3

石D5-2

口口［
諏3-1

羽釜Bill 諏3-7

灰釉陶器

諏3-4・7

須恵器兜

］ニ
三 ＿＼二0 “ム諏3-4~----

石D2-4
土師器甕 BVI

石D2-3

4.年代について

本遺跡の竪穴住居跡から出土した土器は、前述し

たように 7期の変遷が見られる。分類した土器の画

期に年代を与えることは非常に困難であり、紀年銘

でもない限り、年代を求めることは不可能である。

図14

諏3-4・7

三］口l

ヽ諏3-7

こ言
三、a~ 諏3 - 7
石D2-3

諏3-1

しかしながら、県内の土器研究はこの 20年来、多

くの研究者によって行われ、古墳時代から平安時代

の土器の実年代も多少の違いは見られるものの、概

ね確定してきている。県内では、実年代を求めると

きに利用される資料として、表2に提示したような
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9例があげられており、これを援用して本遺跡出土

土器変遷に年代を与えると、概ね次のようになる。

1期は、出土量も少なく全体の構成が不明である

が、まとまって出土した土師器杯AIの形態が荒砥

天之宮遺跡B区6号住居出土の土師器杯の形態と類

似することから、概ね 7世紀後半。2期も出土量が

少なく全体の構成も不明であるが、須恵器杯AIの

形態などが上野国分僧寺 ・尼寺中間地域 I区211号

住居出土の須恵器杯などに類似することなどから概

ね8世紀前半。3期は須恵器杯・椀の形態が山際窯

発見遺物の須恵器杯・椀に類似することなどから概

ね8世紀後半。4期は愛宕山遺跡4号住居に類似す

ることから概ね9世紀前半。 5期は黒熊中西遺跡10

号住居出土の須恵器杯と類似することや、観音山古

墳周溝内土坑出土の椀と類似する須恵器椀Wと一段

階前の須恵器椀皿が見られることから概ね9世紀後

半。6期は、羽釜の出現と観音山古墳周溝内土坑出

土の椀と類似する須恵器椀Wが主体になることから

概ね 10世紀前半。7期はこの時期から虎渓山1号窯

式期の灰釉陶器が出現することから 10世紀後半に

比定されると考えられる。

5.まとめ

7期の時期分類を試みたところ、本遺跡では羽釜

の共伴関係に特籠すべき点が認められた。

羽釜は 10世紀代の上野地域を代表する煮炊具で

あるがその器形・整形などでいくつかの型が設定さ

れている。なかでも上野南部地域の西毛を中心とし

表2.群馬県で年代根拠とされている追物

遺跡・遺構名

た「吉井型羽釜」と北部地域の「月夜野型羽釜」は、

生産地と消費地の異なる地域差として捉えられてい

る（l)。本遺跡の所在する渋川地区は、「吉井型羽釜」

と「月夜野型羽釜」の出土地域のほぼ中間で、どち

らのタイプの羽釜も出土することが知られていた。

器形や成・整形の特徴から、本遺跡の羽釜 Aが「吉

井型羽釜」、羽釜Bが「月夜野型羽釜」であると考え

ることができるが、本遺跡には、「吉井型羽釜」や、「月

夜野型羽釜」と異なる土師器に似た胎土、成・整形

の羽釜C~E（以下「土師質の羽釜」）が存在するこ

とがわかった。このような羽釜は東毛地域で多く出

土しており、東毛型と呼称されている。東毛型羽釜

については、その生産地と消費地について未解明な

部分が多く、実態は明らかでない。本遺跡出土の「土

師質の羽釜」と「東毛型羽釜」の関係は不明であるが、

今後明らかにしていきたい。

本遺跡では、同一遺構内で、「吉井型羽釜」、「月

夜野型羽釜」、「土師質の羽釜」が共伴して出土して

いる。事例は少ないものの「吉井型羽釜」、「月夜野

型羽釜」のそれぞれの初期の段階と考えられる羽釜

AIとBIの共伴例や、変遷を経た後の AIIとB皿

の共伴例が見られる。今後の検出例の増加を待ちた

いが、この地域では「吉井型」、「月夜野型」、「土師質」

3種の羽釜が、比較的長い期間共存していたと考え

られる。

年代的根拠 想定される遺物の年代

1 
国分寺中間地域J区14号住居出土遺物 飛鳥 I~II段階（7世紀第2四半期）の畿内産暗文土師器杯 7世紀第2四半期

Clが共伴

2 
国分寺中間地域I区58号住居出土遺物 飛鳥皿段階（7世紀第3四半期）の畿内産暗文土師器杯Clll7世紀第3四半期

が共伴

3 
荒砥天之宮遺跡B区6号住居出土遺物 飛鳥v～平城段階(7世紀末～8世紀第1四半期）の畿内産 7世紀末

暗文土師器杯Alが共伴

4 
国分寺中間地域I区211号住居出土遺物 平城II段階(8世紀第2四半期）の畿内産暗文土師器杯Al8世紀第2四半期

が共伴

5 山際窯発見遺物 国分寺創建瓦と併焼 8世紀第2四半期～第3四半期

6 愛宕山遺跡4号住居出土遺物 万年通宝 （760年初）が共伴 8世紀末～9世紀第1四半期

7 観音山古墳周溝内土坑出土遺物 貞観永宝(870年初）・寛平大宝(890年初）が共伴 9世紀末～10世紀第1四半期

8 黒熊中西遺跡10号住居出土遺物 「元慶四年」(880年）銘の刻書された砥石が共伴 9世紀第4四半期

， 鳥羽遺跡B区332号土坑出土遺物 土坑覆土上層に浅間B軽石(1108年降下）の純堆積がある。11世紀末～12世紀初頭

「出土した古代の土器ー展示レポート」帥群馬県埋蔵文化財調査事業団1997より引用
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[4] 奈良•平安時代の遺構

[4] 奈良•平安時代の遺構

1. はじめに

石原東遺跡D区・諏訪ノ木V遺跡では、奈良・

平安時代の竪穴住居53軒、土坑2基、墨書土器を

含む供膳具を中心とした遺物包含層 (Dl区遺物包含

層）を検出した。このうち、住居から出土した土器は、

本章［3]で記述したように 1期から 7期までの変遷

を追うことができた。

土器の変遷をもとにすると、住居は 1期から 7期

まで連綿と継続して存在しており、下記の通り、そ

れぞれの集落が変遷・推移することがわかった。こ

うした集落を中心とした遺構の変遷を明らかにする

ことによって、遺跡地周辺の古代の様相が判明する

と考えられる。

発掘区内のみの住居群の推移であるが、期ごとの

粗密があり、仮に集落の変遷の大略を示していると

して以下を進めたい。

また、諏訪ノ木V遺跡の東に石原東遺跡D区は

位置するが、諏訪ノ木 V遺跡の標高約220mに対

して、石原東遺跡 D区の標高は約190mで、およ

そ30mの標商差がある。石原東遺跡 D区のさらに

東は緩やかに傾斜し、現在は水田域となっている。

2.集落の変遷

I.集落の各期について

発掘区の中で、集落が営まれはじめるのは 7世紀

後半からである。それ以前は第2章〔2〕歴史的環境

で記述したように 6世紀代の火山災害によって、荒

涼とした上地であったと推測される。火山災害後、

周辺は諏訪ノ木遺跡1号墳 (2)などに見られるように

墓域として利用されていたと考えられ、現在までの

調査では、 6世紀以降から 7世紀前半以前の居住や

生産などの痕跡を示す遺構は見られない。

集落1期ー 7世紀後半ー （図15)

諏訪ノ木V遺跡2区25号住居1軒だけである。

周辺遺跡の調査でもこの期の遺構は検出されていな

笹澤泰史

いことから、閑村的様相が強いと思われる。

現在までの調査では、集落が営まれるのはこの時

期からであると考えられる。

集落2期ー 8世紀前半一 （図16)

諏訪ノ木 V遺跡2区24・26号住居、 3区12号住

居の 3軒がある。発掘調査区内に 3軒散在し、依然

閑村的要素が強い。

集落3期 ー8世紀後半一 （図17) 

諏訪ノ木 V遺跡2区8・16・21号住居の 3軒が

ある。 2期と 同じ3軒であるが、 2区南の微高地に

集中する傾向がある。この微高地には 3期から 6期

までの長い間、連綿と集落が営まれる。諏訪ノ木V

遺跡2区21号住居は柱穴を持つ大形の竪穴住居で、

集落の中心的建物であった可能性もある。

集落4期ー 9世紀前半ー （図18)

住居は諏訪ノ木V遺跡2区南の微高地に集中する

傾向があり、 3区の北にも 2軒見られる。3期から

急激に住居の増加が見られる。本遺跡の集落が本格

的に営まれ始める時期である。

集落5期ー 9世紀後半ー （図19)

集落は 2区南の微高地に集中する傾向があり、 l

区北に 3軒、 3区北に 2軒見られる。竪穴住居に柱

穴の有無や規模の差は見られない。

2区南の微高地にある 2区7号住居からは「R(O

に囲まれた茂）」と書かれた墨書土器1点と、判読不

明の墨書土器2点、合わせて 3点の墨書土器が出土

した。同じく 2区18号住居からは、判読不明では

あるが墨書土器が1点と、権衡や鉄製紡錘車といっ

た出土例の少ない遺物が検出された。これらの遺物

は、この時期の集落の活動の一端を推測する手がか

りになると思われる。

集落6期ー 10世紀前半一 （図20)

5期と集落の位置・規模ともそれほど変わりない

ことから 5期から継続した集落であると考えられ

る。5期から 6期は最も活発な集落の営みがあった
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第7章調査の成果

と思われる。

集落7期ー 10世紀後半一 （図21)

6期まで全くなかった石原東遺跡D区に集落が出

現する時期である。また、諏訪ノ木 V遺跡では 3

期から 6期まで継続した 2区南微高地の集落はなく

なり、諏訪ノ木 V遺跡3区北に住居が集中する傾向

がある。

周辺遺跡では石原東遺跡D区に東接する石原東

遺跡c区において 7期の竪穴住居が検出されてお
り、本遺跡で検出された石原東遺跡D区と一連の

集落と考えることができる。石原東遺跡c区も本
遺跡と同様に 6期以前の住居は検出されていないこ

とから、石原東遺跡c区から D区に集落が出現す
るのは 7期以降であると考えることができる。さら

に東の石原東遺跡 A区では 8世紀後半から 9世紀

後半代まで継続的に竪穴住居があり 、石原東遺跡で

は東から西へ住居が展開する傾向が見られる。

諏訪ノ木V遺跡 時期別住居件数
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3.石原東遺跡Dl区遺物但含層について

I.概要

石原東遺跡Dl区遺物包含層は唐沢川左岸に接し

て所在する。Dl区遺物包含層から 出土した遺物群

は、総数約22,000点と豊富で、土師器約10,700点、

須恵器約10,600点、施釉陶器547点、木器類57点

を数える。

遺物の大部分は土器で、供膳具の割合が高いとい

う特徴を持つ（図25)。本遺跡の竪穴住居出土の土

器が、供膳具：煮炊具＝2:1 <3)に対して、 Dl区遺物

包含層から出土した土器は供膳具：煮炊具＝12,000

点：数十点と異なる割合を示す。

供膳具のうち 196点は墨書土器であり、判読で

きる文字89点の内容は、「氏」（類推含む）60点、

「"]12点、「益」3点、「上」3点、「天」2点、「有」・「山」・

「中尾」「中」「尾」「合」「百」「周」1点などがあり 、

80%は「it」・「―9,.」が占めている（図26)。

施釉陶器は、 547点と多量の出土である。また、

京都洛北産の 3点（図32 灰緑35他）と、黒笹14

号窯式期の灰釉陶器16点（図32 灰緑15他）の出

土はこの遺跡を特徴づけている（図30)。京都洛北

産や黒笹14号窯式期といった施釉陶器は最も早い

段階のもので、国府周辺・官術 ・寺院などで時折見

ることのできる特異な遺物である。

木器は、農具や建築部材が見られず、曲物・挽物

などの容器がはとんどである。通常腐ってなくなっ

てしまう木器であるが、本遺跡で出土した曲物、挽

物などの木器類は、土師器 ・須恵器・施釉陶器と

いった土器類とあわせて、初期平安時代の供膳形態

を復元できる極めて良好な資料である。

さらに Dl区遺物包含層では漆の付着した須恵器

杯が出土した。これは、漆塗の際に用いられた漆パ

レットと思われる。こうした作業途中の須恵器杯の

出土は、通常流通するとは考えにくく 、本遺跡地周

辺で、漆塗作業を行う漆工が存在していた可能性が

考えられる。また挽物の一つは未製品の可能性が高

く、この地で鞘轄を使用した木工の存在の可能性を

示している (4)。
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D1区遺物包含層出土土器類
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D1区遺物包含層出土の判読できる文字中

「民」・「-」が占める割合
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□民（類推含む）
・一（類推含む）

□その他

図26

II.石原東遺跡Dl区逍物包含層出士土器の分類

住居出土の土器の分類は、土師器杯・須恵器杯・椀・

土師器甕・羽釜の 5器種で行ったが、 Dl区遺物包

含層の土器は杯や椀などが中心であるので、土師器

杯、須恵器杯、椀の 3種類で行う 。

Dl区遺物包含層から出土した土器は 21.845点と

大量であるが、形態分類までできるような土器は僅

かである。報告書には器形が復元できるものと墨書

土器をもれなく掲載したので、ここで分類した土器

は全て報告書に掲載してあるものである。

分類記号などは、 7章［3]で使用したものである。

土師器杯 （図27)

分類対象の土師器杯は 19点である。内訳は、土

師器杯Bl2点を中心に土師器杯C3点、 AW2点、

Aill l点、 All1点である。出土した杯の形態や土師

[4 ] 奈良•平安時代の遺構

器杯AWがBに比べ極端に少ないことから、概ね4

から 5期の遺物群と比定できる。本遺跡では、3期(8

世紀後半）から須恵器の占有率が増加するが、 6期

(10世紀前半）になると土師器杯は完全にみられな

くなる。Dl区遺物包含層の土師器杯は、本来占有

率の高い、 2期から 3期 (8世紀前半から後半）のも

のがほとんどなく、本来占有率の低い4期から5期(9

世紀前半から後半）のものが突出している。

以上のことから、Dl区遺物包含層は概ね 4期 （9

世紀前半）に形成され始めたことがわかる。

土師器杯

14 
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゜A I A II Am  AW  B C 

図27

須恵器杯 （図28)

分類対象の須恵器杯は 40点である。内訳は、須

恵器杯AN15点、 AV12点を中心に、 Aill8点、 A

Ilb 3点、AI 1点、Bbl点である。A皿、AN、AVは、

4期から 6期(9世紀前半から 10世紀前半）を代表す

る須恵器杯である。B、Cといった7期（10世紀後半）

の須恵器杯が、ほとんどみられないことから、 Dl

区遺物包含層は 4期から 6期 (9世紀前半から 10世

紀前半）までに形成されたと考えられる。
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A I Alla Allb A皿 AN AV Ba Bb Ca Cb 

図28

須恵器椀 （図29)

分類対象の須恵器椀は 22点である。内訳は、須
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恵器椀 A皿10点、 AIV7点を中心に、 All3点、 AI

1点、Cl点である。All、A皿、AIVは4期から 6期 (9

世紀前半から 10世紀前半）まで見られる須恵器椀

である。須恵器杯と同様、B、C、Dといった 7期(10

世紀後半）の須恵器椀が、ほとんどみられないこと

から、Dl区遺物包含層は4期から 6期(9世紀前半

から 10世紀前半）までに形成されたと考えられる。

須恵器椀
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．
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図29

灰釉陶器 （図30)

灰釉陶器は 542点出土し、出土土器全体の 4％を

占める。そのうちの 232点は、器形 ・釉調などに

より、生産地を分類することができた。分類は当事

業団神谷佳明の教示を得た。

分類した結果は図30の通りで、黒笹14号窯式期・

光ヶ丘1号窯式期・大原2号窯式期が中心である。

本遺跡の 4期から 6期 (9世紀前半から 10世紀前半）

に相当する。

また、黒笹14号窯式期の灰釉陶器が 16点と多く

出土したことも本遺跡の特徴である。黒笹14号窯式

期は、本遺跡の 4期(9世紀前半）に相当し、緑釉陶

器では、ほぽ同じ時期の京都洛北産3点が出土した。

m.墨書士器が形成された時期

Dl区遺物包含層出土の土師器杯・須恵器杯・椀．

灰釉陶器を以上の様に分類した。分類の結果、 どの

器種も概ね 4期から 6期 (9世紀前半から 10世紀前

半）に比定された。

また前述したとおり、 Dl区遺物包含層からは

196点の墨書土器が出土し、判読可能なもののうち、

80％が「氏」 ・「→ 9・・」と判読できた。「氏」・「→aー」と墨

書されているもので形態分類できるものは 43点あ

るが、 4期 (9世紀前半）の器形に墨書されたものが

10点あり、その他33点は 5期から6期 (9世紀後半

から 10世紀前半）の器形に墨書されている（図31)。

以下のことから、 Dl区遺物包含層からは、土師

器約10,700点、須恵器約10,600点、施釉陶器547

点、木器類57点の 22,000点を超える大量の遺物が

出土したが、そのほとんどすべてが4期から 6期(9

世紀前半から 10世紀前半）の 150年間に形成され、

その間「氏」という同じ文字が、書き継がれていた

ことが判明した。
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第7章調査の成果

4.まとめ

I.これまでにわかったこと

7章[4]皿で述べた Dl区遺物包含層出土遺物の特

色をまとめると以下の通りになる。

①供膳具の出土の割合が高い。

②京都洛北産の緑釉陶器や黒笹14号窯式期の灰釉

陶器を含む多量(547点）の施釉陶器が出土した。

③同一文字（茂）のまと まった墨書土器が出上した。

④漆の付着した須恵器杯や未製品の挽物が出士し

た。

そして、 Dl区遺物包含層から出土した 22,000

点を超える遺物は、 9世紀前半から 10世紀前半の

150年間に形成され、その間「氏」という同じ文字が、

書き継がれていたことが判明した。

また、これまで集落の変遷 •Dl 区遺物包含層の

形成時期を検討してきたが、 ①集落が本格的に展開

され始める時期と Dl区遺物包含層が形成され始め

る時期が、 9世紀前半で一致すること、②Dl区遺

物包含層から 450m離れた台地上の住居（諏訪ノ木

v遺跡2区7号住居）から、「R(0に囲まれた氏）」

と書かれた墨書土器を含む数点の墨書土器が出土し

たことから、 Dl区遺物包含層と諏訪ノ木V遺跡の

台地上の集落は、密接な関係にあると考えられる。

II.類例逍跡の諸相

以下では、Dl区遺物包含層出土遺物の①から③の

様な特徴を持つ遺跡を群馬県下を中心に取り上げ、

比較することによって、本遺跡の性格に迫りたい。

①供膳具の割合が高い遺跡

下東西遺跡

下東西遺跡は、群馬県前橋市青梨子町、群馬郡群

馬町北原に位置し、古代上野国では「群馬郡」に比

定される。発掘調査では、区画溝とそれに伴う据立

柱建物が検出され、溝の中から 12,000点あまりの

多量の供膳具を中心とした土器が出土した。土器群

は、土師器杯 ・椀．皿類、暗文土器、畿内産土器、

黒色土器、土師器甕類、須恵器蓋・杯 ・椀．llil．瓶・
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壺 ．甕、硯、羽口、砥石、鉄製品が見られる。土師

器の暗文杯や須恵器の蓋を持つ高台付き杯、大形の

長頸壺、円面硯など一般の集落ではあまり出土しな

い遺物がみられる。下東西逍跡で検出された土器群

に伴う据立柱建物群は、 7世紀終末から 8世紀初頭

の短期間に存在した官街的様相を取り入れた居宅で

あると考えられている （5)。下東西遺跡東南1.5kmに

は、山王廃寺がある。山王廃寺は7世紀後半には創

建され、 11世紀半ばまで続いた「放光寺」であった

と考えられている。周辺には上野国府、国分寺があ

り、律令制下の上野国の中心地に隣接している。

小八木志志貝戸遺跡

小八木志志貝戸遺跡は群馬県高崎市小八木町に位

置し、古代上野国では「群馬郡」に比定される。発掘

調脊では、下東西遺跡と同様に区画溝とそれに伴う

掘立柱建物と井戸が検出さ れ、井戸の周辺からは、

多量の供膳具を中心とした土器が出土した。土器群

は土師器，須恵器杯・椀を主体に、長頸壺•平瓶・

甕などが出土している。供膳具の割合が高い出土で、

その中心は土師器や須恵器である。小八木志志貝戸

遺跡で検出された土器群に伴う掘立柱建物群は、 8

世紀前半から 8世紀第3四半期までの官術的様相を

取り入れた富豪層の居宅であると推定されている (6)。

小八木志志貝戸遺跡西南1.5kmにある大八木屋敷遺

跡では八脚門をもつ柵列と溝で区画された掘立柱建

物群が検出され、『上野国交代実録帳』に見られる「八

木院」に想定されている。大八木遺跡に隣接する融

通寺遺跡では 300軒近い竪穴住居、熊ノ堂遺跡で

は200軒以上の竪穴住居が検出されており 、大八

木屋敷遺跡周辺が古代八木郷の中心的地域であった

と考えられている。

歴史的環境で述べた通り、本遺跡は、 『和名類緊抄』

による「群馬郡有馬郷」に属すると推定される。

本遺跡南1.5kmには有馬廃寺遺跡が所在し、有馬

郷の中心地は本遺跡南1.5kmに所在する有馬廃寺周

辺であったと推定されている。有馬廃寺周辺の有馬

条里遺跡 ・八木原沖田遺跡では、 8世紀後半代の集



落、さらに南の半田中原南原遺跡では 8世紀前半代

を中心に展開する集落が検出されている。

ここでは、本遺跡と同様、古代の中心地から約

1.5kmほど離れた遺跡で供膳具が多星に出土した下

東西遺跡と小八木志志貝戸遺跡を取り上げた。いず

れも区画溝や井戸周辺からの出土で、周辺には供膳

具に伴うと思われる掘立柱建物群などの居宅が検出

されている。出土遺物も 7世紀終末から 8世紀初頭、

8世紀前半から 8世紀第3四半期と、本遺跡出土の

土器群より古く、出土位置も異なるので、単純に比

較できないが、下東西遺跡や小八木志志貝戸遺跡の

ように本遺跡でも掘立柱建物群が未調査地に存在す

る可能性が考えられる。

②京都洛北産の緑釉陶器や黒笹14号窯式期の灰釉

陶器を含む多戴の施釉陶器が出上した遺跡

下東西清水上遺跡

下東西清水上遺跡は、群馬県前橋市青梨子町に位

置し、古代上野国では「群馬郡」に比定される。発

掘調査では、 7世紀から 10世紀の集落と 8世紀初頭

の比較的規模の大きい掘立柱建物が検出されてい

る。施釉陶器は奈良三彩香炉口縁部l点、緑釉陶器

椀・輪花椀．稜椀．皿・段皿・輪花皿・香炉51点、

灰釉陶器椀・輪花椀．稜椀・小椀・皿・段皿・折縁

皿・小皿・耳皿・長頸壺・短頸壺・小瓶•平瓶1,1 62

点が出土している。灰釉陶器は、椀・皿などが圧倒

的に多く、瓶類は少ない。灰釉陶器時期判別可能の

838点をみると、黒笹14号窯式期3点、黒笹90号

窯式期から光が丘1号窯式期156点、大原2号窯式

期652点、虎渓山1号窯式期27点と、圧倒的に大

原2号窯式期のものが占めている。緑釉陶器は、ほ

とんど小片であるが、 9世紀後半から 10世紀後半

までのもので、産地も畿内洛西・篠・近江・東海猿

投・尾北・美濃の各地に及んでいる。神谷(1998)は、

下東西清水上遺跡で検出された集落を山王廃寺の北

側で総社古墳群の西側に位置することから、「山王

廃寺に関係する豪族層かそれに付随する集落ではな

いか。」と推定している。
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下芝五反田遺跡

下芝五反田遺跡は、群馬県群馬郡箕郷町に位置し、

古代上野国では 「群馬郡」に比定される。発掘調査

では、住居141軒・建物6棟・ 11世紀代の水田が検

出されている。住居は 8世紀のもが7軒で、 134軒

が9世紀以降に比定される。施釉陶器は 5,459点出

土し、集落遺跡としては際立つ量である。内訳は緑

釉陶器椀．稜椀・皿・耳皿24点、灰釉陶器椀・皿・

輪花椀·稜椀・小椀・段皿・輪花皿•折縁皿・耳皿 5,4 35

点である。灰釉陶器は椀． 皿が大部分である。時期

判別可能な 838点をみると、黒笹14号窯式期3点、

黒笹90号窯式期から光が丘1号窯式期156点、大

原2号窯式期652点、虎渓山1号窯式期27点と 、圧

倒的に大原2号窯式期のものが占めている。緑釉陶

器は、 9世紀後半から 10世紀後半までの時期のも

ので、 10世紀代に多く集中している。産地は、京

都産・東海産に比定される。

また、遺跡からは「犬甘」と読める印が出土したが、

高島(1999)は、「犬甘」を「犬飼Jと同意語とし、他

に「犬」とある墨書土器が出土していること、 『続日

本後紀』承和10年(843)の史料に、新田郡の犬養子

羊・真虎兄弟の名が見られることなどから、付近一

帯に犬養氏の居住を想定している。また神谷(2004)

は、「自己の権利・権限・所有を表す印章は、墾田

地を管理・運営していた者が使用したのではない

か。」と推定している。

下芝五反田遺跡東南1.5kmには、古代八木郷の中

心的地域である大八木屋敷遺跡があり、神谷(2004)

は、「下芝五反田遺跡の墾田地は八木郷の豪族層・

富豪層が主導 したと考えられる。」としている。ま

た神谷(2004)は、下芝五反田遺跡出土の大量の食

膳具を「農繁期における労働力集約のための魚酒饗

応のために使用したのではないか。」と想定してい

る。

波志江西屋敷遺跡

波志江西屋敷遺跡は、群馬県伊勢崎市波志江町

に位置し、古代上野国では「佐位郡」に比定される。
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発掘調査では、 12棟の掘立柱建物が検出された。

掘立柱建物群は出土している遺物や重複する遺構か

ら9世紀中頃に比定されている。施釉陶器は 25点

出土し、黒笹14号窯式期が全体の40％と高い比率

で、黒笹14号窯式期から光が丘1号窯式期のもの

がある。他に大形の京都産緑釉陶器も出士した。ま

た、波志江西屋敷遺跡周辺の今井三騎堂遺跡・今井

見切塚遺跡 ・西太田遺跡などでは奈良•平安時代の

鉄製産関連遺構が検出されており、波志江西屋敷遺

跡でも 20点の刀子などの鉄製品が、羽口や鉄滓と

ともに出土している。8世紀後半に比定される住居

から「金」「太」と墨書された土師器杯2点と、 9世

紀末から 10世紀初頭に比定される住居から「東」と

刻書された須恵器杯・椀それぞれ 1点が出土してい

る。鉄製産関連遺構が周辺で見られる点や墨書・刻

書土器が出土している点も本遺跡と共通する点であ

る。

遺跡は縄文の埋甕l基と古墳時代後期の竪穴住居

l軒、 8世紀代が2軒検出されているだけで、集落

が展開するのは 9世紀以降である。

神谷(2004)は集落の衰勢時期や出土遺物から「波

志江西屋敷遺跡は、平安時代初頭に富豪層によって

空閑地の墾田を目的に形成された集落である。」と

想定している。

京都洛北産の緑釉陶器や黒笹14号窯式期といっ

た施釉陶器は最も早い段階のもので、国府周辺や官

樹、寺院などで時折見ることのできる特異な遺物で

ある。田中 (2003)によれば、「こうした京都産の

緑釉陶器は一旦平安京などの緑釉陶器の大消費地を

経由して、東国へ流入していると考えられ、国司や

王臣佃使、僧侶などによって運搬されたと考えられ

る。」という 。本遺跡Dl区遺物包含層出土の黒笹14

号窯式期灰釉陶器皿の底部外面に 「氏」と書かれた

ものがある（図32 灰緑15）。これが9世紀前半代

に搬入され、墨書されたものだとすれば、後述の通

り、本遺跡の所在する「群馬郡有馬郷」の中心地で

ある南1.5kmに位置する有馬廃寺遺跡や有馬郷を営
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む中心氏族（有馬氏）との関わりが推測される。

③まとまって墨書土器が出上した遺跡

堀越中道遺跡

堀越中道遺跡は、群馬県勢多郡大胡町に位置し、

古代上野国では「勢多郡」に比定される。発堀調査

では、奈良•平安時代の住居39軒・掘立柱建物 38棟・

10世紀後半以降の道路などが検出された。堀越中

道遺跡では、古墳時代前期以降、集落の断絶が見ら

れ、再び8世紀中頃に集落が形成される。その規模

は9世紀に最盛期を迎え、 10世紀に縮小傾向にな

る。文字関係の資料では、墨書土器・刻書土器・刻

書紡錘車・焼印がある。出土した墨書土器は43点で、

判読可能な文字が15点あり、その内容は「立」8点・

「下殿」1点・ 「山椎」1点・ 「小林」1点 ・「平」1点な

どがある。「立」は焼印と同一文字で、所有 ・所属・

識別に「立」という字が使用されていたと考えられ

ている。掘立柱建物は、大形の礎石を持つ竪穴住居

を囲むように配置されており、この住居からは、「立」

の墨書土器の他に、黒笹14号窯式期を含む灰釉陶

器・鉄製品・羽口などが出土している。「下殿」の

墨書土器や石製巡方 ・刀金具の出土から「下級官人」

が推定され、神谷（2004)は「8世紀後半代に下級官

人であった富豪層が継続的に居宅を構えたと想定さ

れる。」としている。

書上上原之城遺跡

書上上原之城遺跡は、群馬県伊勢崎市豊城町に位

置し、古代上野国では「佐位郡」に比定される。発

掘調査では、 8世紀前半から 11世紀の竪穴住居47

軒と 9世紀代の掘立柱建物群が検出された。竪穴住

居は 7世紀のものは僅かで、 8世紀後半から 9世紀

代のものが主体である。総数116点の墨書土器が出

土したが、そのほとんどは 9世紀代の掘立柱建物を

取り巻く竪穴住居で検出され、掘立柱建物の柱穴内

からも出土した。墨書土器の内容は、「金」19点 ・

「布」15点・ 「福」6点などである。所有・所属・識

別に「金」、「布」、「福」という字が使用されていた



と考えられている。

古志田東遺跡

古志田東遺跡は、山形県米沢市林泉寺に位置する。

発掘調査では、 9世紀後半から 10世紀初頭にかけ

ての大形掘立柱建物 1棟を含む掘立柱建物群•河川

跡 ・船着き場遺構が検出された。河川跡からは大量

の墨書土器を含む供膳具や木簡などが出土した。検

出された土器を分類すると、大半は供膳具で全体の

90％近くを占め、煮炊具は 10％に満たない。

古志田東遺跡では、墨書土器が433点出土した。

その内容は「口」133点 ・「木」66点・「東」15点 ・

「山田」12点 ・「達」5点 ・「吉成」「欠」3点 ・「吉」

「生」「布」「伍万」2点・「太」「福」「千万」

「山田西」「山西」1点などである。調査報告書で墨

書土器について考察した荒木(2001)は、出土した

墨書土器群に使用痕などの諸痕跡があることから、

「遺跡の主が徴発した人々に対して給食活動を行っ

た際の土器群である」と推定している。また、多く

の木簡も出土したが、なかでも遺跡の性格を特徴づ

ける 2・3号木簡は、田植えに関わる労働力徴発を

示す木簡として注目を浴びており、 三上(2003b)

は奈良時代の越前国東大寺荘園関係資料にある農繁

期の田植労働に伴う大規模な飲食儀礼と併せて、出

土した大量の供膳具を、木簡が描く遺跡の主が徴発

した労働者に対してねぎらいのための餐宴を開いた

際に使用した土器ではないかと位置づけている。さ

らに三上 (2003b)は、大量の墨書土器の出土を「農

繁期の共同労働の際の儀礼で行う魚酒の神への供献

と共同飲食こそが、土器に墨書するという非日常行

為を必然ならしめたのではないだろうか。」 と推測

している。

発掘された掘立柱建物は 7棟あり、母屋 ・エ房 ・

馬小屋 ・倉胴 ・住宅などに推測されている。

本遺跡Dl区遺物包含層出土の墨書土器について

は、 7章〔5〕「石原東遺跡 ・諏訪ノ木V遺跡出土の

墨書・刻書土器について」（高島英之）で詳しく述
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べているのでそちらを参照していただきたい。高島

(2004)によると、本遺跡出土の 196点の墨書土器

のなかで判読可能なもののうち、 67％を占める「氏」

という文字は「茂」という文字と同義である可能性

が高いという。「茂」という文字は吉祥的な文字と

して、類例も少なくないとのことで、本遺跡の様に

谷部や河川で出土する例は全国的にも多く見られ、

水に関わる祭祀・儀礼等に伴うものと推測できると

のことである。そして県内の類例としては、二之宮

宮下遺跡の状況に最も近いという 。

二之宮宮下遺跡は、前橋市二宮町に位置し、遺跡

の西700mに位置する二之宮洗橋遺跡出土の 8世紀

代の須恵器に「芳郷」の墨書があることから、古代

上野国では「勢多郡芳賀郷」にみられている。二之

宮宮下遺跡では墨書が131点出土したが本遺跡同

様にほとんどが谷部包含層からの出土である。131

点中、全く判読できないものが52点あるが、「天」

を意味する則天文字 ・「得万」・「神」・「正合」 ・「成」・

「得」・「雄」 ・「矢」・「乙」・「大」 ・「人」 ・「太」 ・「内」

などがみられ、「天」を意味する則天文字が33点と

最も多い。高島(1994)は、則天文字と他の通有の

文字を組み合わせている例も見られることや、地方

においては則天文字の全てが一群として伝わってい

るのではなく、単発的に伝播している可能性が高い

ことから、 一種マジカルな威力をもった特殊な記号

的文字として使用していたのではないかと推測して

いる。また、その他の文字も各地の出土例から吉祥

的 ・呪句的な意味が考えられるとしている。

高島(2004)は7章〔5〕の中で、「氏」という文字は、

この場所で水に関わる何らかの祭祀 ・儀礼を行った

際に使用したものであるとし、①「氏」という文字

が圧倒的に高い割合で出土していること、②450m

離れた諏訪ノ木V遺跡2区7号住居で「代」と書かれ

た墨書土器が出土していること、③同一文字の使用

期間が150年間という長い期間にわたっているこ

とから、「民」＝「茂」は、数百年 ・数世代存続した包

括的な大集団が標識的文字として使用した文字と解

釈している。
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m. Dl区遺物包含層の性格

ここまで Dl区追物包含層の特色である①供膳具

の割合が高い遺跡、②京都洛北産の緑釉陶器や黒笹

14号窯式期の灰釉陶器を含む多量（547点）の施釉

陶器が出土する遺跡、③同一文字のまとまった墨書

土器が出土する遺跡を概観してきた。

①で指摘した下東西遺跡・小八木志志貝戸遺跡の

ような供膳具の割合が高い遺跡は、居宅遺構の可能

性が指摘されている。竪穴住居のような遺構であれ

ば煮炊具の割合が高くなり、本遺跡を例に挙げれ

ば、供膳具：煮炊具 ＝2:1程度である。これに対し

てDl区遺物包含層は、供膳具：煮炊具が 12,000点．

数十点と、供膳具が非常に高い割合を示す遺跡は、

給食行為の際に使用されたものであると推定できる

可能性もある。また、発掘調査区内では検出されな

かったが、例示 した遺跡の様な居宅が周辺に存在し

ていた可能性も考えられる。

次に②で指摘した下東西清水上遺跡・下芝五反

田遺跡・波志江西屋敷遺跡のような京都洛北産の緑

釉陶器や黒笹14号窯式期の灰釉陶器を含む灰釉陶

器の多く出土する遺跡は、各地の中心地と関わりの

あった遺跡と推測できる。田中 (1995)によると 、

武蔵国では、通常の竪穴住居から出土する灰釉陶器

の量は、竪穴住居100軒に対し、 10点以下という

実態であるという 。このデーターを援用すれば、本

遺跡の 547点という灰釉陶器の出土量は、通常の

竪穴住居の遺構であれば5.470軒分ということにな

り、竪穴住居から廃棄されたものとは考えにくい。

一般的にこの時代の灰釉陶器は、ハレの器とされて

おり、何らかの祭祀・儀礼行為に際して使用されて

いたものと考えられる。また、黒笹14号窯式期の

灰釉陶器や、京都洛北産の緑釉陶器は、国府周辺や

官術・寺院などで時折見ることのできる特異な遺物

で、本遺跡では、有馬郷中心地との関わりが推測で

きる。

最後に、 ③であるが、本遺跡から出土した墨書土

器群は、古志田東遺跡で指摘されている使用痕とい

えるような痕跡が確認できなかった。土器に何らか
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の摩耗痕があるが、筆者の観察では使用痕なのか廃

棄後の摩耗によるものなのか判断することができ

なっかたのである。しかしながら Dl区遺物包含層

から出土した約12,000点の供膳具のうち墨書土器

が 196点とすべての供膳具の2％程度であること、

煮炊具が少量であるが含まれること、播粉木などの

食事具が出土したこと等の状況から、本遺跡でも、

煮炊きを伴う共同飲食行為が行われていた可能性が

指摘できるかもしれない。

神谷 （2004)は、森公章氏の以下の富豪層の概念

に当てはめ上野における富豪層を検証した。

a．膨大な稲穀保有とそれを支える魚酒饗応などに

よる農業経営

b.出挙による致富活動の展開

C.出挙活動に関しては返済不能者の土地を質とし

て取り上げ、上田を集積

d．農業経営面以外の活動では膨大な銭貨の貯蓄

e．馬の購入などによる交易活動として、流通面での

幅広い範囲に活動

f．武力保持

g山野占有の活動

神谷(2004)は「古代上野の富豪層」でbから dは、

考古史料の面から実証するのは難しいとしながら

も、升や権衡の保有から出挙については実証できる

可能性を示した。また、下芝五反田遺跡 ・清里陣馬

遺跡・ 三ツ寺大下IV遺跡 ・本遺跡などの多最の施

釉陶器をはじめとする供膳具の遺物群が、大量の労

働力の集約を行う際に行われた饗応に対する食膳具

であるなどと指摘し、富豪層の要素を遺跡のなかか

ら抽出した。

本遺跡では掘立柱建物等の遺構が検出されなかっ

たことから、 IIで取り上げた類例遺跡と単純に比較

できないが、発掘範囲外に存在する可能性は十分あ

り、神谷 (2004)の指摘するような、魚酒饗応行為

の際の食膳具と推測できる可能性もある。ただ商島

(2003)は、『古代官衛 ・集落と墨書土器』の中で、

古志田東遺跡で指摘された様な「農繁期の共同労働

に儀礼の際に行う魚酒の神への供献と共同飲食」は、
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祭祀・儀礼行為の中の儀礼部分にあたるという考え

を示 しており、 これを受ければ、 三上(2003b)や

神谷 （2004)の指摘するような共同飲食行為も高島

(2003)の言う祭祀・儀礼行為の中の儀礼行為に含

めて考えることができるかもしれない。

富豪層による田植えの時などの労働力集約のため

の魚酒饗応行為が行われていた可能性は、石川県加

茂遺跡出土の膀示札から、平川(2001)にも指摘さ

れている。その膀示札は農業に励むべきことや禁止

事項などを書いて人々に公示した文章で、加茂遺跡

出土のものは、 官司の意思や命令を広く伝達する種

類のものと考えられている。

民がほしいままに魚酒を飲食することを禁ずる。」と

いう 一文があるが、

この中の第2条に 「農

これは「単に農民に対する贅沢

の禁止ではなく、 8世紀後半頃から社会問題となっ

た富豪層による労働力独占に対する警告と理解で
るいじゅ う

きる。」と平川 (2001)は指摘する。すなわち『類 緊

竺代紅』巻十九、延喜九（790)年四月十六日太政官

符には、
およ ひんねん

（前略）凡そ魚酒を制するの状、頻年行い下すこと
すでおわ きゃく

已に記んぬ。聞くならく、この頃畿内の国司、格
ししたが かつ ここよ いんぶ

旨に遵わず、 曽て禁制なし。荘に因りて殷富の人、
つ やす ねが

多く魚酒を蓄え、既に産業の就き易さを楽う 。貧窮
ともがら そし よくそな かえ がた

の輩、僅かに疏食を弁へ、還りて播殖の成し難きを
おの つく

憂う 。是を以て、貧富共に競いて己が家資を謁し、
くら これ

彼の田夫に喫わしむ。百姓の弊、斯よ り甚だしきは
な

莫し。（後略）

とある。平川 (2001)はこの一節を 「富豪層は財力

によって魚酒を準備し、貧しい農民を集めて、

えを順調にできるが、貧しい農民は自らの田植えの

時期を逃してしまい、不作を招いてしまうのであろ

゜
、つ この太政官は、そうした富豪層による魚酒の誘

いに安易にのるような行為を慎むように命じたもの

である。」 と指摘している。また平川 (2001)はこの

膀示札の内容は、宛所と郡司署名などをのぞくと普

遍的内容であって、 全国各地に掲示された可能性が

高いとしている (7)0 

5.おわりに

これまで、本遺跡発掘区内から出土した土器の変

遷を明らかにすることによって、竪穴住居の変遷を

追い、 Dl区遺物包含層の性格に迫る試みを行って

きたが、最後に周辺遺跡をもう一度見直すことに

よ っ て、本遺跡周辺の奈良•平安時代の様相を推測

してみたい。

本遺跡は、 『和名類緊抄』による「群馬郡有馬郷」

に所在する。本遺跡は有馬廃寺、有馬条里から茂沢

川を挟んで北500~600mに位置し、有馬郷の中心

地から少し外れる位置にある。有馬郷の中心地とさ

れる有馬廃寺周辺地域は、 『日本書紀』や『和名類緊

抄』にみられる「阿利真君Jの支配地と推定され(8)、

古くは弥生時代からの絶好の水田可耕地であった。

石原東遺跡周辺は、唐沢泥流堆積物を唐沢川が開

析した低地部であるが、石原東遺跡 Dl区では、僅

かではあるが、 Hr-FP (2次堆積）下水田が検出さ

れ、古墳時代 (Hr-FP降下以前）には水田域があっ

たことが判明した。しかしながら Hr-FP降下以降、

8世紀代までは、遺構らしい遺構が検出されておら

ず、現在までの調査結果を踏まえると、 Hr-FP降

下以降は、概ね 8世紀後半以降から集落が展開して

いるようである。石原東遺跡周辺の低地部の集落の

展開は荒木 (1995)が指摘する様に、東から西、

田植

まり低位置から高位置へ集落が展開しており、今回

報告する石原東遺跡 D区では、羽釜を伴う 10世紀

後半代以降から集落が展開している。

諏訪ノ木 V遺跡周辺は、唐沢泥流堆積物によっ

て形成された水はけのよい扉伏地上の地形で、水田

稲作などの生産域には不向きである。

つ

さらに Hr-

FA・ Hr-FPの火山災害により、古墳時代の遺跡

地周辺は、墓域として利用されていたようである。

ただしこの6世紀代の噴火によ ってもたらされた火

山灰や軽石の中には良質な砂鉄が含まれていたため

に、 8世紀中頃以降には、金井製鉄遺跡や中筋遺跡

に見られるような鉄生産が行われていたことが知ら

れている。さらにそれ以降は、 周辺遺跡で鉄生産に

関わる多くの遺構がみられ、大塚(1993『渋川市誌』）
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によって「国司支配の時代を経て、その（鉄生産）技

術は民間に伝播され、それぞれ個々の集落にひろ

がっていった様子がわかる。」（9)と指摘されている

のである。

諏訪ノ木V遺跡では鉄関連遺物が多数出土した。

遺物が出土した遺構は8世紀後半から 10世紀後半

まで見られ、鍛錬鍛冶遺構を伴う竪穴住居も数件確

認できる。鉄関連の遺物が出土した竪穴住居は図

22で示したとおりであるが、台地上で活発に鉄生

産が行われていたことが推測できるのである。

また、鉄生産には多量の炭生産が想定出来る。前

述したように、 Dl区遺物包含層から出土した未製

の木製品や漆の付着した容器は、この地で輛輔によ

る木地生産や漆器生産が行われていたことを窺わせ

(10)、「英」を使用した集団の活動が山野にもあった

ことが推測できるのである。

本論脱稿直前に、荒木勇次氏より、渋川市教育委

員会で現在整理中の石原東遺跡E区8号住居から出

土した「氏」と判読できる墨書土器を見せていただ

いた。詳しい遺構の時期などは本報告を待ちたいが、

これがDl区遺物包含層で検出された「氏」と同じ性

格のものであれば、「氏」という文字を使用した集団

は、 Dl区遺物包含層から北西に 450m離れた諏訪

ノ木V遺跡2区7号住居から、東に 400m離れた石

原東遺跡E区8号住居までの広い範囲に及んでいた

可能性が想定でき、台地部から低地部まで広範囲を

包括した集団として捉えることができるかもしれな

しヽ。

以上のことから、この集団が水田稲作から鉄生産・

漆エ・木工といった多様な技術集団を抱えていた可

能性が指摘できるのである。

また、 Dl区遺物包含層で多量に出土した墨書土

器に書かれた「茂」は、「茂」と判読できる (I])が、本

遺跡の南600mにある茂沢という地名、そこに流れ

る茂沢川の「茂」という文字との関連が注目される。

吉祥的な意味合いが指摘される「英」であるが、文

字史料の少ない地域史のなかでこうした地名との一

致は興味深いところである (]2)0

370 

報告する石原東遺跡D区・諏訪ノ木V遺跡は渋

川市石原に所在する。調査を開始すると、まさに地

名通りの石の原が出現した。地理的環境でも述べた

様に、この石の原は唐沢泥流堆積物という水沢山の

山体崩落に伴う堆積物である。今回の調査では、こ

の直上から縄文草創期の石器が発見され、 As-YP

（約13~14万年前）以降、草創期（約 1.2万年前後）

以前に水沢山の山体崩落が起こったことが判明し

た。この堆積物に覆われた遺跡地周辺は、こうした

地理的環境から 『和名類緊抄』による「群馬郡有馬郷」

に所在しながら、本遺跡南に所在する有馬条里田圃・

有馬廃寺周辺の中心地域とは異なる土地利用をされ

てきた様である。

多様な技術集団が属していた可能性がある本遺跡

の「応を使用した集団は、低地部では稲作を行い、

台地部では鉄生産 ・木工 ・漆工を行っていたことが

推定できる。「氏」を使用した集団は、9世紀前半か

ら10世紀後半の 150年という長期間、この地域で

活躍していたのではないだろうか。
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[5]石原東遺跡・諏訪ノ木遺跡出土の墨書・刻書土器について

[5]石原東遺跡・諏訪ノ木V遺跡出士の墨書 ・刻書士器について

1.石原東遺跡・諏訪ノ木V遺跡出士の

墨書・刻書土器

渋川市石原の石原東遺跡および隣接する同市諏訪

ノ木の諏訪ノ木 V遺跡から合計で 209点にのぽる

墨書・刻書土器が出土した。ただし約半数は小片な

どで全く判読できないものである。また、刻書土器

は諏訪ノ木 V遺跡2区遺構外出土の資料（2-外一

7) 1点のみであり、他208点は墨書土器である。

それにしても県内のこれまでの一遺跡における墨

書土器出土数から見れば、現在までのところ、一遺

跡における県内最多出土量を誇る伊勢崎市上植木光

仙房遺跡出土の 213点に次ぎ、沼田市戸神諏訪遺

跡出土の174点、群馬町三ッ寺II遺跡出土の151点，

前橋市二之宮宮下東遺跡出土の 131点、境町十三

宝遺跡出土の 124点、伊勢崎市書上上原之城遺跡

出土の 121点などを越える県内第2位の出土最と言

うことになる。

また、同じ渋川市内では、『延喜式』左右馬寮式

御牧条にみえる「有馬島牧」を構成する牧の施設の

一つに想定可能な半田中原・南原遺跡出土の 113

点を越え、現在のところは、市内では最多の墨書土

器出土量をみた遺跡ということになる。

これらの墨書土器のほとんどは、調査区の最南東

端部、調脊区域の南側を西から東に流れる唐沢川が

開析した谷部に堆積した包含層中からの出土であ

り、遺構に伴う資料が少ないので、墨書土器そのも

のの記載内容や記載状況等から集落内の特定の単位

集団の趨勢や動向などを跡づけることはできない

が、非常に特徴的な字形のものが見られるなど、近

年、脚光を浴びるようになってきた墨書土器研究に、

大変有益な素材を提供することが出来る資料群と言

うことができるだろう 。とりわけ、最近、注目され

つつある墨書土器字形論との関わりの中で、重視で

きる内容を含んでいると考えられる。

なお、本遺跡出土の墨書土器全点の器形、器種、

高島英之

時期、文字内容、文字記載部位・位置・方向などに

ついては、表1および図1に掲げておいたので、以

下では出土資料中にみられる特徴的な事項2・3に

ついて取り上げていくことにしたい。

2.石原東遺跡出士の墨書士器の内容

石原東遺跡と諏訪ノ木V遺跡は、ほぼ南北に隣接

する遺跡であるが、本書でもすでに述べられている

ように両遺跡間にはかなりの比高差がある。

石原東遺跡出土墨書土器全201点の内、 9割以上

の196点が、調査区最南東端部の谷部にあたる Dl

区からの出土であり、．本遺跡と諏訪ノ木V遺跡出

土の墨書土器の内の9割以上が調査区最南東端部の

唐沢川河畔谷部包含層中からの出土と言うことにな

る。石原東遺跡出土の墨書土器201点のうち、多少

なりとも判読可能な資料は 93点であり、そのうち

Dl区出土の資料は 89点である。

石原東遺跡出土墨書土器で多少なりとも判読可能

な93点の内の 60点が、「代」と明確に判読できるも

のかあるいはそのように類推できる字形である。明

確に判読可能な資料では、いずれも草冠の下に「氏」

という文字を記す字形である。このような文字は、

各地における膨大な墨書土器の出土例や、あるいは

現存する各種の異体字字典等に当たっても管見の限

り見いだすことはできなかったが、類似する字形と

いう観点や、墨書土器に見られる文字の類例から見

て、おそらく「茂Jという文字を記そうと意識した

と考えるのが妥当であるように思われる。仮に、こ

の字形が通常使用されている「茂」の文字と同義の

ものでよいとすれば、各地における墨書土器の出土

例から見ても、また墨書土器に通常よく記されるこ

とが多い吉祥旬的な文字としても、類例も少なくな

く、解釈に無理はない。

また、草冠の部分のみ判読できる資料についても

「式」の文字を記した、あるいは記そうとしたものと

考え、それらを加えると、多少なりとも判読が可能
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な石原東遺跡出土墨書土器93点のうちの 72点にの

ぼり、本遺跡の谷部包含層から出土した墨書土器の

ほとんどが「氏」＝「茂」の文字が記されたものであっ

たことが判明する。

なお、「氏」＝「茂」の文字が記されたものに限らず、

本遺跡出土墨書土器の圧倒的多数は、底部外面に記

載されたものである。それ以外に文字が墨書された

部位や位置、方向等についてさしたる特徴を

指摘することはできなかった。

3.石原東遺跡出士墨書士器の意味、用途と機能

谷部包含層中から出土したこれらの墨書土器につ

いては、集落の中における何らかの祭祀・儀礼等の

行為に際して使用され、谷部に廃棄されたか、ある

いは谷部や河川、水に関わる祭祀・儀礼等に伴うも

のとの推測が容易に成り立つところであろう。全国

的に見てもこのような墨書土器の出土状況の類例は

多い。県内の類例では、前橋市東部の二之宮宮下東

遺跡出土墨書土器の出土状況に非常によく類似して

いる。

多少なりとも判読が可能なもののうち圧倒的多数

なのが「1t」=「茂」と記されたものなので、先にも

述べたように記された文字の内容から集落内におけ

る単位集団の趨勢や動向を伺い知ることは現段階で

は困難である。しかしながら、圧倒的多数の資料が

同一文字が記されたものであることから逆説的に考

えるならば、この場所で何らかの祭祀や儀礼等の行

為を執り行った集団とは、大きな一つの集団として

グルーピングすることが可能になってくる。「茂」＝

「茂」の文字はそうした包括的大集団の標識的な文

字と解釈することが出来るのではないだろうか。

同じ谷部に堆積した包含層中から非常に少数出土

したそれ以外の文字が記された墨書土器は、それぞ

れがほとんど別個の文字であり、まとまりが見られ

ないので、包括的な大集団に対するような別個の異

なる何らかの集団の標識的文字とは考えにくいよう

に思われる。

むしろこれらの資料に記された文字は、包括的大

集団傘下にある何らかの小集団の標識的な文字を意
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味していると解釈する方が妥当であろう 。包括的な

大集団の内部にある何らかの小集団とは、具体的に

は、場合によっては「戸」のような単位である可能

性も、また一組の単婚家族である可能性も、また住

居単位である可能性すら有しているが、これらの資

料からのみでは、これらの資料に記された文字が如

何なる集団のシンボルとして機能したのかという点

に付いては明確にしがたい。包括的大集団の内部に

重層的に存在したであろうある種の小集団の標識的

文字が記された墨書土器が、祭祀儀礼と儀礼等の行

為に当って何らかの理由があって使用されたことを

示していると考えることが出来る。

なお、 Dl区の包含層以外では、「氏」＝「茂」の文

字が記されたものは、 D5区の 1号住居跡から 1点出

土している。わずか l点とは言え、住居跡から「弐」

＝「茂」の文字が記された墨書土器が出土している

ことによって、 Dl区の谷部に墨書土器を廃棄した、

あるいはそこで墨書土器を使用した何らかの祭祀・

儀礼等の行為を執り行った集団は、この谷部に隣接

する微高地に生活の根拠を置いた人々であったであ

ろうことが想定できる。これらの墨書土器を使用し

た祭祀・儀礼等の行為は、居住する地域のすぐ近接

する場所で行われたと言うことになろう。

4.石原東遺跡出土墨書土器の年代幅

本遺跡出土墨書土器で多少なりとも判読が可能な

資料の圧倒的多数を占める、この「氏」＝「茂」とい

う文字が記された土器は、判明する限り 9世紀前半

代のものから 10世紀第3四半期のものまで存在し

ている。

Dl区で検出された谷部で、墨書土器を使用した

祭祀 ・儀礼等の行為を執り行った、あるいは集落内

における祭祀 ・儀礼等の行為に際して使用した墨書

土器を谷部に廃棄した集団にとって、およそ百数十

年 ・数世代に亘って、集団の標識的文字として使用

する程に、この「代」＝「茂」という文字は彼らにとっ

て意味を有したものと解釈することが可能である。

およそ百数十年、少なくとも三世代以上に亘って

同じ文字が集団的の標識的文字として使用し継がれ
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ている。これまでの各地における墨書土器の出土事

例にも、集落内の単位集団の標識的な文字として数

十年～百年程度の年代幅で同じ文字が書き継がれて

いるような事例は決して珍しいことではない。しか

しながら今回、土器の器形と年代観の関係から、明

確な形で文字の使用年代の幅を提示することが出来

た点は今後のこの方面の研究の進展に資するところ

として評価できるであろう 。また、明らかに出来た

同一文字の使用年代幅として、非常にその間が長き

に亘っている点も特筆すべき点であろう 。

5.諏訪ノ木V遺跡出土の墨書 ・刻書土器

石原東遺跡から台地を上がった上、北側に隣接す

る諏訪ノ木 V遺跡からは 8点の墨書 ・刻書土器が

出土している。うち、遺構外出土の 1点（2-外ー 7)

は刻書土器である。なお、多少なりとも判読が可能

な資料は 8点の内の 2点にすぎない。

多少なりとも判読が可能な資料2点の内の 1点（2

-7住ー 7)には「0に囲まれた「氏」と考えられる文

字が記されている。この資料が出土した諏訪ノ木

v遺跡2区7号住居跡は「民」＝「茂」と記された墨書

土器が多数出土した石原東遺跡Dl区の谷部から約

450m以上離れた場所に位置しているが、谷部で大

量に出土した墨書土器と関連する文字が台地の上、

およそ450m以上も離れた位置から出土している

ことから、この「民」＝「茂Jという文字を何らかの集

団の標識的文字として祭祀・儀礼等の行為に当たっ

て土器に記入した人々の広がりを確認することがで

きる。

6.まとめ

石原東遺跡及び隣接する諏訪ノ木 V遺跡で検出

された集落に居住する人々にとっての包括的集団の

標識的文字である「式」＝「茂」という字形の文字が、

少なくとも百数十年・数世代に亘って使用し続ける

ほどの意味を有する文字であったという、標識的文

字使用の時間的な幅については前節においてすでに

指摘出来たところであった。

それと関連する文字が僅か一点とはいえ、諏訪ノ

木V遺跡からも出土していることからみれば、標

識的文字使用の空間的な広がりもまた一方で指摘で

きるわけであり、当該遺跡所在地域一帯における祭

祀・儀礼等の行為に伴う人々の動向ー特に集団の形

成範囲や存続時間等の幅を有る程度伺い知ることが

可能となった。

この点は、従来、古代集落研究の中で、ある程度

漠然と論じられてきたところではあったが、当該遺

跡出土資料の検討によって、遺構・遺物などの考古

資料に即して明確に結論づけられるようになった点

は重要であろう 。

当該遺跡出土の資料は、谷部からの一括出土資料

が圧倒的多数を占めているため、たびたび先述して

いるように、墨書土器の記載内容や記載状況や出土

状況から集落内における単位集団の趨勢や動向を跡

づけることは不可能である。しかしながら、一括出

土資料が圧倒的多数を占め、なおかつそれらの年代

幅が広かったことから、集落内、あるいは集落に接

して数世代に亘って連綿と祭祀 ・儀礼等行為を続け

てきた集団の消長関係とその集団の空間的な広がり

をある程度明確に提示することが出来た。この点は、

今後、当該時期の集落論を構築していく上で、重要

な要素となりうるものであり、今後、さらに類例の

検討を積み重ねていくことによって、より具体像を

明らかにすることが可能になってくるものと確信す

る。

おわりに一墨書土器研究の意義

古代の文献史料は非常に限られており、従来、そ

の研究もある種の限界に達したかの観があった。こ

うした状況をうち破り、古代史研究に活力を与え、

その将来に無限の可能性を開く元となったのが、こ

うした古代出土文字資料の発見であった。

出土文字資料の資料的特質は、第一に、地下から

発見された考古学的遺物であるということである。

すなわちそのことは、そこに記載された文字情報と

ともに、その資料がどの遺跡のいかなる遺構からど

のような状況で発見されたのかという出土情報や、

遺物としての形態に関する情報がその資料に込めら

れていると言うことを示している。出土文字資料は
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科学的に行われる発掘調査によって、幸運な諸条件

に応じて一面では偶然に伝存した史料ということが

出来る。

史料的特質の第二としては、紙以外の物質を書写

材料としているものも多いということである。文字

が記された物それぞれの特性や、物そのものの用途・

機能 ・使用方法と文字内容とが密接に関連している

場合が多い。したがって、記された文字情報を正し

く解釈し、歴史史料として最大限有効に活用するた

めには、文字が記された物そのものの特質と記され

た文字内容とを整合的に解釈して判断する必要があ

る。各々の出土文字資料の出土状況や物としての特

質や考古遺物としての物そのものに付帯する情報を

明らかにした上で、はじめて記載された文字が持つ

文字情報の果たした意味が正当に理解できるのであ

る。

さらに第三としては、出土文字資料が同時代史料

であるということが挙げられる。すなわち後世の写

本などではなく、確実に古代のある時点で記され、

廃棄された生の史料であるという点であり、後世の

潤色や編集が入る余地がないという点である。また、

二次的な手が加わった編纂物などの文献史料とは異

なり、記録・文書あるいは典籍などに纏められる前

段階における、日常的な情報を含んでいることが多

い。個々の出土文字資料に記されている情報は、あ

まりにも断片的に過ぎるものが多いが、当時の官術

などにおける日常の行政事務の実態や、古代の村落

における祭祀 ・儀礼等の行為の実相を具体的に伺い

知ることが出来る貴重な資料となるものが多い。

こうした出土文字資料を取り扱う際には、何より

もまずそれらが考古学的な遺物であることを重視せ

ねばならない。もちろん、文字情報の大きさや効果

は絶大であるが、同時代の生の史料であるとは言え、

その断片的なる故にこそ、各出土文字資料に記され

た文字情報自身の史料批判を経ることの重要性も多

言を要しないであろう 。まずもって、これら出土文

字資料に込められた歴史情報を最大限に引き出すこ

とが求められる。
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従来は、このような出土文字資料は、もっぱら釈

文のみが対象とされ、その属性についての検討が等

閑に付される傾向が強かっただけに、そこに記され

た文字情報以上の歴史情報を得ることが出来なかっ

たわけである。出土文字資料の用途・機能は、それ

ぞれ文字が記されたものそのものの属性に左右され

るものであり、記された文字情報のみならず、資料

そのものの属性の検討を行うことによって、文字情

報以上の歴史情報を引き出すことが可能になるばか

りでなく、記された文字情報の正確な解釈にも資す

ることになる。

また、往々にして、出土文字資料によって得られ

た新知見と考古学上のそれとを結びつければ、直ち

に新しい見解が次々に生まれるかのような過大な期

待が寄せられがちである。確かに、各種の出土文字

資料からは目新しい、既存の史料とは異なった、あ

るいは既存の史料から得難い内容が知得でき、また

そこに出土文字資料研究の大きな魅力があることも

否定できない。しかしながら、既存の文献史料によっ

て緻密に構築されてきたこれまでの研究成果と無関

係に、出土文字資料から新しい清報が読みとれる訳

はないし、また各種の出土文字資料の発見によって

得られた新知見をもとにすることで、既存の文献史

料の読み方や解釈が変わるとか、新しい解釈の可能

性が生まれたりするわけである。

つまり、出土文字資料から引き出し得る歴史像と

既存の資 ・史料から得られた歴史像とにおける、ど

ちらが正しいのかを二者択ー的に判断するのではな

く、それぞれから導き出された歴史像の矛盾を、各

資 ・史料の特性に則して再び読み直すことによって

新見解を提示し、ひいては相互の史料上の矛盾を整

合的に解釈し、理解することが必要と言えるだろう 。

そこにこそ出土文字資料研究の意義が存在するので

ある。

多種多様な出土文字資料は、それぞれの資料の属

性や用途・機能に起因する資料的特性があり、各種

の資料に応じた実に多種多様多彩な用途 ・機能を有

するものであるから、出土文字資料全般を総体的に
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取り扱ったところで、考古学的な遺物論としても古

代史料学の研究としても必ずしも一定の方向性を示

し得るものではない。

それぞれの出土文字資料に記載された内容を正し

く解釈し、既存の史料との整合性をはかり、資料と

して最大限有効に活用していくためには、まず資料

そのものについての基礎的な検討が必要不可欠であ

る。したがって、資料自体に即して、その用途や機

能の解明に主眼をおいた基礎的な研究を行なうこと

は、重要な意味がある。

出土文字資料に人間が与えた機能は、社会から

切り離れた個人が恣意的に付与したものではなく、

各々の出土文字資料の記載者が果たしていた当時の

社会的機能と密接に関連するわけであるから、出土

文字資料それぞれの機能を復元することが、各出土

文字資料を媒体とする人的・政治的・社会的諸関係

を解明することにつながる。その過程で、例えば木

簡なら、それがどの官司から差し出されてどこに充

てられたのかというような官司間相互の関係である

とか、あるいはそれら官司の運営の実態が明らかに

することが出来、場合によってはそれぞれの出土文

字資料の出土地点がいかなる性格の施設であるのか

を解明することも可能になる。さらには、このよう

な諸関係、すなわち人と人との関係の総体としての

日本古代史像の一部を明らかにすることになる。つ

まり、それぞれの出土文字資料の用途と機能を解明

することによって、そうした人的関係の背後にある

律令官司制のシステムや、集落内の社会構造を明ら

かにすることが可能であり、さらにはそのような諸

関係の総体としての古代社会像の解明に繋がってい

くのである。

今日、古代の墨書・刻書土器の出土数は全国各地

で膨大な量にのぽり、出土文字資料の範疇の中でも

木簡や漆紙文書、文字瓦等とは異なり、沖縄地方を

除く日本列島のあらゆる地域のさまざまな種類の遺

跡からほぱ普遍的に出土している。ただし、一点

一点の墨書・刻書土器の字数は、出土文字資料の中

でも木簡や漆紙文書に比べると極端に少なく、 一般

的にはせいぜい一文字か数文字しか記されていない

ものがほとんどである。しかしながら、こうした極

めて断片的な資料ではあるが、それらを丹念かつ対

極的に検討していくならば、既存の文献史料はもと

より木簡・漆紙文書・文字瓦など他の出土文字資料

からでは決して明らかにすることが出来ない古代の

在地社会の実相を描き出すことが可能になると考え

る。古代の墨書・刻書土器が出土資料の最の多寡は

あるものの全国的にほぼ普遍的に出土する資料であ

ることからみれば、各種の古代出土文字資料の中で

も、ものそのものについて資料の属性を検討するこ

とが最も必要とされる資料ということが出来る。

近年における埋蔵文化財発掘調査の急増によっ

て、木簡、漆紙文書、墨書・刻書土器・刻書紡錘車・

印章・焼印などの出土文字資料は、各地で膨大な量

が蓄積されつつある。個々の資料は断片的であり、

それぞれの文字資料に記された文字の意味や用途な

どを確定することが困難なケースも非常に多い。し

かしながら、特に墨書・刻書土器•印章・焼印・刻

書砥石、あるいは本論文ではほとんど言及すること

が出来なかった刻書紡錘車など集落遺跡出土の文字

資料は、それぞれが同じ集落遺跡から出土した他の

文字資料とも密接に関連している。相互の資料を有

機的に関連付けて検討することによ って、当該期の

村落研究に関する新たな分析視角が設定できる。さ

らに、個々の文字資料についても、それらの資料的

特質を解明することができるのである。
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[5]石原東遺跡・諏訪ノ木遺跡出土の思書．刻書土器について
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第7章調査の成果

石原東遺跡Dl区 ・諏訪ノ木V遺跡 墨書士器一覧
No 出土遺跡・区 出土遺構 土器No 器種 器形 墨書の部位・位慨方向 釈文・文字情報 遺物年代他

1 石原東 • Dl 包含層 22 須恵器 杯 底部外面 氏 9世紀前半前

2 石原東 Dl 包含層 17 須恵器 杯 底部外面 氏 9世紀前半前

3 石原東 • 01 包含附 23 須恵器 杯 底部外面 氏 9世紀前半前

4 石原東 •Dl 包含陪 59 須恵器 杯 底部外面 氏 9世紀後半

5 石原東 Dl 包含層 103 須恵器 椀 底部外面 氏 9世紀前半

6 石原東 •D l 包含層 190 須恵器 皿 底部外而 代 9世紀後半

7 石原東 • Dl 包含層 15 土師器 杯 底部外面 氏・ 9世紀後半

8 石原東 •Dl 包含層 116 須恵器 椀 底部外面 氏， 石原東 •Dl 包含陪 6 灰釉陶器 椀 底部外而 it 光ヶ丘1号究式

10 石原東 •Dl 包含層 70 須恵器 杯 底部外面 氏 9世紀第4四半期

11 石原東 •Dl 包含陪 55 須恵器 杯 底部外面 氏 9世紀後半

12 石原東 •Dl 包含層 35 須恵器 杯 底部外面 氏 9世紀前半

13 石原東 •Dl 包含層 56 須恵器 杯 底部外面 氏 9世紀第3四半期

14 石原東 •Dl 包含陪 39 須恵器 杯 底部外面 氏・ 9世紀第3四半期

15 石原東 •Dl 包含層 73 須恵器 杯 底部外面 代 9世紀第4四半期～10世紀前半

16 石原東 •Dl 包含層 49 須恵器 杯 底部外面 代 9世紀後半

17 石原東 •Dl 包含層 75 須恵器 杯 底部外面 代 9世紀第4四半期～ 10世紀前半

18 石原東 • Dl 包含層 41 須恵器 杯 底部外面 氏 9世紀第3四半期

19 石原東 •Dl 包含府 74 須恵器 杯 底部外面 氏 9世紀第4四半期～ 10世紀前半

20 石原東 •Dl 包含陪 48 須恵器 杯 底部外面 i:t 9世紀後半

21 石原東 •Dl 包含層 198 須恵器 皿 底部外面 氏 9世紀後半

22 石原東 •Dl 包含陪 15 灰釉陶器 Illl 底部外面 氏 黒笹14号窯式期。

23 石原東 •Dl 包含層 193 須恵器 皿 底部外面 氏 9世紀後半

24 石原東 •Dl 包含層 136 須恵器 椀 底部外面 氏 9世紀後半

25 石原東 •Dl 包含層 23 灰釉陶器 皿 底部外面 氏 大原2号窯式期

26 石原東 •01 包含層 147 須恵器 椀 底部外面 代

27 石原東 •01 包含屑 114 須恵器 椀 底部外面 氏

28 石原東 • 01 包含層 111 須恵器 椀 底部外面 氏 転用硯か

29 石原東 •01 包含陪 123 須恵器 椀 底部外面／体部外面正位 代／代 9世紀第3四半期

30 石原東 •Dl 包含層 134 須恵器 椀 底部外面 氏 9世紀後半

31 石原東 •01 包含層 110 須恵器 椀 底部外面 氏 9世紀第2四半期

32 石原東 •Dl 包含陪 60 須恵器 杯 底部外面 代 9世紀後半

33 石原東 •01 包含層 82 須恵器 杯 底部外面 代

34 石原東 •01 包含附 20 土師器 杯 底部外面 ＂ ［代力］ 9世紀後半

35 石原束 •05 1号住居 2 灰釉陶器 椀 底部外面 氏 10世紀第3四半期

36 石原東 • 01 包含層 17 土師器 杯 底部外面 代 9世紀後半

37 石原東 •01 包含層 156 須恵器 椀 底部外面 氏

38 石原束 •01 包含層 67 須恵器 杯 底部外面 氏 9世紀後半

39 石原東 •01 包含層 14 土師器 杯 底部外面 ＂ ［氏力］ 9世紀後半

40 石原東 •01 包含陪 32 土師器 杯 底部外面 □［此力］
41 石原東 •01 包含昂 50 須恵器 杯 底部外面 口 9世紀後半

42 石原東 • 01 包含層 40 須恵器 杯 底部外面 □["力］／代 9世紀第3四半期
43 石原東 •01 包含層 12 須恵器 蓋 天井部外面 周／代 9世紀後半

44 諏訪V-2 7号住居 7 須恵器 杯 ・椀 体部外面正位 □[Rヵ］ 10世紀第1四半期

45 石原東 •Dl 包含層 61 須恵器 杯 底部内外面 代（内）口［氏力］ （外） 9世紀第3四半期

46 石原東 •Dl 包含層 25 須恵器 杯 底部外面 ＂ ［氏力］

47 石原東 • Dl 包含層 38 土師器 杯 底部外面 □［代力］
48 石原東 • Dl 包含層 119 須恵器 椀 底部外而 ＂ ［氏力］

49 石原束 .Dl 包含層 51 須恵器 杯 底部外面 ＂ ［氏力］ 9世紀後半

50 石原東 •Dl 包含層 33 士師器 杯 底部外面 " [itカ］

51 石原東 •Dl 包含層 52 須恵器 杯 底部外面
←1 9-

9世紀後半

52 石原東 •Dl 包含層 137 須恵器 椀 体部外面逆位 " 9世紀後半

53 石原東 •Dl 包含層 112 須恵器 椀 底部外面 ’‘ 

54 石原東 • Dl 包含層 36 土師器 杯 底部外面 □["・カ］
55 石原東 •01 包含層 117 須恵器 椀 底部外面 " [i:c.カ］

56 石原東 •01 包含陪 40 土師器 杯 底部外面 口［代力］

57 石原東 • 01 包含層 39 土師器 杯 底部外面 口［代力］

58 石原東 •01 包含思 21 須恵器 杯 底部外面 口［代力］ 9世紀前半前

59 石原東 • 01 包含陪 19 須恵器 杯 底部外面 □［代力］ 9世紀前半前

60 石原束 • 01 包含層 41 土師器 杯 底部外面 口［氏力］

380 



[5]石原東遺跡 ・諏訪ノ木遺跡出土の墨書・刻書土器について

No 出土遺跡 ・区 出土遺構 土器No 器種 器形 思書の部位 ・位置・方向 釈文 ・文字情報 遺物年代他

61 石原東 • 01 包含居 135 須恵器 椀 体部外面正位 に］［代力］

62 石原束 Dl 包含層 43 須恵器 杯 底部外面 口 9世紀第3四半期

63 石原東 • Dl 包含層 5 須恵器 蓋 体部外面 □["・カ］
64 石原東 •01 包含層 37 土師器 杯 底部外面 □["力］
65 石原東 • Dl 包含層 18 須恵器 杯 底部外面 口 9世紀削半前

66 石原東 •Dl 包含層 159 須恵器 杯 ・椀 体部外而 口 9世紀第3四半期

67 石原東 •Dl 包含層 155 須恵器 椀 底部外面 □[it力］
68 石原東 • Dl 包含層 45 須恵器 杯 底部外面 D［代力］
69 石原東 •Dl 包含陪 34 土師器 杯 底部外面 □［代力］
70 石原東 •Dl 包含陪 108 須恵器 椀 底部外面 " 9世紀前半前

71 石原東 •Dl 包含附 44 須恵器 杯 底部外面 □["力］ 9世紀第3四半期

72 石原東 Dl 包含層 35 土師器 杯 底部外面 口［代力］

73 石原東 •Dl 包含層 84 須恵器 杯 底部外而 □["力］
74 石原東 •Dl 包含層 86 須恵器 杯 底部外面

-9 9 

75 石原東 Dl 包含層 181 須恵器 杯 ・椀 底部外面 " 

76 石原東 •Dl 包含層 120 須恵器 椀 底部外面 □['万力］
77 石原東 •Dl 包含層 28 須恵器 杯 底部外面 □[→9―力］
78 石原東 Dl 包含層 83 須恵器 杯 底部外面 ’‘ 

79 石原東 • 01 包含層 148 須恵器 椀 底部外面 □["力］
80 石原東 • 01 包含層 85 須恵器 杯 底部外面 D［氏力］
81 石原東 • 01 包含層 132 須恵器 椀 体部外面正位 益 9世紀第4四半期

82 石原東 •D2 1号土坑 4 須恵器 杯 体部外面 口［益力］ 9世紀第4四半期～ 10世紀第1四半期

83 石原東 • Dl 包含層 145 須恵器 椀 底部外面 益 9世紀後半

84 石原東 •DI 包含層 7 灰釉陶器 椀 底部外面 口［益力］ 光ヶ丘1号窯ェ＼

85 石原東 •Dl 包含層 124 須恵器 椀 体部内外面正位 天（内 ・外） 9世紀第4四半期～ 10世紀第1四半期

86 石原東 • D5 3号住居 2 須恵器 杯 体部外面正位 真 10世紀第3四半期

87 諏訪V・2 遺構外 7 須恵器 杯 体部内面逆位 真□［田力］刻害 9棋紀第4四半期～ 10世紀第1四半期
88 石原東 •Dl 包含附 54 須恵器 杯 底部外面 中尾

89 石原東 • Dl 包含層 43 土師器 杯 底部外面 口［尾力］

90 石原東 •Dl 包含層 42 土師器 杯 底部外面 山

91 石原東 D1 包含層 122 須恵器 椀 底部外面 合 9世紀第3四半期

92 石原東 •Dl 包含層 16 土師器 杯 底部内外面 「上」（内）口［＄力］（外） 9世紀後半

93 石原東 •Dl 包含層 160 須恵器 杯 ・椀 体部外面正位 ノ‘／上 9世紀前半前

94 石原東 • Dl 包含層 46 須恵器 杯 底部外面 口

95 石原東 • Dl 包含陪 33 須恵器 杯 底部内面 百 9世紀前半

96 石原東 •Dl 包含層 129 須恵器 椀 体部外面正位 口 9世紀前半

97 石原東 • Dl 包含層 146 須恵器 椀 体部外面正位 口［中力］ 9世紀後半

98 石原東 •Dl 包含層 20 須恵器 杯 底部外面 口〔有力］ 9世紀前半

99 石原東 •D5 3号住居 1 須恵器 杯 体部外面 口 10世紀第3四‘1堪期

100 石原東 • Dl 包含層 72 須恵器 杯 底部外而正位 □[1カ］ 9世紀第4四半期

101 諏訪V・2 7号住居 5 須恵器 椀 体部内外面 口／口 10世紀第1四半期

102 諏訪V・2 遺構外 6 須恵器 杯 体部外面正位カ 口 9世紀第4四半期～ 10・1仕紀第1四半期

103 石原束 •01 包含層 80 須恵器 杯 体部外面 口 10世紀前半

104 石原東 •Dl 包含層 133 須恵器 椀 体部外面 口 内面に加熱を受けた油脂類が付着

105 石原東 •01 包含層 5 土師器 杯 底部外面 口 8世紀後半

106 石原束 •Dl 包含層 79 須恵器 杯 体部外面 口 10世紀前半

107 諏訪V 2 18号住居 2 須恵器 杯 体部外面 口 9世紀第3四半期

108 石原東 •Dl 包含層 77 須恵器 杯 底部外面 口 10世紀前半 内面パレット

109 石原東 •Dl 包含陪 13 須恵器 蓄 天井部外面 口

110 石原東 Dl 包含層 125 須恵器 椀 体部外面 墨痕

111 諏訪V 2 遺構外 1 士師器 杯 体部外面 墨痕 8世紀中頃

112 諏訪V・2 7号住居 3 須恵器 椀 体部外面 墨痕 10世紀第1四半期

113 石原東 Dl 他含層 127 須恵器 椀 体部外面 墨痕

114 石原東 • Dl 包含層 3 須恵器 蓋 体部外面 墨痕 8世紀後半

115 諏訪V • 2 1号住居 ］ 須恵器 椀 内面 墨痕 10世紀第1四半期

116 石原東 Dl 包含層 87 須恵器 杯 底部外面 口

117 石原東 • Dl 包含層 12 土師器 杯 底部外面 口［代力］ 9世紀前半

118 石原東 • Dl 包含層 45 土師器 杯 底部外面 口

119 石原東 01 包含層 11 灰釉陶器 椀 底部外面 口 大原2り窯式期

120 石原東 •Dl 包含層 139 須恵器 椀 底部外面 口

121 石原東 •Dl 包含層 16 須恵器 杯 底部外面 口
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第7章調査の成果

No 出土遺跡・区 出土逍構 土器No 器種 器形 屈書の部位 ・位置・方向 釈文・文字情報 遺物年代他

122 石原東 •Dl 包含陪 142 須恵器 椀 底部外而 口
123 石原東 •Dl 包含層 62 須恵器 杯 底部外面 墨痕

124 石原東 • Dl 包含層 143 須恵器 椀 底部外面 口
125 石原東 •Dl 包含層 64 須恵器 杯 底部外面 口
126 石原東 •Dl 包含層 65 須恵器 杯 底部外面 口
127 石原東 .Dl 包含層 141 須恵器 椀 底部外面 D 
128 石原東 •Dl 包含層 153 須恵器 椀 底部外面 口 9世紀第4四半期～ 10世紀第1四半期

129 石原東 •01 包含層 30 須恵器 杯 底部外面 墨痕

130 石原東 •01 包含層 115 須恵器 椀 底部外面 墨痕

131 石原東 •01 包含陪 140 須恵器 椀 底部外面 墨痕

132 石原東 •01 包含層 154 須恵器 椀 底部外面 嬰痕

133 石原東 •01 包含／習 24 須恵器 杯 底部外面 □ 
134 石原東 •01 包含層 29 須恵器 杯 底部外面 墨痕

135 石原東 •01 包含層 138 須恵器 椀 底部外面 口
136 石原東 •Dl 包含陪 88 須恵器 杯 底部外面 墨痕

137 石原東 •Dl 包含層 37 須恵器 杯 底部外面 墨痕

138 石原東 •Dl 包含層 118 須恵器 椀 底部外面 墨痕

139 石原東 •Dl 包含層 46 土師器 杯 底部外面 口
140 石原東 •Dl 包含層 167 須恵器 杯・椀 体部外面 墨痕

141 石原東 •Dl 包含層 163 須恵器 杯 ・椀 体部外面 墨痕

142 石原東 •Dl 包含層 168 須恵器 杯・椀 体部外面 墨痕

143 石原東 • Dl 包含層 161 須恵器 杯 ・椀 体部外面 墨痕

144 石原東 • Dl 包含層 164 須恵器 杯椀 体部外面 墨痕

145 石原東 •Dl 包含層 162 須恵器 杯・椀 体部外面 墨痕

146 石原東 •Dl 包含層 166 須恵器 杯・椀 体部外面 墨痕

147 石原東 •01 包含層 165 須恵器 杯椀 体部外面 墨痕

148 石原東 •04 1号住居 12 須恵器 杯 ・椀 体部外面 口
149 石原東 •01 包含層 185 須恵器 杯 ・椀 底部外面 墨痕

150 石原東 • Dl 包含層 188 須恵器 杯・椀 底部外面 墨痕

151 石原東 .01 包含層 173 須恵器 杯 ・椀 体部外面 墨痕

152 石原東 •01 包含層 66 須恵器 杯 底部外面 墨痕

153 石原東 •Dl 包含層 14 須恵器 蓋 体部外面 墨痕

154 石原束 • Dl 包含層 92 須恵器 杯 底部外面 墨痕

155 石原東 • Dl 包含層 98 須恵器 杯 底部外而 墨痕

156 石原東 Dl 包含層 182 須恵器 杯・椀 底部外面 黒痕

157 石原東 •Dl 包含層 95 須恵器 杯 底部外面 岨痕

158 石原東 •Dl 包含層 174 須恵器 杯・椀 体部外面 墨痕

159 石原東 •Dl 包含層 55 土師器 杯 底部外面 墨痕

160 石原東 •Dl 包含層 90 須恵器 杯 底部外面 墨痕

161 石原東 •Dl 包含層 89 須恵器 杯 底部外面 墨痕

162 石原東 •Dl 包含層 26 須恵器 杯 底部外面 墨痕

163 石原東 •Dl 包含層 47 土師器 杯 底部外面 墨痕

164 石原東 •Dl 包含層 93 須恵器 杯 底部外面 墨痕

165 石原東 •Dl 包含層 169 須恵器 杯・椀 体部外面 墨痕

166 石原東 •Dl 包含層 63 須恵器 杯 底部外面 墨痕

167 石原東 •01 包含層 94 須恵器 杯 底部外面 墨痕

168 石原東 Dl 包含層 97 須恵器 杯 底部外面 墨痕

169 石原東 • Dl 包含層 178 須恵器 杯・椀 体部外面 墨痕

170 石原東 •Dl 包含層 99 須恵器 杯 体部外面 口
171 石原東 .Dl 包含層 186 須恵器 杯・椀 底部外面 墨痕

172 石原東 •Dl 包含層 183 須恵器 杯・椀 底部外面 墨痕

173 石原東 •Dl 包含庖 176 須恵器 杯 ・椀 体部外面 口
174 石原東 •Dl 包含層 53 土師器 杯 底部外面 口
175 石原東 •Dl 包含層 91 須恵器 杯 底部外面 墨痕

176 石原東 •Dl 包含層 171 須恵器 杯・椀 体部外面 口
177 石原東 •Dl 包含層 172 須恵器 杯・椀 体部外面 墨痕

178 石原東 •Dl 包含層 101 須恵器 杯 底部外面 墨痕

179 石原東 • Dl 包含層 184 須恵器 杯・椀 底部外面 墨痕

180 石原東 •Dl 包含陪 170 須恵器 杯・椀 体部外面 口
181 石原東 •Dl 包含層 177 須恵器 杯・椀 体部外面 墨痕

182 石原東 •Dl 包含層 187 須恵器 杯・椀 底部外面 墨痕
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[5]石原東遺跡・諏訪ノ木遺跡出土の墨書・刻書土器について

No 出土遺跡・区 出土遺構 土器No 器種 器形 墨書の部位・位置・方向 釈文・文字情報 遺物年代他

183 石原東 •Dl 包含庖 44 土師器 杯 底部外面 墨痕

184 石原東 •Dl 包含陪 51 土師器 杯 底部外面 墨痕

185 石原東 • Dl 包含層 52 土師器 杯 底部外面 口
186 石原東 •Dl 包含層 56 土師器 杯 底部外面 畏痕

187 石原東 •Dl 包含層 48 土師器 杯 底部外面 墨痕

188 石原東 •Dl 包含層 175 須恵器 杯 ・椀 体部外面 墨痕

189 石原東 •01 包含層 54 土師器 杯 底部外面 墨痕

190 石原東 •Dl 包含層 49 土師器 杯 底部外面 墨痕

191 石原東 •Dl 包含層 96 須恵器 杯 底部外面 墨痕

192 石原東 •Dl 包含層 50 土師器 杯 底部外面 墨痕

193 石原東 .Dl 包含層 180 須恵器 杯・椀 体部外面 墨痕

194 石原東 •Dl 包含層 27 須恵器 杯 底部外面 墨痕

195 石原東 •Dl 包含層 100 須恵器 杯 底部内面 墨痕 パレット

196 石原東 •Dl 包含層 179 須恵器 杯・椀 体部外面 墨痕 内面パレットか

197 石原東 •Dl 包含層 144 須恵器 椀 底部内面 墨痕

198 石原東 Dl 包含層 102 須恵器 椀 底部外面 墨痕 9世紀前半

199 石原東 •Dl 包含層 15 須恵器 杯 底部内面 口 8世紀後半

200 石原東 •01 包含層 107 須恵器 椀 底部外面 墨痕 ノゞ レットか

201 石原東 •Dl 包含層 6 須恵器 蓋 体部外面 墨痕 8世紀後半 内面パレット

202 石原東 • Dl 包含層 26 灰釉陶器 蓋 体部内面 墨痕 パレットか

203 石原東 •Dl 包含層 ， 須恵器 蓋 体部内面 墨痕 パレットか

204 石原東 •Dl 包含層 196 須恵器 Jill 底部外面 墨痕 パレットか

205 石原東 •Dl 包含層 34 須恵器 杯 体部内外面 墨痕 内面パレットか

206 石原東 •Dl 包含層 228 須恵器 大甕 胴部内面 墨痕 パレットか

207 石原東 •Dl 包含層 227 須恵器 大甕 胴部内面 墨痕 Iくレットか

208 石原東 •Dl 包含陪 105 須恵器 椀 底部外面 墨痕 ノくレットか

209 石原東 •Dl 包含層 106 須恵器 椀 底部内面 墨痕 転用硯か
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